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１－１ 中国・浙江省の概要 

(1) 福井県との関わり 
   永平寺開祖道元が修行した天童寺が浙江省寧波市にある。 
   あわら市出身の藤野厳九郎先生と紹興市出身の文豪魯迅先生との師弟関係がある。 
   あわら市と紹興市（1983.5）、福井市と杭州市（1989.11）、福井大学と浙江大学（1991.9）等が友好提携して
いる。福井県と浙江省は1990.6.5に友好協力協定、1993.10.6には正式の友好提携を締結。 

 
(2) 概 説 
   江蘇省と並んで「魚米の郷・絹と茶の府・文物の邦、観光の地」とも呼ばれ、全国屈指の豊かな省。１１の地
級市からなり、農林水産業のほか、繊維、機械電子、化学、食品、建材等の工業も盛ん。観光資源も豊富。 

 
(3) 歴 史 
   春秋時代には呉越両国が争った土地。杭州、寧波、温州は上海発展以前から海上交通の起点として栄える。 
   １５世紀、明時代には倭冦が沿岸を荒らす。１９世紀に入って香港、上海を拠点とするイギリス勢力が省内に
のび、鉄道が建設された。 

 
(4) 地勢・面積 
 浙江省は南東部沿海地域、長江デルタ以南に位置し、北緯27°12′～31°31′東経118°00′～123°00′間に
位置している。面積101,800k㎡,（平地23.2%、丘陵70.4%、水面6.4%）、海岸線総長6486.24km。 

 
(5) 気 候 
  亜熱帯性気候で温暖湿潤。   年平均気温15～18℃。  年間降雨量980～2000㎜。 
 
(6) 人 口 
  ５，４４３万人(2010年末現在常住人口数・浙江省人民政府統計局) 
  
(7) 省 長 
  ろ そぜん                                           ちょう こうしゅく 

  呂祖善（2003年1月～。2008年1月再選）（中国共産党浙江省委員会 書記 趙洪祝（2007年3月～）） 
 
(8) 主要都市 
  杭州市（省都）、寧波市、温州市、嘉興市、紹興市等（１１の地級市） 
 （杭州・寧波は中国における副省級市（経済・財政と法制の面で省と同程度の 
  自主権が認められている。）) 
 
(9) 産 業 
   総合的な農業経済地区で多角化が進行中。主要農産物は米（北部）、 茶（杭州、
衢州）、ミカン(温州)、小麦、水蜜桃（寧波）。養蚕と製糸織物は伝統的(紡績業)
で絹工業が盛ん。紹興軽紡市場、義烏小物売り卸市場、海寧皮革城など、専門マ
ーケットが発達。  

   中国最初の原子力発電所である秦山原子力発電所が１９９２年完成。 
  ＧＤＰ27227億元(2010年、前年比+11.8%） 
 
(10) 交通・運輸 
   水陸交通とも発達。主要空港－杭州、寧波、温州。主要港湾―舟山、寧波、温
州。高速鉄道による長江デルタ1-2時間交通圏を建設中。 

  １９９７年に杭州－寧波間で高速道路、１９９８年に上海－杭州間で高速道路、
２００１年に杭州、紹興の間に新たな国際空港（蕭山空港）が完成。日本とは成
田空港と関西国際空港と結ばれる。 
上海から杭州までの鉄道距離は189km。２００７年１月に上海―杭州に新幹線が

開通。１時間２０分で両都市を結ぶ。 
  省南部の杭州湾を縦断して寧波と嘉興を結ぶ６車線３６kmの世界最長の杭州
湾海上大橋が、２００８年５月１日に開通。これにより、上海・寧波間が２時間
半で結ばれることとなった。 

  
(11) 対外貿易 
  主な輸出品は電機製品、衣料品、紡績用糸、ハイテク製品等。主な輸出先はEU、
アメリカ、日本、ASEAN、香港、韓国、台湾等。輸出総額は1805億ドル（2010年、
前年比+35.7%） 

  主な輸入品は鉄鋼材、原油、大豆、紡績機器等。主な輸入先は日本、台湾、EU、
韓国、ASEAN、アメリカ、香港等。輸入総額は730億ドル（2010年、前年比+33.4%） 

 
(12) 観光地 
  杭州市の西湖は中心地、雁湯山(楽清県)は山紫水明の地、千島湖は避暑地、 
普陀山は中国仏教の名山のひとつ。 

 
(13) 大 学 

浙江大学、浙江中医薬大学、中国美術学院など 80大学。 
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期
協

議
団

来
福

(
団

長
:
韓

国
勁

外
事

弁
公

室
副

主
任

）
　

　
　

Ｈ
６

年
度

4
李

金
明

杭
州

人
大

常
委

主
任

ら
友

好
訪

日
団

知
事

表
敬

8
4
県

立
大

学
が

留
学

生
２

名
受

入
7

4
銭

飛
瑛

中
国

Ｃ
Ｉ

Ｒ
を

国
際

交
流

課
に

迎
え

る
4

 
　

6
省

内
高

校
生

ら
３

０
名

を
受

入
5
城

郷
建

設
庁

視
察

団
を

受
入

　
　

　
　

　
　

　
8
県

文
化

芸
術

交
流

協
議

団
を

派
遣

6
1
1

6
衛

生
庁

視
察

調
査

団
を

受
入

8
台

風
１

７
号

被
害

に
対

し
、

見
舞

金
　

　
　

　
　

　
　

　
7
国

際
交

流
担

当
者

交
流

調
査

団
を

受
入

1
0
友

好
会

館
｢
水

仙
楼

｣
建

設
決

定

　
　

　
　

　
　

　
9

3
7
省

人
大

友
好

訪
日

団
を

受
入

1
1
福

井
杭

州
友

好
公

園
が

完
成

　
　

　
　

　
　

　
1
0
行

財
政

視
察

調
査

団
を

派
遣

1
2
友

好
会

館
｢
水

仙
楼

｣
工

事
着

工

　
　

　
　

　
　

　
　

1
0
県

内
高

校
生

ら
４

９
名

を
派

遣
　

1
1
障

害
福

祉
関

係
者

交
流

調
査

団
を

派
遣

　
　

　
　

　
　

　
　

1
1
ふ

く
い

女
性

の
翼

４
４

名
を

派
遣

　

大
雨

被
害

に
対

し
、

見
舞

状
を

送
る

福
井

県
農

林
水

産
業

視
察

調
査

団
（

第
２

次
）

を
派

遣

水
害

に
対

し
、

見
舞

状
を

送
る

沈
祖

倫
元

省
長

が
省

対
友

協
会

長
に

備
　

　
考

大
雨

、
台

風
被

害
に

対
し

、
見

舞
状

と
見

舞
金

を
送

る

台
風

被
害

に
対

し
、

見
舞

状
を

送
る

そ
の

他
「

青
年

の
翼

」
名

誉
団

長
と

し
て

中
川

知
事

が
浙

江
省

を
訪

問
。

薜
駒

省
長

と
会

談

橋
向

県
民

生
活

部
次

長
を

団
長

と
す

る
訪

中
視

察
団

を
浙

江
省

へ
派

遣
。

友
好

交
流

の
申

入
れ

を
す

る

友
好

使
節

団
・

協
議

団
文

化
・

芸
術

産
業

・
経

済

浙
江

省
人

民
代

表
大

会
代

表
団

（
団

長
：

呉
敏

達
人

民
代

表
大

会
常

務
委

員
会

副
主

任
）

が
来

福

浙
江

省
人

民
政

府
友

好
視

察
団

（
団

長
：

徐
徳

仁
人

民
政

府
外

事
弁

公
室

責
任

者
）

が
来

福

ふ
く

い
国

際
芸

術
祭

に
景

寧
シ

ェ
ー

族
自

治
県

民
間

歌
舞

団
が

参
加

杭
州

・
福

井
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
フ

ェ
ア

ー
が

杭
州

市
に

て
開

催
さ

れ
る

辻
衆

議
院

議
員

訪
省

。
省

県
の

交
流

促
進

に
つ

い
て

協
力

依
頼

す
る

浙
江

省
友

好
代

表
団

来
県

。
今

西
県

生
部

長
と

傳
良

品
対

外
友

好
協

会
副

会
長

と
の

間
で

事
務

ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
協

議
書

交
換

県
連

合
青

年
団

が
浙

江
省

青
年

連
合

会
役

員
を

受
入

れ
福

井
県

庁
農

業
技

術
職

員
友

好
訪

中
団

が
訪

省

仏
教

代
表

団
が

来
福

（
団

長
：

浙
江

省
仏

教
協

会
会

長
)

 
'
9
0
福

井
県

・
浙

江
省

友
好

県
民

の
翼

を
派

遣

山
本

商
工

会
議

所
副

会
頭

を
団

長
と

す
る

市
場

調
査

団
が

訪
省

知
事

を
団

長
と

す
る

福
井

県
浙

江
省

友
好

訪
中

団
が

浙
江

省
を

訪
れ

、
友

好
協

力
協

定
を

調
印

省
政

府
経

済
代

表
団

、
北

陸
技

術
交

流
テ

ク
ノ

フ
ェ

ア
参

加
団

が
来

県

県
立

大
学

中
国

教
育

学
術

事
情

調
査

団
を

派
遣

県
立

大
学

が
浙

江
財

経
学

院
と

学
術

交
流

協
定

締
結

県
職

員
中

国
語

研
修

生
を

杭
州

大
に

派
遣

（
１

名
、

１
１

か
月

）

福
井

県
・

浙
江

省
経

済
交

流
促

進
機

構
設

立

福
井

繊
維

輸
出

振
興

対
策

委
員

会
が

紹
興

市
で

展
示

会
を

開
催

企
業

診
断

、
技

術
指

導
の

た
め

専
門

家
を

派
遣

 
 
2



１
－
２
　
中
国
・
浙
江
省
と
の
交
流
進
捗
状
況

年
　

度
教

育
・

人
材

養
成

備
　

　
考

そ
の

他
友

好
使

節
団

・
協

議
団

文
化

・
芸

術
産

業
・

経
済

Ｈ
７

年
度

4
定

期
協

議
団

の
派

遣
（

団
長

：
渡

辺
次

長
）

　
4
県

立
大

学
が

留
学

生
２

名
受

入
れ

1
0

4
董

蓮
萍

中
国

Ｃ
Ｉ

Ｒ
を

国
際

交
流

課
に

迎
え

る

 
9
浙

江
省

対
友

協
訪

日
団

（
団

長
：

沈
祖

倫
会

長
）

が
知

事
表

敬
　

9
7
浙

江
省

環
境

保
護

技
術

交
流

考
察

団
を

受
入

　
　

　
　

　
　

 
2
浙

江
省

国
際

交
流

担
当

者
訪

日
団

を
受

入
れ

　
1
0
福

井
県

浙
江

省
経

済
交

流
促

進
機

構
8

　
　

　
　

　
　

　
1
0
技

術
研

修
員

１
０

名
を

受
入

れ

　
　

　
　

　
　

　
1
0
高

度
医

療
技

術
研

修
員

２
名

を
受

入
れ

1
1
県

立
病

院
医

療
関

係
調

査
団

派
遣

　
　

　
　

　
　

 
　

　
1
0
県

内
高

校
生

等
５

０
名

を
派

遣
1
1
環

境
監

視
技

術
交

流
団

を
派

遣
1
1
浙

江
省

水
利

交
流

考
察

団
を

受
入

　
　

　
　

　
　

 
　

　
（

１
０

日
間

）
1

1
1
ス

ポ
－

ツ
交

流
協

議
団

を
派

遣

　
　

　
　

　
　

 
　

　
2
研

修
生

３
名

を
浙

江
省

派
遣

1
1

　
　

　
　

　
　

　
1
1

　
　

　
　

　
　

 
　

　
　

1
1

　
　

　
　

　
　

 
　

　
2
紹

興
市

経
済

技
術

開
発

区
一

行
が

来
県

　
　

　
　

　
　

 
　

　
1
浙

江
省

青
年

連
合

会
会

長
ら

が
来

県

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

3
浙

江
省

対
外

友
好

協
会

幹
部

一
行

が
来

県
、

知
事

を
表

敬

Ｈ
８

年
度

4
1
0

4
県

立
大

学
が

留
学

生
２

名
受

入
れ

6
浙

江
省

富
陽

市
経

済
視

察
団

が
来

県
4
沈

鳳
君

中
国

Ｃ
Ｉ

Ｒ
を

国
際

交
流

課
に

迎
え

る
4

5
浙

江
医

科
大

学
訪

日
団

が
来

県
6
浙

江
省

総
工

会
友

好
訪

日
団

が
来

県
6
国

際
交

流
視

察
調

査
団

が
訪

浙

 
1
0

6
6
浙

江
省

｢
福

井
工

業
団

地
｣
視

察
団

が
訪

浙
8
浙

江
省

算
盤

暗
算

団
が

来
県

7

　
　

　
　

　
　

 
1
0

7
浙

江
省

経
貿

庁
訪

日
考

察
団

が
来

県
1
0
浙

江
省

マ
ス

コ
ミ

関
係

者
訪

日
代

表
団

が
来

県

　
　

　
　

　
　

1
0

8
浙

江
大

学
国

際
交

流
訪

日
団

が
来

県
7
浙

江
省

林
業

視
察

団
が

来
県

1
0
児

童
家

庭
福

祉
関

係
者

交
流

調
査

団
が

訪
浙

1

　
　

　
　

　
　

1
0

9
8
浙

江
省

農
業

科
学

院
学

術
交

流
団

が
来

県
1
0
都

市
基

盤
整

備
交

流
視

察
団

が
訪

浙

　
　

　
　

　
　

1
0
浙

江
省

人
民

代
表

大
会

友
好

訪
日

団
(
団

長
：

周
張

燮
)
が

来
県

8
浙

江
省

農
業

庁
友

好
交

流
訪

日
団

が
来

県
1
1
 
'
9
6
ふ

く
い

女
性

の
翼

が
訪

浙

　
　

　
　

　
　

 
1
1
浙

江
省

政
府

代
表

団
（

団
長

：
葉

栄
宝

副
省

長
）

が
来

県
9
研

修
生

３
名

を
浙

江
省

派
遣

8
紹

興
市

経
済

貿
易

訪
問

団
が

来
県

1
浙

江
省

人
民

対
外

友
好

協
会

代
表

団
が

来
県

　
　

　
　

　
　

3
　

1
0
技

術
研

修
員

９
名

を
受

入
れ

9
杭

州
経

済
技

術
開

発
区

管
理

委
員

会
訪

日
団

が
来

県
　

2
上
記
の
見
舞
状
に
対
し
､
返
書
を
送
る

　
　

　
　

　
　

1
0
高

度
医

療
技

術
研

修
員

２
名

を
受

入
れ

9
浙

江
省

｢
福

井
工

業
団

地
｣
視

察
団

が
訪

浙
　

　
　

　
　

　
　

 
　

　
1
0
県

内
高

校
生

等
４

９
名

を
派

遣
9
浙

江
省

郷
鎮

企
業

訪
日

団
が

来
県

　
　

　
　

　
　

 
　

　
　

(
１

０
日

間
)

1
0
浙

江
台

州
水

産
産

業
視

察
団

が
来

県
 

　
　

　
　

　
　

 
　

1
0
浙

江
省

旅
游

局
観

光
宣

伝
訪

日
団

が
来

県

　
　

　
　

　
　

 
　

1
1
 
'
9
6
中

国
浙

江
省

投
資

貿
易

商
談

会
訪

日
団

が
来

県

　
　

　
　

　
　

　
1
1
浙

江
省

計
画

経
済

委
員

会
が

来
県

　

　
　

　
　

　
　

　
　

3
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

 
　

　
　

Ｈ
９

年
度

5
定

期
協

議
団

を
派

遣
（

団
長

：
松

本
次

長
）

9
4
県

立
大

学
が

留
学

生
２

名
受

入
れ

7
浙

江
省

都
市

基
盤

整
備

視
察

団
が

来
県

4
厳

芳
中

国
Ｃ

Ｉ
Ｒ

を
国

際
交

流
課

に
招

致
4

 
5
紀

根
立

紹
興

市
長

一
行

が
来

県
9

9
5
浙

江
省

科
学

技
術

協
会

友
好

訪
日

団
が

来
県

　
　

　
　

　
　

6
1
0
浙

江
省

博
物

館
代

表
団

が
来

県
6
浙

江
省

中
医

薬
研

究
院

代
表

団
が

来
県

8

　
　

　
　

　
　

1
0

9
研

修
生

３
名

を
浙

江
省

へ
派

遣
9
浙

江
省

婦
人

代
表

視
察

団
が

来
県

　
　

　
　

　
　

7
夏

益
昌

嘉
興

市
長

一
行

が
来

県
1
0
技

術
研

修
員

１
０

名
を

受
入

れ
1
0
浙

江
省

公
務

員
考

察
団

が
来

県
9

　
　

　
　

　
　

2
1
0
高

度
医

療
技

術
研

修
員

を
２

名
受

入
れ

1
0
地

域
づ

く
り

国
際

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

水
仙

楼
で

開
催

　
　

　
　

　
　

(
1
0
/
4
～

1
1
/
1
6
､
於

:
県

立
博

物
館

)
1
0
県

内
高

校
生

等
４

９
名

を
派

遣
　

1
浙

江
省

青
年

連
合

会
が

来
県

1
柴

松
岳

省
長

誕
生

　
　

　
　

　
　

1
1

1
0
ふ

く
い

青
年

の
翼

訪
省

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

Ｈ
１

０
年

度
4

1
2

4
県

立
大

学
が

留
学

生
２

名
受

入
れ

8
浙

江
省

水
産

視
察

団
が

来
県

5
浙

江
省

総
工

会
代

表
団

が
来

県

 
5
浙

江
省

高
中

生
国

際
交

流
訪

日
団

が
来

県
1
0
浙

江
省

海
洋

局
訪

日
団

が
来

県
6
朱

丹
君

中
国

Ｃ
Ｉ

Ｒ
を

国
際

交
流

課
に

招
致

　
　

　
　

　
　

5
(
1
2
/
2
4
､
於

：
杭

州
市

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
２

９
名

）
1
0
農

林
水

産
技

術
交

流
（

研
究

員
を

派
遣

）
8
浙

江
省

行
政

事
務

考
察

団
が

来
県

2
9
県

職
員

中
国

語
研

修
生

を
浙

江
大

学
へ

派
遣

1
0

1
0
林

業
技

術
調

査
団

が
訪

浙

　
　

　
　

　
　

1
0

9
研

修
生

３
名

を
浙

江
省

へ
派

遣
1
0
人

事
関

係
事

務
視

察
団

が
訪

浙

　
　

　
　

　
　

1
0
技

術
研

修
員

１
０

名
を

受
入

れ
3
農

林
水

産
技

術
交

流
（

研
究

員
を

派
遣

）
1
1
 
'
9
8
ふ

く
い

女
性

の
翼

が
訪

浙

　
　

　
　

　
　

1
0
浙

江
省

定
期

協
議

団
（

団
長

：
楊

志
先

外
事

弁
公

室
処

長
）

が
来

県
1
0
県

内
高

校
生

等
４

４
名

を
派

遣
1
麗

水
地

区
外

事
幹

部
視

察
団

が
来

県

　
　

　
　

　
　

1
0

　
2
浙

江
省

人
民

対
外

友
好

協
会

副
秘

書
長

が
来

県

　
　

　
　

　
　

　
　

3
杭

州
市

外
事

弁
公

室
副

主
任

一
行

が
来

県

　
　

　
　

　
　

 
1
1

　
　

　

　
　

　
　

　
　

 
　

　
　

近
畿

青
年

洋
上

大
学

（
学

長
：

知
事

、
副

学
長

：
県

生
部

長
）

派
遣

浙
江

省
農

業
科

学
院

の
訪

日
代

表
団

が
来

県
し

、
農

林
水

産
部

長
を

表
敬

ﾛ
ｼ
ｱ
船

籍
ﾀ
ﾝ
ｶ
ｰ
｢
ﾅ
ﾎ
ﾄ
ｶ
｣
に

係
る

重
油

流
出

事
故

の
被

害
に

関
し

て
浙

江
省

長
等

か
ら

見
舞

状
が

届
く

豪
雨

被
害

に
浙

江
省

長
へ

見
舞

状
を

送
る

福
井
･
浙
江
友
好
会
館
 
｢
水
仙
楼
｣
落
成

浙
江

省
委

員
会

代
表

団
（

団
長

：
龍

安
定

副
省

長
）

が
知

事
表

敬

桐
郷

市
経

済
開

発
区

管
理

委
員

会
主

任
ら

が
商

工
労

働
部

長
を

表
敬

孫
平

化
中

日
友

好
協

会
会

長
死

去

台
風

被
害

に
対

し
､
代

省
長

へ
見

舞
状

を
送

付

萬
学

遠
省

長
が

辞
任

し
､
柴

松
岳

副
省

長
が

代
省

長
に

就
任

浙
江

省
女

性
起

業
家

協
会

一
行

が
県

内
女

性
起

業
家

ら
と

交
流

浙
江

省
杭

州
市

の
マ

ス
コ

ミ
関

係
者

一
行

が
県

民
生

活
部

長
を

表
敬

 
'
9
7
ふ

く
い

国
際

芸
術

祭
に

浙
江

省
歌

舞
劇

院
民

族
音

楽
団

を
招

へ
い

県
職

員
中

国
語

研
修

生
を

浙
江

大
学

へ
派

遣

県
立

図
書

館
と

浙
江

図
書

館
が

姉
妹

図
書

館
協

定
調

印

浙
江

省
人

民
代

表
大

会
友

好
訪

日
団

（
団

長
：

徐
培

金
常

務
委

員
会

委
員

）
が

来
県

福
井

県
知

事
訪

中
団

が
「

友
誼

碑
」

お
よ

び
「

東
坡

亭
」

の
除

幕
式

参
加

の
た

め
訪

浙

福
井

県
知

事
訪

中
団

、
福

井
県

議
会

訪
中

団
等

が
福

井
・

浙
江

友
好

会
館

「
水

仙
楼

」
落

成
記

念
式

典
等

参
加

の
た

め
に

訪
浙

浙
江

省
友

好
訪

問
団

（
団

長
：

陸
国


外

事
弁

公
室

友
好

城
市

処
副

処
長

）
が

来
県

地
域

づ
く

り
国

際
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
浙

江
省

国
際

文
化

交
流

参
加

団
が

参
加

杭
州

喜
得

宝
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

訪
日

団
が

来
県

紹
興

市
経

済
開

発
区

内
に

本
県

企
業

の
工

業
団

地
｢

県
企

業
集

積
経

済
開

発
区

｣
が

選
定

さ
れ

、
本

県
と

浙
江

省
の

両
経

済
交

流
促

進
機

構
が

合
意

書
に

調
印

浙
江

省
人

民
代

表
大

会
友

好
訪

日
団

（
団

長
：

李
澤

民
常

務
委

員
会

主
任

）
が

来
県

浙
江

省
代

表
団

（
団

長
：

葉
栄

宝
副

省
長

）
が

友
好

提
携

５
周

年
記

念
式

典
出

席
の

た
め

来
県

県
商

工
会

議
所

連
合

会
と

中
国

浙
江

省
紹

興
経

済
開

発
区

管
理

委
員

会
が

、
同

開
発

区
に

設
立

す
る

本
県

中
小

企
業

の
た

め
の

工
業

団
地

｢
県

企
業

集
積

経
済

開
発

区
｣
に

関
す

る
覚

書
に

調
印

（
於

：
紹

興
市

）

中
国

・
浙

江
小

百
合

越
劇

団
が

｢
寒

情
｣
公

演

福
井

県
・

浙
江

省
友

好
提

携
５

周
年

記
念

特
別

展
「

波
濤

を
こ

え
た

文
化

交
流

－
中

国
浙

江
省

の
文

物
展

－
」

開
催

浙
江

省
高

中
生

国
際

交
流

訪
日

団
３

０
名

が
来

県 県
職

員
中

国
語

研
修

生
を

浙
江

大
学

へ
派

遣

浙
江

省
人

民
対

外
友

好
協

会
代

表
団

（
団

長
：

沈
祖

倫
会

長
）

が
来

県 浙
江

省
友

好
訪

問
団

（
団

長
：

虞
希

華
外

事
弁

公
室

友
好

城
市

処
副

処
長

）
が

来
県

浙
江

省
人

民
対

外
友

好
協

会
代

表
団

（
団

長
：

沈
祖

倫
会

長
）

が
来

県
地

域
づ

く
り

国
際

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

浙
江

省
身

体
障

害
者

連
合

会
副

理
事

長
一

行
が

参
加

商
工

労
働

部
長

が
福

井
県

・
浙

江
省

経
済

交
流

促
進

機
構

全
体

会
議

出
席

の
た

め
訪

浙

浙
江

省
訪

日
代

表
団

（
団

長
：

蔡
恵

明
副

秘
書

長
）

が
国

際
交

流
会

館
開

館
記

念
式

典
出

席
の

た
め

来
県

浙
江

省
定

期
協

議
団

（
団

長
：

賈
徳

華
外

事
弁

公
室

人
事

秘
書

処
副

処
長

）
が

来
県

国
際

交
流

ジ
ャ

ン
ボ

リ
ー

・
イ

ン
福

井
に

中
国

浙
江

民
歌

民
楽

訪
日

演
出

団
が

参
加

県
職

員
中

国
語

研
修

生
を

浙
江

大
学

へ
派

遣

紹
興

市
経

済
貿

易
訪

問
団

が
、

紹
興

市
投

資
セ

ミ
ナ

ー
開

催
の

た
め

に
来

県

 
 
3



１
－
２
　
中
国
・
浙
江
省
と
の
交
流
進
捗
状
況

年
　

度
教

育
・

人
材

養
成

備
　

　
考

そ
の

他
友

好
使

節
団

・
協

議
団

文
化

・
芸

術
産

業
・

経
済

Ｈ
１

１
年

度
6

5
4
県

立
大

学
が

留
学

生
２

名
受

入
れ

1
0

4
胡

剛
Ｃ

Ｉ
Ｒ

を
国

際
課

に
招

致
8

 
8
民

間
研

修
生

３
名

を
派

遣

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8
9
県

職
員

中
国

語
研

修
を

派
遣

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
技

術
研

修
員

１
０

名
を

受
入

れ

　
　

　
　

　
　

9
1
0
県

内
高

校
生

等
４

４
名

を
派

遣
6

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
森

田
県

立
病

院
主

任
外

科
医

長
を

団
長

と
す

る
県

立
病

院
実

務
研

修
団

６
名

が
訪

浙
　

1
0
都

市
環

境
デ

ザ
イ

ン
実

務
研

修
団

一
行

７
名

が
訪

浙
1
0
ふ

く
い

青
年

の
翼

が
訪

省

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
1

1
0
浙

江
図

書
館

と
の

資
料

交
換

を
開

始
1
1

　
　

　
　

　
　

1
1

　

1
2

 

2
戴

国
森

温
州

市
人

民
政

府
外

事
弁

公
室

主
任

一
行

３
名

が
来

県
、

県
民

生
活

部
次

長
を

表
敬

2
環

日
本

海
図

書
館

交
流

　
浙

江
図

書
館

よ
り

研
修

生
2
名

受
入

れ

Ｈ
１

２
年

度
4
柴

松
岳

浙
江

省
長

一
行

が
来

県
1
1

4
県

立
大

学
が

留
学

生
２

名
受

入
れ

6
4
呉

暁
東

Ｃ
Ｉ

Ｒ
を

国
際

課
に

招
致

 
5
浙

江
省

人
民

病
院

医
療

考
察

団
受

入

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9
民

間
研

修
生

４
名

を
派

遣

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
9
県

職
員

中
国

語
研

修
を

派
遣

　
　

　
　

　
　

2
9
恐

竜
化

石
発

掘
実

務
研

修
団

派
遣

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
技

術
研

修
員

１
０

名
を

受
入

れ
　

　
 
 
 
　

　
　

　
1
0
県

内
高

校
生

等
４

４
名

を
派

遣
　

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
浙

江
省

都
市

建
設

考
察

団
受

入

1
0
浙

江
省

高
中

生
国

際
交

流
訪

日
団

が
来

県

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

２
８

名
）

1
1
福

祉
・

保
健

行
政

実
務

研
修

団
派

遣

Ｈ
１

３
年

度
4

5
4
県

立
大

学
が

留
学

生
２

名
受

入
れ

2
4
黄

輝
Ｃ

Ｉ
Ｒ

を
国

際
課

に
招

致

 
5
浙

江
省

機
関

事
務

管
理

考
察

団
受

入

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6
6

8
国

際
青

年
の

翼
訪

省

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9
民

間
研

修
生

４
名

を
派

遣

　
　

　
　

　
　

1
0

1
0
技

術
研

修
員

１
０

名
を

受
入

れ

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
観

光
交

流
実

務
研

修
団

を
派

遣
　

　
 
 
 
　

　
　

　
1
0
県

内
高

校
生

等
４

４
名

を
派

遣
　

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
1
医

療
事

務
研

修
団

を
派

遣

2
浙

江
省

国
際

交
流

考
察

団
受

入

Ｈ
１

４
年

度
4

9
4
県

立
大

学
が

留
学

生
２

名
受

入
れ

5
浙

江
省

大
型

観
光

団
1
0
1
名

が
来

県
4
呉

嵐
茜

Ｃ
Ｉ

Ｒ
を

国
際

課
に

招
致

1
0

 
5

1
0

3
水

仙
楼

展
示

物
更

新

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5
栗

田
知

事
が

「
中

日
友

好
の

使
者

」
授

与
式

の
た

め
北

京
等

を
訪

問
3

1
呂

祖
善

省
長

誕
生

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
2

1
0
民

間
研

修
生

４
名

を
派

遣

　
　

　
　

　
　

1
0
技

術
研

修
員

１
０

名
を

受
入

れ
1
0

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
兪

雪
忠

浙
江

省
人

民
対

外
友

好
協

会
副

会
長

が
来

県
1
0
浙

江
省

人
民

医
院

医
療

考
察

団
が

来
県

2
恐

竜
博

物
館

国
際

交
流

1
1

1
1

3

3

Ｈ
１

５
年

度
9
浙

江
省

代
表

団
（

団
長

：
呂

祖
善

省
長

）
が

友
好

提
携

１
０

周
年

記
念

式
典

出
席

の
た

め
来

県
1
0
福

井
県

・
浙

江
省

友
好

提
携

１
０

周
年

記
念

事
業

「
み

ん
な

で
知

ろ
う

浙
江

省
」

開
催

（
於

：
ﾕ
ｰ
･
ｱ
ｲ
ふ

く
い

」
）

4
県

立
大

学
が

留
学

生
２

名
受

入
れ

4
崔

春
子

Ｃ
Ｉ

Ｒ
を

国
際

政
策

課
に

招
致

1
0
福

井
県

知
事

訪
中

団
、

福
井

県
議

会
訪

中
団

等
が

友
好

提
携

１
０

周
年

記
念

式
典

出
席

の
た

め
訪

浙
3
恐

竜
博

物
館

国
際

交
流

　
浙

江
自

然
博

物
館

と
姉

妹
提

携
調

印
1
0
技

術
研

修
員

９
名

を
受

入
れ

 
3
福

井
県

・
浙

江
省

友
好

提
携

１
０

周
年

記
念

事
業

「
魯

迅
展

」
開

催
（

於
：

国
際

交
流

会
館

」
）

1
2
浙

江
省

水
利

水
電

観
測

設
計

院
視

察
団

受
入

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
環

日
本

海
図

書
館

交
流

　
県

立
図

書
館

職
員

を
浙

江
図

書
館

へ
派

遣
3
浙

江
省

建
設

庁
実

務
研

修
団

受
入

 
 
県

立
恐

竜
博

物
館

職
員

を
天

台
博

物
館

、
 
 
浙

江
自

然
博

物
館

等
に

派
遣

杭
州

市
で

行
わ

れ
た

中
日

青
年

論
壇

に
福

井
県

か
ら

４
名

が
参

加
浙

江
省

人
民

対
外

友
好

協
会

代
表

団
（

団
長

：
沈

祖
倫

会
長

）
が

来
県 浙

江
省

定
期

協
議

団
（

団
長

：
陳

艶
勤

外
事

弁
公

室
ア

ジ
ア

処
副

処
長

）
が

来
県

浙
江

省
商

工
貿

易
観

光
実

務
研

修
団

７
名

が
来

県
（

団
長

：
王

偉
良

浙
江

省
対

外
服

務
公

司
総

経
理

）

福
井

県
青

尐
年

健
全

育
成

等
実

務
研

修
団

５
名

が
浙

江
省

を
訪

問

土
木

部
阪

下
技

監
を

団
長

と
す

る
福

井
県

土
木

施
設

実
務

研
修

団
７

名
が

浙
江

省
を

訪
問

農
林

水
産

技
術

交
流

（
技

術
交

換
、

共
同

研
究

）

農
林

水
産

技
術

交
流

（
技

術
交

換
、

共
同

研
究

）

農
林

水
産

技
術

交
流

事
業

に
よ

る
共

同
研

究
の

た
め

県
職

員
２

名
を

派
遣

西
川

副
知

事
一

行
4
名

が
「

福
井

産
業

フ
ェ

ア
i
n
浙

江
省

」
に

参
加

す
る

た
め

訪
浙

農
林

水
産

技
術

交
流

（
技

術
交

換
、

共
同

研
究

）

外
国

人
観

光
客

誘
客

促
進

の
た

め
旅

行
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
お

よ
び

放
送

局
職

員
な

ど
を

受
入

れ

水
害

に
対

し
、

見
舞

状
を

送
る

396

1
1

環
日

本
海

図
書

館
交

流
　

県
立

図
書

館
職

員
を

浙
江

図
書

館
へ

派
遣

王
玲

児
浙

江
省

教
育

委
員

会
職

業
教

育
処

副
処

長
を

団
長

と
す

る
浙

江
省

職
業

教
育

事
務

考
察

団
一

行
６

名
が

来
県

、
教

育
長

を
表

敬

中
国

書
法

家
協

一
行

５
名

が
日

中
友

好
合

同
書

画
コ

ン
ク

－
ル

入
賞

作
品

展
の

た
め

来
県

環
日

本
海

図
書

館
交

流
　

浙
江

図
書

館
と

の
資

料
交

換
を

開
始

、
館

内
に

「
浙

江
文

庫
」

を
設

置

環
日

本
海

図
書

館
交

流
　

浙
江

図
書

館
と

の
資

料
交

換
を

開
始

沈
秀

鶴
省

人
民

対
外

友
好

協
会

副
秘

書
長

を
団

長
と

す
る

省
人

民
対

外
友

好
協

会
訪

問
団

３
名

が
来

県
、

県
民

生
活

部
次

長
を

表
敬

浙
江

省
外

事
弁

公
室

ア
ジ

ア
処

の
虞

希
華

副
処

長
が

自
治

体
国

際
協

会
の

自
治

体
交

流
事

業
に

よ
り

来
県

胡
巧

良
浙

江
省

縉
雲

県
副

県
長

を
団

長
と

す
る

浙
江

省
福

祉
施

設
行

政
管

理
考

察
団

一
行

７
名

が
来

県

中
西

謙
二

県
民

生
活

部
次

長
を

団
長

と
す

る
定

期
協

議
団

（
５

名
）

を
派

遣

蓮
川

出
納

長
を

団
長

と
す

る
県

代
表

団
６

名
及

び
県

民
訪

中
団

３
０

名
が

浙
江

省
第

二
回

国
際

友
好

都
市

市
民

大
交

歓
会

に
参

加
す

る
た

め
訪

浙

中
田

県
立

図
書

館
長

が
浙

江
省

図
書

館
設

立
１

０
０

周
年

記
念

行
事

出
席

の
た

め
訪

浙
栗

田
知

事
が

福
井

県
観

光
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
福

井
県

浙
江

省
技

術
研

修
員

制
度

１
０

周
年

記
念

式
典

出
席

の
た

め
訪

浙

浙
江

省
定

期
協

議
団

（
団

長
：

虞
希

華
外

事
弁

公
室

ア
ジ

ア
処

処
長

）
が

来
県

浙
江

省
人

民
代

表
大

会
友

好
訪

日
団

（
団

長
：


青

山
常

務
委

員
会

委
員

）
が

来
県

環
日

本
海

図
書

館
交

流
　

県
立

図
書

館
職

員
を

浙
江

図
書

館
へ

派
遣

柴
松

岳
省

長
が

辞
任

し
習

近
平

福
建

省
長

が
代

省
長

に
就

任
商

工
労

働
部

長
が

福
井

県
・

浙
江

省
経

済
交

流
促

進
機

構
代

表
者

会
議

出
席

の
た

め
訪

浙
浙

江
省

高
中

生
国

際
交

流
訪

日
団

が
来

県
（

２
８

名
）

１
０

周
年

記
念

事
業

準
備

打
合

せ
の

た
め

国
際

課
長

が
訪

浙

浙
江

省
人

民
対

外
友

好
協

会
代

表
団

（
団

長
：

沈
祖

倫
会

長
）

が
来

県 市
橋

一
義

県
民

生
活

部
長

を
団

長
と

す
る

定
期

協
議

団
（

５
名

）
を

派
遣

浙
江

省
書

法
家

協
一

行
８

名
が

日
中

青
尐

年
書

画
作

品
コ

ン
ク

ー
ル

入
賞

作
品

展
の

た
め

来
県

環
日

本
海

図
書

館
交

流
　

浙
江

図
書

館
よ

り
研

修
生

2
名

受
入

れ

程
小

瀾
浙

江
図

書
館

館
長

一
行

４
名

が
、

福
井

県
立

図
書

館
新

館
開

館
記

念
式

典
に

参
加

す
る

た
め

来
県

恐
竜

博
物

館
国

際
交

流
 
 
浙

江
自

然
博

物
館

館
長

一
行

が
恐

竜
博

物
館

視
察

の
た

め
来

県

 
 
4



１
－
２
　
中
国
・
浙
江
省
と
の
交
流
進
捗
状
況

年
　

度
教

育
・

人
材

養
成

備
　

　
考

そ
の

他
友

好
使

節
団

・
協

議
団

文
化

・
芸

術
産

業
・

経
済

Ｈ
１

６
年

度
2
陸

国
灝

浙
江

省
対

外
友

好
協

会
副

会
長

を
団

長
と

す
る

代
表

団
5
名

が
総

務
部

長
を

表
敬

4
県

立
大

学
が

留
学

生
２

名
受

入
れ

4
浙

江
省

・
福

井
県

経
済

交
流

促
進

機
構

事
務

局
副

局
長

来
県

8
福

井
豪

雨
に

よ
る

被
害

に
対

し
呂

祖
善

浙
江

省
省

長
か

ら
見

舞
状

が
届

く

3
浙

江
省

定
期

協
議

団
（

団
長

：
陳

艶
勤

外
事

弁
公

室
ア

ジ
ア

処
副

処
長

）
が

来
県

8
技

術
研

修
員

名
５

名
受

入
れ

6
福

井
県

・
浙

江
省

交
流

促
進

機
構

が
浙

江
省

投
資

貿
易

商
談

会
・

県
内

進
出

企
業

視
察

の
た

め
訪

浙
8
浙

江
省

の
台

風
被

害
に

対
し

見
舞

状
を

送
付

 
9
民

間
研

修
生

４
名

を
派

遣
1
1
山

本
副

知
事

、
産

業
労

働
部

長
が

福
井

県
・

浙
江

省
経

済
交

流
促

進
機

構
1
0
周

年
記

念
式

典
、

経
済

懇
談

会
出

席
の

た
め

訪
浙

1
2
沈

祖
倫

氏
が

省
対

友
協

会
会

長
を

辞
任

し
梁

平
波

省
共

産
党

委
員

会
副

書
記

が
新

会
長

に
就

任

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
県

内
高

校
生

等
２

２
名

を
派

遣
1
1
観

光
分

野
に

お
け

る
相

互
交

流
を

推
進

す
る

た
め

、
（

社
）

福
井

県
観

光
連

盟
会

長
と

浙
江

省
旅

遊
局

長
が

協
定

書
に

調
印

1
1
上

海
事

務
所

連
携

・
機

能
強

化
調

査
団

６
名

を
上

海
お

よ
び

浙
江

省
に

派
遣

2
浙

江
省

人
民

政
府

駐
上

海
弁

事
処

考
察

団
６

名
を

受
入

Ｈ
１

７
年

度
4
沈

祖
倫

氏
(
浙

江
省

対
外

友
好

協
会

前
会

長
)
に

本
県

か
ら

感
謝

状
を

贈
呈

1
0
第

2
0
回

国
民

文
化

祭
・

ふ
く

い
2
0
0
5
へ

の
参

加
の

た
め

浙
江

省
か

ら
江

南
糸

竹
管

楽
器

公
演

団
1
6
名

が
来

県
。

6
技

術
研

修
員

4
名

を
受

入
れ

9
福

井
県

・
浙

江
省

交
流

促
進

機
構

観
光

交
流

会
議

の
開

催
4
孟

浩
Ｃ

Ｉ
Ｒ

を
国

際
政

策
課

に
招

致

7
金

徳
水

副
省

長
を

団
長

と
す

る
浙

江
省

政
府

代
表

団
1
1
名

が
来

県
3
浙

江
省

実
務

研
修

団
(
浙

江
省

文
物

・
博

物
館

考
察

団
5
名

)
来

県
6
浙

江
省

農
業

科
学

院
の

職
員

を
県

農
業

試
験

場
に

受
入

れ
6
福

井
市

主
催

の
福

井
シ

ル
バ

ー
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
交

歓
全

国
大

会
に

参
加

す
る

た
め

浙
江

省
杭

州
市

シ
ル

バ
ー

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

チ
ー

ム
が

来
県

 
2
浙

江
省

定
期

協
議

団
(
虞

希
華

処
長

、
王

政
)
来

県
9
民

間
研

修
生

４
名

を
派

遣

Ｈ
１

８
年

度
4
梁

平
波

浙
江

省
対

外
友

好
協

会
長

を
団

長
と

す
る

代
表

団
6
名

が
西

川
知

事
を

表
敬

1
0

6
技

術
研

修
員

5
名

を
受

入
れ

1
産

業
労

働
部

長
が

福
井

県
・

浙
江

省
経

済
交

流
促

進
機

構
経

済
交

流
会

議
出

席
の

た
め

訪
浙

。
（

江
守

主
席

代
表

栄
誉

公
民

受
章

）

4
欧

陽
Ｃ

Ｉ
Ｒ

を
国

際
・

マ
ー

ケ
ッ

ト
戦

略
課

に
招

致

1
1
栗

田
（

財
）

福
井

県
国

際
交

流
協

会
長

が
浙

江
省

人
民

対
外

友
好

協
会

設
立

5
0
周

年
記

念
式

典
出

席
の

た
め

訪
浙

9
民

間
研

修
生

４
名

を
派

遣

1
2
浙

江
省

人
民

対
外

友
好

協
会

訪
日

団
4
名

（
団

長
：

陳
艶

勤
副

秘
書

長
）

が
来

県
1
2
恐

竜
博

物
館

職
員

２
名

が
浙

江
自

然
博

物
館

訪
問

2
浙

江
省

定
期

協
議

団
(
虞

希
華

処
長

、
阮

潔
副

処
長

、
呉

暁
東

)
来

県
9
浙

江
省

高
中

生
国

際
交

流
訪

日
団

２
４

名
が

来
県

 
3
夏

宝
龍

中
国

共
産

党
浙

江
省

委
員

会
副

書
記

を
団

長
と

す
る

浙
江

省
友

好
代

表
団

8
名

が
来

県

Ｈ
１

９
年

度
1
定

期
協

議
団

を
派

遣
（

団
長

：
須

藤
部

長
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

9
技

術
研

修
員

5
名

を
受

入
れ

1
4

3
浙

江
省

定
期

協
議

団
(
虞

希
華

処
長

、
呉

暁
東

)
来

県
9
民

間
研

修
生

3
名

を
派

遣

1
0
県

内
高

校
生

1
6
名

を
派

遣

Ｈ
２

０
年

度
5
福

井
県

知
事

訪
中

団
、

福
井

県
議

会
訪

中
団

等
が

、
友

好
提

携
1
5
周

年
記

念
事

業
出

席
の

た
め

訪
浙

1
0

9
技

術
研

修
員

4
名

を
受

入
れ

4
龔

希
明

Ｃ
Ｉ

Ｒ
を

国
際

・
マ

ー
ケ

ッ
ト

戦
略

課
に

招
致

1
0
浙

江
省

代
表

団
9
名

（
団

長
：

茅
臨

生
副

省
長

）
、

浙
江

省
対

外
友

好
協

会
団

2
1
名

が
友

好
提

携
１

５
周

年
記

念
式

典
出

席
の

た
め

来
県

9
民

間
研

修
生

4
名

を
派

遣

Ｈ
２

１
年

度
1
浙

江
省

定
期

協
議

団
（

陳
艶

勤
処

長
ほ

か
３

名
）

来
県

9
技

術
研

修
員

4
名

を
受

入
れ

2
浙

江
省

・
福

井
県

観
光

大
使

来
県

4
金

昆
Ｃ

Ｉ
Ｒ

を
国

際
・

マ
ー

ケ
ッ

ト
戦

略
課

に
招

致

9
民

間
研

修
生

4
名

を
派

遣
3

9
浙

江
省

高
校

生
2
4
名

が
来

県

Ｈ
２

２
年

度
1
2
五

十
嵐

部
長

一
行

が
訪

浙
1
0
寧

波
博

物
館

で
福

井
写

真
展

を
開

催
9
県

立
大

学
が

浙
江

財
経

学
院

へ
学

生
2
名

を
派

遣
4
金

立
Ｃ

Ｉ
Ｒ

を
国

際
・

マ
ー

ケ
ッ

ト
戦

略
課

に
招

致

2
浙

江
省

定
期

協
議

団
（

阮
忠

訓
主

任
ほ

か
7
名

）
来

県
9
技

術
研

修
員

3
名

を
受

入
れ

9
民

間
研

修
生

4
名

を
派

遣

1
0
県

内
高

校
生

１
７

人
を

派
遣

旭
副

知
事

が
福

井
県

・
浙

江
省

経
済

交
流

促
進

機
構

ト
ッ

プ
懇

談
会

出
席

の
た

め
訪

浙

福
井

県
国

際
交

流
会

館
開

館
1
0
周

年
記

念
事

業 ・
特

別
講

演
会

「
魯

迅
と

藤
野

厳
九

郎
－

そ
し

て
日

中
関

係
を

考
え

る
」

・
再

読
「

藤
野

先
生

」
特

別
展

・
魯

迅
の

師
　

藤
野

厳
九

郎
書

道
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２-1 アメリカ・ニュージャージー州の概要 

 

(1) 福井県との関わり 
   福井市とニューブランズウィック市(1982.5)、福井大学とラトガース大学(1981.10)・モントクレア大学（2000.5）、
福井県とニュージャージー州(1990.10)、県立音楽堂とニュージャージー・パフォーミング・アート・センター(2002.9)
等が姉妹提携している。 

 
(2) 概 説 
   米国オリジナル州の一つ。In the Shadows of a Megalopolis(メガロポリスの影の州)および Garden State(庭園
州)と呼ばれるごとく、ベッドタウンとしてあるいは大都市に近接する大工業コンビナート州として発展してきてお
り、また都市に、野菜や果実を供給する州として知られている。ハイテク産業のメッカで情報、交通網、芸術の中心
である。 

   ニューヨーク市に隣接する北部ニュージャージー地区には、日本企業の米国本社、流通センターが密集しており、
マンハッタンで働く日本人のベッドタウンにもなっている。 

 
(3) 歴 史 
   17世紀ごろ、英国領になり、コネチカット、ニューヨーク、ニュージャージー に分割。西部はフィラデルフィア
と結び付き、東部はNYの勢力圏となり、ピュｰリタン的色彩が強かった。独立戦争当時、重要な役割を果たす(トレン
トン、プリンストンの戦い)。19世紀中ごろまで農業州だったが、その後、商業、製造業州へと変化し発展する。 

 
(4) 地勢・面積 
  西と南はデラウエアｰ川で、北東部はハドソン川、大西洋で区切られている。面積は19,414k㎡で50州中46番目。 
  北西部は森林、渓谷、湖で北中央部は平野である。北緯41° 
 
(5) 気 候 
  温暖湿潤。年平均気温は12℃内外で年間平均降水量は1,100～1,300㎜。 
 
(6) 人 口 
  ８７９万人(2010年)。全国一の人口密度(458人／k㎡） 
 
(7) 州知事・州 
  クリス・クリスティ知事(共和党・2010年1月～) 
  21郡  州の鳥：黄金ヒワ、州の花：紫スミレ、州の木：赤ガシ 
 
(8) 主要都市 
  トレントン市(85千人  州都)、ニューアーク市(277千人)、ジャージー市 
 （248千人）、キャンデン市、ニューブランズウィック市、プリンストン郡 
 
(9) 産 業 
果樹、野菜の栽培、養鶏、乳牛飼育等近郊農業が盛ん。馬の飼育頭数多い。

製造業の生産高が高い。ハイテク産業の集積度高く、研究開発の支出多し。   
高齢化が進みつつあることから健康関連産業(病院、製薬等)が堅調に成長し
ている 
 主要作物：ブルーベリー、クランベリー、ほうれん草、ジャガイモ、ト

マト、アスパラガス、桃、こしょう。 
 主要産業：医薬品産業、化学産業、ゴム・プラスチック、計器関連、石

油･石炭関連製品、食品関連 
 
(10) 交通・運輸 
  東部流通の中枢。NJの高速道路密度は全米1位。鉄道網全米1位。 
  NJ,NY港湾群は米国最大の海運基地。 
 
(11) 対外貿易 
  化学･非電機機械、電気･電子機械、食品･石油製品など 
 
(12) 観光地 
  アトランテック･シティ(総合リゾート)、グレート･アドベンチャー(遊園
地・野生動物園)、サンディー・フック（砂浜）、ニューアー植物園、ブラン
チ・ブルック公園（毎年桜の時期に『桜祭』有り） 

 
(13) 大 学 
  プリンストン大学、ラトガース大学、ニュージャージー工科大学 
 スティーブンス工科大学、UMDNJ医歯科大学、リチャード・ストクトン大学、
ラマポ大学、ロワン大学、キーン大学、ニュージャージー大学（TCNJ）、ド
ルー大学、シートン・ホール大学、ライダー大学、モントクレア大学等（日
本研究は、プリンストン大学東アジア学部、ラトガース大学 アジア研究学
科等で行われている。） 
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3-1 ドイツ・ハールブルク郡、ヴィンゼン市の概要 
 
(1) 福井県との関わり 
   国際青年の翼（船）（’７６年（Ｓ５１）～’０３年（Ｈ１５））や国際婦人の船（’８５年（Ｓ６０）～’９
０年（Ｈ２））のハールブルク郡ヴィンゼン市への派遣やヴィンゼン市親善訪日団の受け入れを通して交流が深
められてきた。 

 
(2) 概 説 
   ハールブルク郡は、ニーダーザクセン州の中の１つの郡であり、郡内には１２の市町村がある。 
  ヴィンゼン市は、ハールブルク郡の郡庁所在地で、１１５８年にフェアデン司教区のStiftBardowick司教によ
り名付けられ、１２９３年に市となる。 

 
(3) 地勢・面積 
   ハールブルク郡  1,244.68k㎡ 
   ヴィンゼン市     109.45k㎡ 
 
(4) 気 候 
   春の天気の変化は激しい。夏は梅雨がなく、乾燥して過ごしやすい。秋の訪れは早く、朝、夕の冷え込みが激
しい。冬は、氷点下になる日がある。 

 
(5) 人 口 
   ハールブルク郡  245,999人（2010年6月30日現在） 
   ヴィンゼン市    34,117人（2010年6月30日現在） 
 
(6) 郡長・市長 
   ハールブルク郡 郡長：ヨアキム ボルト 郡筆頭顧問（2006年9月～） 
       
   ヴィンゼン市 市長：アンゲリカ ボーデ（2005年7月～） 
           
 
(7) 産 業 
   農業、木材、食料品、医薬品、機械、車両組立、板金製品 
  
 
(8) 交通・運輸 
   国道４号線沿いで、鉄道もハンブルク、ハノーファーおよび 
 エルベ地方に便利 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
11



３
－

２
　

ド
イ

ツ
・

ハ
ー

ル
ブ

ル
ク

郡
、

ヴ
ィ

ン
ゼ

ン
市

の
交

流
進

捗
状

況

年
　

度
S5

1
 ～

56
年

「
国

際
青

年
の

船
」

派
遣

S5
7年

4
親
善

訪
日

団
受

入
33

名
7
「

訪
ソ

青
年

の
船

」
派

遣
29
名

S5
8年

7
「

訪
ソ

青
年

の
船

」
派

遣
29
名

S5
9年

4
親
善

訪
日

団
受

入
29

名
7
「

訪
ソ

青
年

の
船

」
派

遣
26
名

S6
0年

8
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
2
7
名

「
国

際
婦

人
の

船
」

派
遣

1
1
名

S6
1年

3
親
善

訪
日

団
受

入
22

名
7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
2
9
名

「
国

際
婦

人
の

船
」

派
遣

1
1
名

S6
2年

7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
2
8
名

「
国

際
婦

人
の

船
」

派
遣

1
1
名

S6
3年

3
親
善

訪
日

団
受

入
25

名
7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
2
4
名

「
国

際
婦

人
の

船
」

派
遣

1
1
名

H元
年

度
7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
2
4
名

「
国

際
婦

人
の

船
」

派
遣

1
1
名

H２
年

度
7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
2
4
名

「
国

際
婦

人
の

船
」

派
遣

3
2
名

H３
年

度
7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
23
名

H４
年

度
8
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
18
名

H５
年

度
4
親
善

訪
日

団
受

入
31

名
7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
19
名

10
知
事

訪
独

H６
年

度
7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
22
名

H７
年

度
7
知
事

訪
独

7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
21
名

H８
年

度
7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
26
名

H９
年

度
4
親
善

訪
日

団
受

入
15

名
7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
23
名

9
知
事

訪
独

H1
0年

度
交

流
調

査
団

3人
派

遣
8
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
23
名

H1
1年

度
10

栗
田

知
事

が
訪

独
し

、
県

、
ハ

ー
ル

ブ
ル

ク
郡
、

ヴ
ィ

ン
ゼ

ン
市

の
3者

に
よ

る
友

好
協

定
を

締
結

7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
23
名

定
期

協
議

団
6人

派
遣

H1
2年

度
3
定
期

協
議

団
4人

受
入

7
「

国
際

青
年

の
船

」
派

遣
23
名

3
福
井
県
紹
介
ﾊ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄ
作
成

4
親
善

訪
日

団
受

入
16

名

H1
3年

度
10

定
期

協
議

団
5人

派
遣

8
「

国
際

青
年

の
翼

」
派

遣
18
名

1
交
流
パ
イ
オ
ニ
ア
事
業
で
建
築
分
野

の
専
門
職
人
を
5
名
受
入

H1
4年

度
10

親
善

訪
日

団
受

入
21

名
8
「

国
際

青
年

の
翼

」
派

遣
18
名

1

2
定
期

協
議

団
1人

受
入

2
高

等
学

校
生

徒
派

遣
･受

入
事

業
で

高
校

生
を

2名
派

遣
、

4名
受

入

H1
5年

度
8
「

国
際

青
年

の
翼

」
派

遣
18
名

（
累

計
60
2名

）

9
文

部
科

学
省

教
職

員
海

外
派

遣
団

で
教

員
19
名

、
16
日

間
派

遣

H1
6年

度
2
親
善

訪
問

団
受

入
4名

2
7

3
友
好

協
定

締
結

５
周

年
記

念
と

し
て

福
井

県
日
独

友
好

親
善

協
会

訪
問

団
（

23
名

）
訪

独

H1
7年

度
11

高
等

学
校

生
徒

派
遣

事
業

で
高

校
生

を
24
名

派
遣

福
井
県
日
独
友
好
親
善
協
会
が
ヴ
ィ
ン
ゼ
ン

庭
園
博
覧
会
に
日
本
庭
園
造
成
（
3
月
完
成
）

H1
8年

度
5
ヴ
ィ

ン
ゼ

ン
庭

園
博

覧
会

日
本

デ
ー

に
あ

わ
せ
福

井
県

日
独

友
好

親
善

協
会

訪
問

団
16

名
訪

独
5
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ロ
ー
デ
元
ヴ
ィ
ン
ゼ
ン
独
日

協
会
長
が
旭
日
双
日
章
を
受
章

10
ヴ
ィ

ン
ゼ

ン
独

日
協

会
友

好
親

善
訪

問
団

20
名
来

県
H1

9年
度

3
ヴ

ィ
ン

ゼ
ン

市
民

友
好

親
善

訪
問

団
23

名
来

県
11

高
等

学
校

生
徒

受
入

派
遣

事
業

で
高

校
生

を
24
名

受
入

H2
0年

度
10

高
等

学
校

生
徒

受
入

派
遣

事
業

で
高

校
を

24
名

派
遣

H2
1年

度
10

知
事

訪
独

4
ヴ
ィ
ン
ゼ
ン
独
日
協
会
長
来
県

10
友
好

協
定

締
結

10
周

年
記

念
と

し
て

福
井

県
日
独

友
好

親
善

協
会

訪
問

団
（

19
名

）
訪

独
H2

2年
度

10
高

等
学

校
生

徒
受

入
派

遣
事

業
で

高
校

生
を

13
名

受
入

7
ヴ
ィ
ン
ゼ
ン
市
在
住
ア
マ
チ
ュ
ア
画
家
の
作

品
を
県
立
図
書
館
に
て
展
示

友
好

使
節

団
・

協
議

団
教

育
・

人
材

養
成

県
勢
概
要
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野

の
紹
介
資
料
の
作
成
、
送
付

福
井
豪
雨
被
害
に
対
し
、
ボ
ル
ト
・
ハ
ー
ル

ブ
ル
ク
郡
筆
頭
顧
問
お
よ
び
ボ
ー
デ
・
ヴ
ィ

ン
ゼ
ン
市
助
役
よ
り
見
舞
状
が
届
く

高
等

学
校

生
徒

受
入

事
業

で
高

校
生

を
6名

受
入

交
流
パ
イ
オ
ニ
ア
事
業
で
ヴ
ィ
ン
ゼ

ン
独
日
協
会
か
ら
２
名
受
入

交
流
パ
イ
オ
ニ
ア
事
業
で
ベ
ー
カ

リ
ー
、
フ
ラ
ワ
ー
分
野
の
専
門
職
人

を
5
名
受
入

そ
の

他
備

　
　

考

 
 
12



 
 
13



 ４　福井県の環日本海交流の主な実績
（県関係）

文化芸術 H3.5 環にほん海（東海）国際芸術祭 H9.11 '97ふくい国際芸術祭開催(ハーモニーホールふくい､プラザ萬象)

交流 （民族芸能の祭典、伝統芸術の祭典、文化ﾌｫｰﾗﾑなど） 　　　日本､韓国､中国など7ヵ国が出演

H6.8 県立博物館で「環日本海の人と祭」展を開催 H15.8 韓国浦項海洋科学高等学校生徒15名が第27回全国高等学校

H6.8  '94ふくい国際芸術祭 総合文化祭総合開会式に参加

H17.10 第20回国民文化祭ふくい2005に中国、韓国が参加

青年婦人 S46～H15 国際青年の船（H13～H15「国際青年の翼」）の派遣 H4～H15 ロシア沿海地方より青年を受入れ

交流 S51～H12 国際婦人の船の派遣 H5.9 日本ロシア極東青年友好のキャラバン２４名の受入れ

S55～H15 近畿洋上大学の派遣

人的交流 H4.2・6 福井県知事らがクズネツォフ沿海地方行政庁長官と懇談 H9.8 金太智(ｷﾑ ﾃｼﾞ)駐日韓国大使が在日韓国人教育者研修大会出席

H4.9 福井県知事らがゴルデーエツ沿海地方行政庁副長官と懇談 のため福井県を訪問、知事を表敬

H4～ 中国国際交流員を受入れ H11.7 日韓文化交流基金の招きで来日した高麗大学校夏季日本語研修訪日団受入

H6～H15 ロシア国際交流員を受入れ H13～H19 海外自治体職員受入事業（自治体国際化協会）で韓国から職員を受入

H6.9 ロシア沿海地方から視察協議団受入(H8.8、H10.9、H12.9) 　(H13.6～11 大田広域市１名, H15.6～11 氷川市１名、H17.6～10順天市1名

H7.11 ロシア沿海地方へ視察協議団を派遣(H9.9、H11.9、H13.9) 　H18.6～H19.3仁川広域市1名、H19.6～11済州特別自治道1名）

H8.6 国際交流基金の招きで来日した北京大学現代日本研究コース一行を受入 H22.10 福井県知事が台湾・彰化縣長を表敬訪問

H8.11 総務庁の日本・中国青年親善交流事業で、中国青年３０名を受入

スポ－ツ交流 H4.8 環日本海交流ジャパンシーヨットレース1992を開催 H9.12 ロシア沿海地方からスポーツ視察団が来県

学術交流 H4.10・H5.11 環日本海学術交流調査団の派遣 H9.10 福井県立大学が中国吉林大学と学術交流協定

H6.10 福井県立大学が韓国麗水水産大学校（現：全南大学校）と学術交流協定 H15.10 福井県立大学、東京海洋大学、韓国江陵大学校、韓国麗水大学校（現：全南大学校）、

H6.12 福井県立大学が韓国江陵大学校と学術交流協定 中国上海水産大学、中国海洋大学の６大学が小浜市で「第８回海洋

H9.11 福井県立大学、韓国江陵大学校、韓国麗水水産大学校（現：全南大学校）、 生物資源の効率的利用と保全に関する国際シンポジウム」を開催

中国上海水産大学の４大学が小浜市で「第３回海洋生物資源の有効利用と H20.3 福井県立恐竜博物館がロシア・韓国・中国等の恐竜研究の

保護に関するシンポジウム」を開催 第一人者を招き、国際恐竜シンポジウムを開催

経済交流 H3 訪ソ経済使節団をソ連極東地域へ派遣 H14.9 ジャパンフェスティバル2002に出展(香港)

 合弁の可能性、敦賀港を中心とした貿易の促進、新たな航路開設等の要請 H14.9～11 香港のスーパーでの県産品出品

　事前調査団派遣(H3.7)、経済使節団派遣(H3.8 中止)、 H14.11 マカオ日本文化祭2002に出展

　知事を団長に改めて派遣、沿海地方と議定書を交換(H3.10) H15.3 （社）韓国優良製品振興協会が福井で物産展を開催

- 福井県対岸貿易促進協会の拡充強化 H15.11 香港で現地新聞社が福井県情報誌を発刊

  →H14.2から（社）敦賀港貿易振興会に組変え H15.12 中国華東地区ハイテクベンチャー企業交流会に

H5.8 中国東北地方産業視察調査団（35名）を黒竜江、吉林、遼寧省に派遣 福井県ブースを出展（上海）

H6.11 大連市郷鎮企業投資促進セミナー H15.10 福井県中国繊維素材展２００３に知事出席（上海）

H6.12 環日本海経済交流国際シンポジウム H16.1 韓国貿易協会がホームページで（社）敦賀港貿易振興会のホーム

H7.6 大連・上海郷鎮企業投資ミッション ページを紹介し広報宣伝協力

H7.12 中国吉林省の経済代表団が経済交流促進のため福井県を訪問 H16.2 第４回中国国際眼鏡業展覧会に副知事出席（上海）

H8.2 中国吉林省の吉林大学東北アジア研究院一行が経済交流促進のため H17～ 香港、台湾およびシンガポールにおいて福井県産農産物等の

福井県を訪問 消費宣伝を実施 （H17.7,H17.11,H18.7,H19.7,H20.7,H21.7香港、

H8.8 金都亨韓国産業研究院日本研究センター所長が日韓の H19.3,H20.3,H21.3 H21.11台北、H21.11シンガポール）

地方間経済交流調査のため福井県を訪問 H19.9 Japanフェアin広州に出展

H10.6～7 極東ロシア経済調査団（大阪商工会議所主催）に商工労働部次長が参加 H19.10 北東アジア経済フォーラム　イン北陸に参加

H11.10 福井産業フェア イン 中国浙江省に副知事出席(杭州市) H21.6 香港、上海において日本酒の試飲会、商談会を実施

H12.7 第１回北陸・韓国経済交流会議に副知事出席（富山） H22.8 香港・シティ・スーパーにおいて、福井県産農産物の消費宣伝を実施

　H13.2第2回ソウル（出納長出席）、H14.4第3回金沢（出納長出席） H22.9～ 北陸３県繊維産業クラスターによる上海マートへの常設展示場開設

　H15.5第4回大邱（出納長出席）、H16.5第5回富山（副知事出席） H22.10 台湾・裕毛屋において福井県産農産物等の消費宣伝を実施

　H17.7第6回慶州（副知事出席）、H18.10第7回福井で開催 H22.10 福井県知事らが台湾政府関係者らを訪問し意見交換

   H19.11第8回蔚山広域市（副知事出席)、H20.5第9回金沢（副知事出席） H22.11 北陸３県繊維産業クラスターの独自展示会「北陸テキスタイル展in上海」を開催

H12.10 日韓産業技術交流促進ミッション受入れ H22.11 シンガポール・伊勢丹シンガポールにおいて福井県産農産物等の消費宣伝を実施

H12.10 中国紹興市長一行が経済交流促進のため福井県を訪問 H22.11 台湾・裕毛屋において福井県産農産物等の消費宣伝を実施

H13～ 日韓フェスティバルに福井県ブース出展 H23.3 台湾・裕毛屋において福井県産農産物等の消費宣伝を実施

  (H13.2 ソウル、H13.11 釜山、H14.10 光州)

H14.5・H15.9 香港国際旅游博に福井県ブース出展

港湾機能の - 船舶の大型化、貨物のコンテナ化及び荷役の効率化に対応するため、 H17.4 福井港が間税法上の開港指定、無線検疫対象港の指定を受ける

拡充 敦賀の新港地区の整備推進 H20.3 敦賀港鞠山南多目的国際ターミナル大水深岸壁完成

H9.4 敦賀港に大型のコンテナ専用クレーンが完成 H22.10 敦賀港鞠山南多目的国際ターミナルが完成、本格供用開始

H14.1 敦賀港にCFS（ｺﾝﾃﾅ･ﾌﾚｰﾄ･ｽﾃｰｼｮﾝ）が完成
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航路の整備 敦賀港－釜山港間の定期コンテナ航路開設(H2.10～ 　     １０日に１便　釜山商船)

　　航路変更(H3.6～　       ７日に１便)

　　船主変更(H6.5～　       釜山商船→興亜海運)

　　航路増設(H7.2～H10.11　 週に２便　興亜海運)

　　航路増設(H7.8～H10.11　 週に３便　興亜海運、高麗海運)

　　航路変更(H10.11～　     週に２便　興亜海運(1便)、高麗海運(1便))

　　航路増設(H13.7～　 　   週に３便　興亜海運(2便)、高麗海運(1便))

　　寄港地拡充（H16.3～　　 興亜海運の１便が韓国の蔚山と中国の天津新港、青島の各地に寄港）

　　航路変更(H17.2～H18.7   週に２便　興亜海運)

　　航路変更(H18.8～H21.2   週に１便　興亜海運)

　　航路開設(H19.6～        週に１便　長錦商船)

　　航路変更（H21.2～H22.11 週に２便　興亜海運）

　　航路変更（H22.11～ 　　 週に１便　興亜海運）

敦賀港－釜山港間（直行）の定期RORO船航路開設(H22.7～  週に２便　サンスターライン)

敦賀港－丹東港(中国遼寧省)間の定期コンテナ航路開設(H8.12～　 月２便　丹東国際集装箱儲運有限公司）

　　(H11.10～　大連港に寄港、週１便に増便)

　　(H14.10～　青島港に寄港)

　　(H17.4～　丹東港に替わり上海港に寄港)(H17.12から休止）

敦賀港－大連・青島港間の定期コンテナ航路開設(H9.3～　大連瑞行船運企業公司)(H9.8から休止)

　　(H18.3～　安通海運国際有限公司)(H18.8から休止）

敦賀港－上海港間の定期コンテナ航路開設(H9.5～　月に３便　上海長江輪船公司)(H10.9から休止)

敦賀港－ワニノ港間の定期貨物航路開設(S51年に配船がスタートしたが途絶えていた。その後H3.1に復活したが、H3.12の旧ソ連崩壊後、不定期に入港）

北朝鮮の元山（ウォンサン）から新潟経由で敦賀港に貨客船が不定期に入る(H3.8,H3.10,H3.12,H4.2,H11.10,H11.11)

人材養成 H6.5～H8.5 県職員1名を外務省欧亜局ロシア課に派遣（ウラジオストク総領事館勤務） H5 行政（国際）職員を配置（ロシア語、ハングル、中国語）

H8.5～H10.5 県職員1名を外務省欧亜局ロシア課に派遣（ロシア大使館勤務） H6.4 敦賀署でロシア語とハングル講座を開設(１年間）

支援協力 H3.1 ソ連（沿海地方、ハバロフスク地方）へ医薬品送付 H7.5 サハリンの地震(平成7年5月28日）に対し県知事名で

H4～H8 ロシア沿海地方から企業研修生を受入 サハリン州知事あてに見舞状(30日)

H9～H11 ロシア沿海地方から国際的会計基準講座の研修生を受入れ H11.3 ロシア沿海地方政府から地方自治実務研修生１名を受入れ

H6・H7 ロシア極東地域へ日本語教材の支援 H13.10 シニア技術者２名（水産関係）をロシア沿海地方へ派遣

H6～H14 ロシア沿海地方から日本語研修生５名を受入れ H15.2 水産関係研修生２名をロシア沿海地方から受入

他県との H4.5 北陸３県の産官学による北陸環日本海経済交流促進協議会が発足 　H14.9ハバロフスク、H16.1ハルビン、H16.9ハルビン）

連携 H5.1 北陸環日本海情報通信協議会が発足 H14.11 北陸３県で中国国際旅游交易会に参加（上海）

- 日本海側の諸県との連携－日本海沿岸地帯振興連盟 H16.2 北陸３県で上海世界旅游資源博覧会に参加（上海）

- 敦賀港を窓口としての関西地域経済圏との連帯強化 H18.11 中部で中国国際旅游交易会（ＣＩＴＭ2006）に参加

H4.5 大阪商工会議所主催のロシア極東地方経済視察団に１名参加 H21.6 北陸で香港国際旅游展(ＩＴＥ2009)に参加

H12.9 大阪商工会議所主催の中国(アモイ・マカオ・香港）・ H21.6 中部で韓国国際観光展（ＫＯＴＦＡ2009）に参加

カンボジア経済視察団に１名参加 H21.6 中部で北京国際旅游博覧会（ＢＩＴＥ2009）に参加

H5.5 日本・ロシア極東交流合同協議会に２名参加 H21.10 中部で台北国際旅行博（ＩＴＦ2009）に参加

H5～ 日ロ極東知事会議に参加(H5.11富山、H6.11新潟、H8.11福井） H22.5 中部で上海世界旅游資源博覧会（ＷＴＦ2010）に参加

H6.5 第１３回日ロ知事会議に知事が出席 H22.6 北陸で香港国際旅游展(ＩＴＥ2010)に参加

H6.10 環日本海交流シンポジウムを開催  主催：福井県、日沿連 H22.6 中部で韓国国際観光展（ＫＯＴＦＡ2010）に参加

H7～  北東アジア地域自治体会議に参加(H7.9ハバロフスク、H8.9慶尚北道、 H22.8 北陸でシンガポールの旅行博（ＮＡＴＡＳ Travel2010）に参加

　H9.8慶尚北道、H10.10富山、H11.7富山、H12.9兵庫、H13.8兵庫、 H22.11 中部で台北国際旅行博（ＩＴＦ2010）に参加

その他 H4.6 福井友好交流の船の派遣（２１５人） H9.11 北方領土関係の「国際シンポジウム’９７」を国際交流会館で開催

H5.10 ロシア極東地域民間交流調査団（６名）を派遣 H15.11 ハバロフスク市で開催された「北東アジア地域国際環境シンポジウム」に参加

H9.7 富山で開催された「環日本海環境自治体サミット」に

福井県、浙江省、ロシア沿海地方など参加

県議会関係 H3.11 福井県議会日韓議員連盟訪韓団（９名）が韓国江原道などを訪問 H16.12 福井県議会小松・上海便就航に係る福井県答礼訪問団（５名）が

H8.12 福井県議会議長が韓国江原道議会議長に親書を送付 中国浙江省を訪問

　(江原道議長交代に伴いH9.1) H17.1 福井県議会中国華東地域経済市場状況行政調査団（３名）が

H9.5 福井県議会日韓議員連盟訪韓団（８名）が韓国江原道を訪問 中国江蘇省、浙江省、香港を訪問

H11.10 福井県議会議員（８名）が中国(繊維博等）を訪問 H18.10 福井県議会中国訪問団（１３名）が中国東方航空と中国浙江省を訪問

H12.10 福井県議会議員（２名）が中国香港（繊維博等）を訪問 H20.5 福井県議会浙江省友好訪問団（６名）が中国浙江省と

H13.10 福井県議会議員（７名）が中国浙江省（繊維博等）を訪問 中国東方航空を訪問

H15.10 福井県議会浙江省友好訪問団（７名）が中国浙江省を訪問

重油流出事故 H9.1 パノフ駐日ロシア大使来県、知事会見と三国町安島視察 H20.1 韓国西海岸で発生した油流出事故に関し、韓国忠清南道

関連 H9.1 ナズドラチェンコ沿海地方知事、グネズジロフ ナホトカ市長から 知事をはじめとする特別訪問団が本県を視察

知事に遺憾の意を伝える手紙が届く
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市町の交流（平成１０年以降）

福井市 H11.3 中国杭州市の農業考察団が福井市園芸センターを訪問 H19.4 水原市視察団8名が、「ふくい春まつり」について視察研修のため来福

H11.9 福井市長が中国での福井市と杭州市との姉妹友好提携１０周年記念式典に出席 H19.9 福井市職員1名を杭州市に研修派遺

H14.4 韓国水原市長一行が覚書調印のため、福井市を訪問 H19.10 杭州市職員4名が研修のため来福

H14.5 中国杭州市長一行が市長新任に伴い福井市を訪問 H19.11 2007杭州市世界余暇博覧会視察等のため、福井市職員2名を杭州市に派遣

H14.6 韓国水原市に行政訪問団を派遣 H20.3 杭州市代表団7名が環境施策視察のため来福

H14.10 韓国水原市職員が「福井マラソン」参加のため福井市を訪問 H20.4 水原市行政代表団9名が来福

H14.11 韓国水原市職員が福井市視察・職員研修のため福井市を訪問 H20.4 ふくい春まつりに水原市議会・行政職員訪問団10名が来福

H15.8 福井市収入役がﾍﾟﾄﾛﾊﾟﾌﾞﾛﾌｽｸ･ｶﾑﾁｬﾂｷｰ市での第19回日・ロ沿岸市長会議に出席 H20.10 杭州国際友好都市市長サミット参加のため副市長一行3名を派遣

H16.8 中国杭州市、韓国水原市の中学生計20名が、姉妹友好都市学生夏季交流のため来福 H21.2 杭州市代表訪問団5名来福

H16.11 福井市長が中国での福井市と杭州市との友好提携15周年記念式典に出席 H21.7 水原市ジュニア大使10名を受入れ

H16.11 韓国水原市職員が福井市視察・職員研修のため福井市を訪問 H21.8 岐阜市で研修を受け入れている杭州市職員3名が来福

H17.1 水原市市議会友好訪問団15名が防災施設の視察のため来福 H21.10 杭州市市長サミット参加のため教育長ら職員3名を派遣

H17.6 水原市行政視察団18名が、社会福祉の視察研修のため来福 H21.10 杭州市代表訪問団5名来福

H17.6・9 福井市職員4名を杭州市に研修派遺 H21.11 杭州市友好都市提携20周年記念事業出席のため市長団5名、議長団10名を派遣

H17.7 水原市行政視察団17名が、障害児教育の視察研修のため来福 H22.1 杭州市行政訪問団5名来福

H17.8 杭州市職員3名が研修のため来福 H22.3 杭州市と水原市に福井市ジュニア大使を各都市10名派遣

H17.9 水原市行政視察団22名が、防災についての視察研修のため来福 H22.4 福井市春祭り参加のため韓国水原市代表団８名を受入れ

H17.10 福井市市議会友好訪問団７名が水原市を訪問 H22.8 中国杭州市ジュニア大使１０名を受入れ

H18.8 杭州市職員4名が研修のため来福 H22.9 福井・杭州両市職員相互派遣交流事業のため中国杭州市職員２名を受入れ

H18.11 2006杭州市世界余暇博覧会視察等のため、福井市職員5名を杭州市に派遣 H22.10 韓国水原市華城祭り参加のため福井市職員３名を派遣

H18.11 福井市議会議員訪問団8名が杭州市を訪問 H22.10 中国杭州市市長サミット参加のため福井市職員３名を派遣

H18.11 福井市議会議員訪問団7名が水原市を訪問 H22.10 韓国研修生受入れ

敦賀市 H10.7 敦賀市が敦賀港開港１００周年記念事業(H11)のプレイベントとして、 H16.7 中国台州市児童親善使節団を受入

韓国･釜山を巡る船旅｢日本海クルーズ｣を実施 H16.8 ロシア･ナホトカ市児童親善使節団を受入

H11.4 中国台州市の対外友好交流団が敦賀市長を訪問 H16.8 敦賀市長韓国東海市長表敬訪問

H11.7 敦賀港開港１００周年記念事業「つるが・きらめきみなと博２１」開催 H16.9 ロシア･ナホトカ市友好親善使節団を受入

H11.7 韓国東海市の副市長ら友好使節団が敦賀市を訪問 H16.11 敦賀市訪中親善使節団を台州市へ派遣

H11.7 中国台州市長を団長とする台州市友好使節団が来県し、友好協力協議書に調印 H17.2  ｢敦賀市民の船｣派遣事業にかかる(韓国)現地視察

H11.7 台州市民間芸能団が敦賀市を訪問 H17.3 韓国東海市職員来訪受入

H11.7～8 東海市芸能団が敦賀市を訪問 H17.6 ｢敦賀市民の船｣(韓国)事前調査

H11.7 欧亜国際連絡船、敦賀ウラジオストク間を往復 H17.7 日韓友情年２００５｢敦賀市民の船｣派遣

H11.8 ナホトカ市長を団長とするナホトカ市友好使節団が敦賀市を訪問 H17.7 敦賀市訪韓児童親善使節団を派遣

H11.8 ナホトカ市芸能団が敦賀市を訪問 H17.7～8 韓国東海市児童親善使節団を受入

H12.6 ナホトカ市市制５０周年を記念し、お祝いに花火をナホトカ市で打ち上げ H17.8 敦賀市訪ロ児童親善使節団をナホトカ市へ派遣

H12.10 ナホトカ市･台州市･東海市の３か国を招請し、つるがポートフェアにて H17.8 ロシア･ナホトカ市児童親善使節団を受入

躍り等による交流 H17.8 敦賀市訪中児童親善使節団を台州市へ派遣

H13 ソウル市において敦賀～釜山間定期ｺﾝﾃﾅ航路の利用促進のためのﾎﾟｰﾄｾｰﾙｽ実施 H17.8 中国台州市児童親善使節団を受入

H15.6 敦賀市職員を韓国東海市へ派遣 H17.9 韓国東海市友好親善使節団を受入(敦賀祭り)

H15.7 敦賀市訪韓児童親善使節団を派遣 H17.10 敦賀市訪韓親善使節団を派遣(武陵祭)

H15.7～8 東海市児童親善使節団を受入 H17.10 ロシア･ナホトカ市友好親善使節団を受入

H15.7～8 東海市友好親善使節団を受入 H17.11 敦賀市訪中親善使節団を台州市へ派遣

H15.7 敦賀市訪ロ児童親善使節団をナホトカ市へ派遣 H17.12 敦賀市訪ロ親善使節団をロシア･ナホトカ市へ派遣

H15.8 ロシアナホトカ市児童親善使節団を受入 H18.7 敦賀市訪ロ児童親善使節団派遣

H15.8 敦賀市訪ロ(ナホトカ)親善使節団を派遣 H18.8 ナホトカ市児童親善使節団受入

H15.10 敦賀市訪韓親善使節団を派遣 H18.6～11 韓国東海市研修職員受入

H15.11 敦賀市訪中親善使節団を中国台州市へ派遣 H18.7～8 敦賀市訪韓児童親善使節団派遣

H16.5 中国台州市民間友好親善使節団を受入 H18.7～8 台州市児童親善使節団受入

H16.6～11 韓国東海市からの研修職員を受入 H18.8 東海市児童親善使節団受入

H16.7 敦賀市訪韓児童親善使節団を派遣 H18.8 敦賀市訪中児童親善使節団派遣

H16.7～8 韓国東海市児童親善使節団を受入 H18.9 東海市友好親善使節団受入

H16.7 敦賀市訪ロ親善使節団をロシア･ナホトカ市へ派遣 H18.11 敦賀市訪韓親善使節団派遣

H16.7 敦賀市訪ロ児童親善使節団をロシア･ナホトカ市へ派遣 H18.12 台州市友好親善使節団受入

H16.7 敦賀市訪中児童親善使節団を台州市へ派遣 H19.2 敦賀市訪中親善使節団派遣
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H19.4～10 敦賀市職員東海市派遣 H.22.5～11 東海市からの研修職員を受入

H19.7 敦賀市訪韓児童親善使節団派遣 H.22.5 中国琿春市一行が訪問

H19.7 敦賀市訪ロ児童親善使節団派遣 H.22.7 中国図們市一行が訪問

H19.7 台州市児童親善使節団受入 H.22.7 中国大連港および綏芬河市を視察

H19.8 ナホトカ市児童親善使節団受入 H.22.7 中国吉林省経済合作局処長が訪問

H19.8 東海市児童親善使節団受入 H.22.7 敦賀市訪ロ親善使節団派遣

H19.8 敦賀市訪ロ親善使節団派遣（姉妹都市２５周年記念） H.22.7 ナホトカ市児童親善使節団受入

H19.8 敦賀市訪中児童親善使節団派遣 H.22.8 敦賀市訪ロ親善使節団派遣

H19.8～9 ナホトカ市友好親善使節団受入 H.22.8 中国延辺朝鮮族自治州政府および琿春市政府が訪問

H19.10 敦賀市訪韓親善使節団派遣 H.22.8 中国長春市　北東アジア博覧会フォーラムおよび日本海横断航路作業部会へ出席

H19.10 東海市友好親善使節団受入 H.22.9 東海市友好親善使節団受入

H19.11 台州市友好親善使節団受入 H.22.9 中国牡丹江市一行が訪問

H19.11 敦賀市訪中親善使節団派遣 H.22.10 中国綏芬河市一行が訪問

H21.2 中国吉林省琿春市との交流（日本海横断航路開設に向けた H.23.1 台州市友好親善使節団受入

ワーキンググループを設置することで「共同宣言」署名） H.23.1 東海市友好親善使節団受入

H.23.2 国際航路（東海～敦賀）延長開設計画協議　東海市一行が訪問

小浜市 H10～ 日韓美術作家交流展開催 H19.10 ２００７慶州世界文化エキスポへの参加　　

H15.10 日韓友好のつどい開催 H19.11 中国西安市ヨーロッパ・アジア経済フォーラムへの参加　　

H14.10 小浜市長が日韓自治体友好交流会議に出席 H19.11 中国平湖市に市民使節団派遣　

H16.7 韓国浦項海洋科学高等学校と小浜水産高等学校が姉妹校調印 H20.6 日韓友好のつどい

H16.9 中国西安市と友好交流提携の協議書に調印 H20.8 日韓美術作家交流展

H17.3 日韓親善音楽交流参加のため、下根来小学校が韓国保寧市訪問 H20.12 小浜市日本中国友好協会　中国友好都市　陜西省西安市・浙江省平湖市を訪問

H17.6 中国西安市に市民使節団派遣 H21.8 日韓美術作家交流展開催

H18.4 中国平湖市と友好交流提携の協議書に調印 H21.11 西安市公式使節団が観光宣伝（2011年西安世界園芸博覧会ＰＲ)

H19.8 小浜市・慶州市姉妹都市提携３０周年合同コンサート「歌声の夕べ」を小浜市で開催　 H23.2 浙江省定期協議団受入

大野市 H10.2 中国遼寧省遼陽市の副市長一行が大野市を訪問

勝山市 H14.1
韓国華城市より総務社会局一行が勝山市を訪問。勝山市長を表敬訪
問、県立恐竜博物館を見学

H15.7
韓国慶尚南道固城郡より郡守一行が勝山市を訪問。勝山市長を表敬訪
問、恐竜エキスポについて意見交換

鯖江市 H10.2 北京市で開催された｢'98日中友好万里の長城駅伝大会｣に男子チームを派遣 H12.11 北京市人民対外友好協会から代表団が来鯖

H11.3   　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　女子チームを派遣 H13.2 北京市で開催された「2001万里の長城・北京国際男子駅伝大会」に

H10.4 北京市体育総会主席一行が鯖江市を訪問 男子チームを派遣

H11.7 「99ピタリこども交流サミット友好訪中団」を北京に派遣 H13.4 鯖江市から体操選手団が北京市を訪問

H12.2 「2000万里の長城・北京国際女子駅伝大会」（北京市）に男子チームを派遣 H13.7 北京市民族職業高校生が来鯖

H12.7 「2000ピタリこども交流サミット友好訪中団」を北京に派遣 H14.2 「2002万里の長城・北京国際女子駅伝大会」（北京市）に男子チームを派遣

H12.8 鯖江市・北京市友好20周年記念式典に参加訪中 H14.10 日中国交正常化30周年事業で北京市に訪中団を派遣

H12.10 上海市人民対外友好協会から代表団が来鯖

あわら市 H11.3～ 旧芦原町が日中友好親善少年視察団として中学生16人を中国紹興市に派遣 H18.12 第21次あわら市日本中国友好親善少年団16名を中国紹興市へ派遣

H16.3 日中友好親善少年使節団として中学生12名を中国紹興市に派遣 H18.12 藤野厳九郎と魯迅の惜別100年を記念した胸像交換（於：北京魯迅博物館）

H16.9 あわら市・紹興市友好都市関係の継続発展に関する議定書締結のため、 H19.3 　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　（於：あわら市）

市長を団長とする一行36名を紹興市へ派遣 H20.9 第5次あわら市友好訪中団一行29名

H16.11 第19次あわら市日本中国友好親善少年使節団を中国紹興市へ派遣 （藤野厳九郎胸像贈呈、中国語版「魯迅と藤野先生」寄贈）

H17.7 紹興市文理学院附属中学校友好訪問団受入 H20.10 浙江省各界代表団一行21名受入

H17.10 第2次あわら市友好訪中団を紹興市へ派遣 H20.11 中国教育関係者一行10名受入

H17.10 第2回日中友好自然キャンプ訪問団受入 H20.11 ＪＩＣＡ中国行政青年一行20名受入

H17.11 紹興市友好訪問団受入 H21.3 紹興市友好訪問団一行6名受入（あわら市合併5周年式典出席）

H17.12 第20次あわら市日本中国友好親善少年使節団を中国紹興市へ派遣 H21 中国名古屋総領事館一行26名受入

H18.5 紹興市ゲートボール代表団来市 H21 ＪＩＣＡ中国行政青年一行20名受入

H18.6 第8回浙江省投資貿易商談会（浙江省寧波市）への参加 H22.8 紹興市文理学院付属中学校友好訪問団一行16名受入

H18.11 第3次あわら市友好訪中団を紹興市へ派遣

坂井市 H10.8 旧春江町が中国嘉興市から日中文化スポーツ交流団として中学生10人を受入れ H22.10 中国嘉興市への坂井市訪問団派遣（行政7名、民間8名）

H16.8 旧春江町が中国嘉興市から日中文化スポーツ交流団として中学生７名役員４名計１１名招聘 H22.12 中国嘉興市からの事務協議団受入（嘉興市人民政府5名）

H22.7 中国嘉興市への先遣隊派遣
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南越前町 H11.4 旧南条町が中国杭州市に訪問団を派遣

越前町 H14.7 旧越前町長一行が韓国釜山・慶尚北道盈徳郡・慶州を視察 H14.11 蟹と水仙の文学コンクールに入賞した盈徳郡の女子高生を表彰

H14.7 旧越前町教育長一行が韓国ソウル・釜山・慶尚北道盈徳郡・慶州を視察 H15 韓国盈徳郡へ越前水仙球根6,000球を贈呈

H14.8 旧越前町の小中学生が韓国ソウル・慶尚北道盈徳郡・慶州・釜山を訪問 H15 台風災害見舞に旧越前町長一行が韓国盈徳郡を訪問

H14.10 旧越前町議会一行が韓国ソウル・釜山・慶尚北道盈徳郡・慶州を視察 H16.11 旧越前町町制５０周年記念事業に韓国盈徳郡長を団長とする使節団の受入

H14.11 韓国慶尚北道盈徳郡の郡守・議会一行が旧越前町を訪問し、姉妹関係締結 H21.9 韓国扶餘郡　こしの都百済文化交流訪問団が越前町を訪問

美浜町 H16.2 美浜町制施行５０周年記念を祝い、石門郷祝賀団が来町

高浜町 H15.11～ 韓国保寧市民と高浜町民とで福保演奏團を結成し３回訪韓、２回来日して演奏 H22.5 韓国語講座受講生　保寧市訪問

H17.10 国民文化祭の開催に合わせ韓国保寧市より副市長ら一行が表敬訪問され、 H22.5 高浜韓国文化交流センター「保寧の家」開館に併せ市職員、サムルノリ演奏団来町

国文祭ステージに特別出演 H22.7 高浜町公式訪問団　保寧訪問

H18.5 高浜町教育委員会公式訪問団が韓国保寧市を訪問 H22.8 中学生海外派遣団　保寧市ホームステイ

H18.7 高浜町長を団長とする公式訪問団が韓国保寧市を訪問 H22.8 保寧市ホームステイ訪問団受入

H19.6 韓国保寧市より住民支援局長を団長とする訪問団が来町 H22.10 保寧韓日親善交流協会　来町　はまなすマラソン参加

H19.7 副町長を団長とする訪問団が韓国保寧市を訪問 H22.11 保寧火力発電所演奏団　来町　町文化祭で演奏及び中学校吹奏楽部とジョイント

H19.10 高浜町において友好都市提携締結 H22.11 町婦人会　保寧訪問

H20.1 韓国保寧市原油流出被害への慰問 H22.11 保寧教育訪問団　来町　姉妹校視察及び教育懇談会
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５－１　県内の姉妹友好提携状況（平成２３年５月１日現在）
（１）地方公共団体 (20)  

福井県 中 国 浙江省 平成５年10月

米 国 ニュージャージー州 平成２年10月

ド イ ツ ハールブルク郡・ヴィンゼン市 平成11年10月
福井市 米 国 ニュージャージー州ニューブランズウィック市 昭和57年５月

米 国 カリフォルニア州フラトン市 平成元年11月

中 国 浙江省杭州市 平成元年11月

韓 国 京畿道水原市 平成13年12月
敦賀市 韓 国 江原道東海市 昭和56年４月

ロ シ ア ナホトカ市 昭和57年10月

中 国 浙江省台州市 平成13年11月
小浜市 韓 国 慶尚北道慶州市 昭和52年２月

中 国 陝西省西安市 平成16年９月

中 国 浙江省平湖市 平成18年４月
勝山市 米 国 コロラド州アスペン市 平成６年11月

あわら市 中 国 浙江省紹興市
（合併後､友好都市関係の継続発展に関する議定書を締結　平成16年9月）

昭和58年５月

永平寺町 中 国 江蘇省張家港市 平成９年８月
越前町 韓 国 慶尚北道盈徳郡 平成14年11月

米 国 アラバマ州モンテバロ市 平成15年８月

美浜町 台 湾 新北市石門区
平成22年12月25日から名称変更 (台北県石門郷→新北市石門区)

昭和63年８月

高浜町 韓 国 忠清南道保寧市 平成19年10月

（２）経済団体 (4)

福井商工会議所 米 国 ホノルル日本人商工会議所 昭和56年８月

韓 国 水原商工会議所 昭和58年12月

中 国 浙江省工商業連合会（業務提携） 平成13年２月
敦賀商工会議所 韓 国 東海商工会議所 平成４年７月

（３）マスコミ (4)

福井テレビ 韓 国 春川文化放送㈱ 昭和60年６月

中 国 杭州文化広播電視集団 平成３年１月
福井放送 米 国 NJNテレビ局 昭和63年８月

中 国 浙江電視台 平成３年４月

（４）県の施設 (9)

県立恐竜博物館 カ ナ ダ ロイヤルティレル古生物学博物館 平成12年11月

中 国 中国科学院・古脊椎動物古人類研究所 平成13年３月

中 国 浙江自然博物館 平成16年３月

中 国 自貢恐竜博物館 平成20年３月

ア メ リ カ カーネギー自然史博物館 平成22年３月

中 国 中国地質科学院地質研究所 平成22年７月

中 国 河南省地質博物館 平成22年９月
県立図書館 中 国 浙江図書館 平成10年12月
県立音楽堂 ア メ リ カ ニュージャージー・パフォーミング・アート・センター 平成14年９月

（５）学校関係 (100)

福井市棗小中学校 韓 国 水原市新豊小学校 昭和58年11月
福井市東郷小学校 ｵ ｰ ｽ ﾄ ﾗ ﾘ ｱ ｻｳｽｵｰｽﾄﾗﾘｱ州ｱﾃﾞﾚｰﾄﾞ市ﾄﾞｰﾊﾞｰｶﾞｰﾃﾞﾝｽﾞ校 平成７年５月
福井市旭小学校 ア メ リ カ カリフォルニア州フラトン市アカシア小学校 平成16年３月
芦原中学校 中 国 紹興文理学院附属中学校 平成３年３月
越前町内各小学校 タ イ カセサート大学附属小学校 平成３年８月
越前町内各中学校 ｵ ｰ ｽ ﾄ ﾗ ﾘ ｱ バードウッド高校 平成21年4月
高浜町立高浜小学校 韓 国 忠清南道鳴川小学校 平成21年8月
武生東高校 ﾆ ｭ ｰ ｼ ﾞ ｰ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ リッカートン高校 平成５年９月
足羽高校 中 国 北京外国語大学 平成元年11月

米 国 ガバナーズ高校 平成８年３月

ｵ ｰ ｽ ﾄ ﾗ ﾘ ｱ マリスト高校 平成８年７月
藤島高校・高志高校 米 国 ニュージャージー州ニュープロビデンス高校 平成６年10月
丸岡高校 米 国 ニュージャージー州スポッツウッズ高校 平成10年12月
福井農林高校 ｲ ﾝ ﾄ ﾞ ﾈ ｼ ｱ タンジュンサリ国立農業高校 平成13年１月
小浜水産高校 韓 国 浦項水産高校 平成16年７月
科学技術高校 中 国 紹興市職教中心 平成12年７月
金津高校 中 国 紹興市紹興県魯迅（高級）中学校 平成20年９月
北陸高校 中 国 杭州高級中学 平成７年10月
福井南高等学校 中 国 杭州八一中学校 平成２年６月

中 国 杭州市服装職業中学 平成２年６月
福井工業大学付属福井中学校・高校 ｵ ｰ ｽ ﾄ ﾗ ﾘ ｱ セイクリッド・ハートカレッジ 平成17年４月

ｵ ｰ ｽ ﾄ ﾗ ﾘ ｱ マーターダイカレッジ 平成20年4月
福井大学 米 国 ラトガース大学 昭和56年10月

米 国 クレムソン大学 平成15年２月

米 国 テキサス大学　M.D.Andersonがんセンター 平成16年８月

米 国 フィンドレー大学 平成18年５月

中 国 西安外国語大学 昭和60年９月

中 国 西安理工大学 昭和60年９月

中 国 浙江大学 平成３年９月

中 国 北京信息科技大学 平成12年８月
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（福井大学つづき） 中 国 浙江理工大学 平成12年12月

中 国 南昌航空工業学院 平成13年５月

中 国 江南大学 平成14年８月

中 国 北京化工大学 平成14年11月

中 国 蘇州大学 平成14年11月

中 国 東華大学 平成16年５月

中 国 瀋陽師範大学 平成17年７月

中 国 天津科技大学 平成17年12月

中 国 武漢科技大学 平成19年１月

台 湾 國立雲林科技大學 平成14年４月

韓 国 東義大学校 平成15年３月

ロ シ ア ロシア科学アカデミー応用物理学研究所 平成11年８月

ｲ ﾝ ﾄ ﾞ ﾈ ｼ ｱ インドネシア大学 平成14年９月

ｲ ﾝ ﾄ ﾞ ﾈ ｼ ｱ シャクアラ大学 平成17年８月

フ ラ ン ス リヨン繊維・化学技術院 平成14年10月

フ ラ ン ス メーン大学 平成15年５月

フ ラ ン ス ジョゼフフーリエ大学 平成19年10月
ｱﾗﾌﾞ首長国連

邦
イティハッド大学 平成16年９月

ﾊ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ ﾗ ﾃ ﾞ ｼ ｭ イーストウエスト大学 平成18年１月

イ ン ド インド工科大学カラプール校 平成18年８月

   （工学部） ｵ ｰ ｽ ﾄ ﾗ ﾘ ｱ シドニー大学 School of Physics 平成６年２月

韓 国 延世大学工科大学 平成12年３月

韓 国 東亜大学校工科大学 平成12年５月

韓 国 釜慶大学校工科大学 平成13年３月

韓 国 嶺南大学校工科大学 平成13年６月

ﾊ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ ﾗ ﾃ ﾞ ｼ ｭ クルナ科学技術大学 平成12年７月

タ イ キングモンクト工科大学 平成12年８月

ロ シ ア ロシア科学アカデミーシベリア地区物理学研究所 平成17年１月

中 国 天津工業大学 平成12年12月

中 国 内蒙古工業大学 平成13年３月

中 国 東南大学動力工程系 平成14年12月

中 国 中国科学院南京土壌研究所 平成16年７月

中 国 上海理工大学動力工程学院 平成17年１月

ポ ー ラ ン ド ワルシャワ工科大学化学プロセス工学部 平成13年３月

イ ン ド アンナマライ大学工学部 平成13年３月

モ ン ゴ ル モンゴル科学技術大学 平成13年８月

　（大学院工学研究科） 中 国 蘭州交通大学機械電子工学院 平成19年12月

中 国 華東理工大学機械・動力工学院 平成20年2月

台 湾 國立臺灣科技大学工程学院 平成20年2月

台 湾 國立清華大学工学院 平成22年1月

韓 国 成均館大学校工科大學 平成20年8月

  （教育地域科学部） ド イ ツ ハンブルク大学人文科学部アジア・アフリカ研究所 平成12年４月

韓 国 釜山大学校師範大学 平成14年11月

中 国 上海師範大学 平成17年７月

  （遠赤外領域開発研究センター） ｵ ｰ ｽ ﾄ ﾗ ﾘ ｱ シドニー大学 School of Physics 平成11年６月

ロ シ ア D.Y.Efremov電気物理研究所精密理工学センター 平成12年12月

中 国 中国電子科技大学プラズマ研究所 平成13年12月

ド イ ツ ｶｰﾙｽﾙｰｴ研究ｾﾝﾀｰﾊﾟﾙｽ出力･ﾏｲｸﾛ波研究所 平成13年３月

ド イ ツ シュトゥットガルト大学プラズマ研究所 平成14年３月

ブ ル ガ リ ア ブルガリア科学アカデミー電子工学研究所 平成14年３月

ｲ ﾝ ﾄ ﾞ ﾈ ｼ ｱ ハルオレオ大学 数理・自然科学部 平成21年10月

韓 国 ソウル国立大学テラヘルツバイオ応用システムセンター 平成23年3月

フ ィ リ ピ ン フィリピン大学物理学研究所 平成23年4月

　（医学部） カ ナ ダ オタワ大学医学部 平成12年3月

ウ ガ ン ダ マケレレ大学医学部 平成18年４月

  （高エネルギー医学研究センター） 米 国 ワシントン大学医学部ﾏﾘﾝｸﾛｯﾄ放射線医学研究所 平成11年６月

福井県立大学 中 国 浙江財経学院 平成６年６月

中 国 吉林大学 平成９年10月

韓 国 国立全南大学校 平成６年10月

韓 国 国立江陵原州大学校 平成６年12月

モ ン ゴ ル モンゴル国立農業大学 平成16年３月

台 湾 国立高雄第一科技大学 平成22年11月

台 湾 国立宜蘭大学 平成22年11月

福井工業大学 韓 国 関東大学 昭和58年２月

中 国 中南大学 昭和60年６月

中 国 北京理工大学 平成３年９月

仁愛大学 米 国 カリフォルニア州立大学フラトン校 平成17年11月

仁愛女子短期大学 米 国 カリフォルニア州立 グロスモントカレッジ 平成２年10月

福井工業高等専門学校 ｵ ｰ ｽ ﾄ ﾗ ﾘ ｱ ビクトリア州立バララット大学 平成18年４月

天谷調理製菓専門学校 イ タ リ ア エ・マッジャ国際ホテル学校 昭和56年10月
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5-2 都道府県の姉妹友好提携状況（国別）
(平成23年3月31日現在)

　

中
国

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ブ
ラ
ジ
ル

ロ
シ
ア

韓
国

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

フ
ラ
ン
ス

イ
タ
リ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ド
イ
ツ

ス
ペ
イ
ン

メ
キ
シ
コ

パ
ラ
オ
共
和
国

イ
ン
ド

カ
ナ
ダ

フ
ィ

リ
ピ
ン

エ
ジ
プ
ト

ボ
リ
ビ
ア

タ
イ

イ
ギ
リ
ス

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

ベ
ト
ナ
ム

合

計

北海道 61  H2 H10 H22 55 5
青森県 H6 55 H4 H14 4
岩手県  
宮城県 62 H9 H13 3
秋田県 57 H22 2
山形県 H5 61 H6 3
福島県  
茨城県 61 61 2
栃木県 H5 H11 H1 3
群馬県 55 1
埼玉県 57 H2 59 H11 54 5
千葉県 H2 54 2
東京都 54 35 H2 H3 63 59 57 H8 H1 H6 H2 11

神奈川県 58 56 H2 H1 4
新潟県 58 1
富山県 59 H3 60 H4 4
石川県  
福井県 H5 H2 H11 3
山梨県 60 35 48 H4 H12 5
長野県 58 40 2
岐阜県 63 1
静岡県 57 1
愛知県 55 55 2
三重県 61 48 H4 H8 4
滋賀県 58 43 55 3
京都府 58 60 H6 60 H9 5
大阪府 55 H6 H4 63 62 H14 59 H14 H19 9
兵庫県 58,H2 38 45 44 56 58 7
奈良県  

和歌山県 59 H7 H5 H10 H8 5
鳥取県 61 H22 H6 3
島根県 H5 H1 2
岡山県 H4 H21 H5 H18(2) 5
広島県 59 H9 2
山口県 57 62 H15 3
徳島県 59 H19 2
香川県 H6 1
愛媛県 H15 1
高知県 H6 50 2
福岡県 H4 56 H19 H18 H20 5
佐賀県  
長崎県 57 1
熊本県 57 57 58 3
大分県  
宮崎県  

鹿児島県 41 1
沖縄県 H9 60 61 H4 4
合計 34 24 11 9 9 6 6 5 4 5 3 2 2 3 1 1 1 1 1 1 1 2 132

国

県

（財）自治体国際化協会調べ

姉妹友好提携実施都道府県：４０都道府県
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５－３　平成２２年度外国人来県表敬訪問状況

年月日 訪問者（団体） 氏名等 主な来福目的 応対者

H22.4.26 インドネシア農業研修生
スルヤナ・ナナ氏ほか
４名

農業研修 農林水産部長

H22.4.27
駐日インドネシア共和国大
使

ユスフ・アンワル大使
「ＡＰＥＣ参加国大使によるリレー
講演会」における福井農林高校での
講演

知事

H22.5.22 独ザクセン・アンハルト州
ミヒャエル・ドルフェル
州農業環境省局長ほか１
名

ふくい環境フェアにおける講演
本県との環境分野における交流

知事

H22.5.24 中国吉林省琿春市 姜虎権市長ほか３名
日本海横断航路開設に向けた支援要
請

副知事

H22.5.25 駐日カナダ大使
ジョナサン・フリード大
使

「ＡＰＥＣ参加国大使によるリレー
講演会」における勝山高校での講演

知事

H22.6.9
ロシア沿海州労組訪日代表
団

カリーニナ・リュドミ
ラ・アレクサンドロヴナ
氏　ほか４名

連合福井との相互交流
産業労働部企画

幹

H22.6.18 駐日ペルー共和国大使
ファン・カルロス・カプ
ニャイ大使

ＡＰＥＣエネルギー大臣会合への出
席

知事

H22.6.18 在大阪インドネシア総領事 イブヌ・ハディ総領事
ＡＰＥＣエネルギー大臣会合への出
席

知事

H22.6.29
JICA地域別研修「中東CBR
事業促進」研修員

モルシ・イブラヒム・ア
ブドゥルマブドゥ氏ほか
５名

県内福祉施設等の視察 健康福祉部長

H22.7.5 （株）サンスターライン 金泫譲会長ほか３名
敦賀港への国際RORO船就航計画の報
告

知事

H22.7.8 中国地質科学院地質研究所 季強教授 恐竜博物館との姉妹提携調印 知事

H22.7.9 駐日米国大使 ジョン・ルース大使夫妻 小浜市への訪問 知事

H22.7.12
タイ王国知事・副知事研修
団

ピーサラック・ヒンムア
ンカオ　ブリーラム県知
事ほか１０名

研修 知事

H22.7.22 日台企業連携訪問団 蔡清彦団長ほか１名 日台企業連携セミナーの開催 知事

H22.7.25 独スポーツユーゲント
クリスティーナ・ゼーツ
団長ほか１１名

スポーツ尐年団との交流 教育長

H22.8.18 韓国観光公社 金世滿名古屋支社長 「Korea Week in 福井」のPR 知事

H22.8.27
在名古屋ペルー共和国総領
事

ルイス・メンディビル・
カナレス大使

あいさつ 知事

H22.9.6 JICA中国行政青年研修団 日本の地方行政に関する研修 副知事

H22.9.10
ベトナム社会主義共和国
南ベトナム農業科学研究所

グエン・ゴック・クア
ン・タム氏

若狭湾エネルギー研究センターにお
ける放射線の農業利用（品種改良）
研究

副知事

H22.9.10 中国高校生訪日団 任兵団長ほか４名 青尐年交流 教育長

H22.10.10 韓国女優　巌侑信氏
「KOREA 江原 WEEK ２０１０」への
出席

知事
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年月日 訪問者（団体） 氏名等 主な来福目的 応対者

H22.10.25 ドイツ高校生訪日団
アンドレア・レンツ団長
ほか４名

高校生ドイツ交流事業 教育長

H22.11.5 中国人民対外友好協会 李建平副会長ほか１１名 あいさつ 知事

H22.11.10 JICAベトナム青年研修団 研修 副知事

H22.11.15
2010日独青尐年指導者セミ
ナー　ドイツ団

カルステン・ポルテ団長
ほか５名

青尐年指導者の相互交流 教育長

H22.12.13 駐日米国大使館首席公使
ジェームス・ズムワルト
首席公使ほか２名

（財）ＡＦＳ日本協会福井支部設立
２５周年記念講演

副知事

H22.12.13 東ティモール国別研修生
クリストヴァオ・オラ
ヴォ氏ほか４名

地域警察に係る研修
警察本部

生活安全部長

H22.12.20 駐名古屋韓国総領事 李均東総領事ほか２名 あいさつ 知事

H23.1.5 ハーバード大学教授
アンドリュー・ゴードン
氏

県立大学における特別講義 知事

H23.1.20 韓国東海市 呉鍾植副市長ほか９名
DBSクルーズフェリー航路の敦賀延伸
による交流拡大についての協力要請

副知事

H23.1.28 駐日ペルー共和国大使
ファン・カルロス・カプ
ニャイ大使

「ペルーふれあいフェスタ」および
「福井県ペルー友好協会」設立総会
への出席

知事

H23.2.24 浙江省定期協議団
阮忠訓浙江省外事弁公室
主任ほか７名

本県と浙江省との交流・協力事業に
ついての意見交換

知事

H23.3.25 インドネシア農業研修生
スルヤナ・ナナ氏ほか
４名

研修修了報告 農林水産部長

 
 
23



6 国際交流員および外国語指導助手
（ＪＥＴプログラム）

《県内配置状況》                                       
          受入機関

 県 2
英語圏   1
中国 1

 市町村 2
勝山市 英語圏   1

越前町 英語圏   1
      計  4
 県教育委員会  82
 市町村  6

福井市 1
英  語 大野市  1

越前市  2
おおい町  2

中国語  県教育委員会  1
              計  89

《招致数の推移》

全国 福井県 全国 福井県 全国 福井県

S62年度 813 36 813 36

S63年度 1,384 44 1,384 44

H元年度 1,894 49 1,894 49

H2年度 138 1 2,146 52 2,284 53

H3年度 175 3 2,699 62 2,874 65

H4年度 217 5 3,108 68 3,325 73

H5年度 277 7 3,508 76 3,785 83

H6年度 320 8 3,865 77 4,185 85

H7年度 382 9 4,243 83 4,625 92

H8年度 458 9 4,574 88 5,032 97

H9年度 520 9 4,831 94 5,351 103

H10年度 545 9 5,095 95 5,640 104

H11年度 552 9 5,251 94 5,803 103

H12年度 611 9 5,467 94 6,078 103

H13年度 576 8 5,583 94 6,159 102

H14年度 568 9 5,666 94 6,234 103

H15年度 548 8 5,649 95 6,197 103

H16年度 512 6 5,567 99 6,079 105

H17年度 470 6 5,362 98 5,832 104

H18年度 431 4 5,057 98 5,488 102

H19年度 399 4 4,707 98 5,106 102

H20年度 384 4 4,288 94 4,672 98
H21年度 366 4 4,063 90 4,429 94
H22年度 354 4 3,974 89 4,328 93

外国語指導助手 合計

H２２年度

（国際・ﾏｰｹｯﾄ
戦略課）

外
国
語
指
導
助
手

年度

合計 93

国際交流員

国際交流員

ＪＥＴプログラムは、外国語教育の充実を図るととも

に、地域レベルでの国際交流を推進することを目的とし、

地方公共団体（都道府県、政令指定都市および市町村）

等が外国青年を招致する事業である。外国青年は、日本

全国の学校等で外国語を教えたり、各自治体における国

際交流活動に携わることにより、地域の住民の国際化の

促進に資する。福井県の事業開始年度は国際交流員は平

成２年度から、外国語指導助手は昭和６２年度から。

(1)国際交流員

（CIR：Coordinator for International Relations）

地方公共団体の国際交流担当事務の補助および地域住

民等との交流活動を行う。

(2)外国語指導助手

（ALT：Assistant Language Teacher）

学校、教育委員会等で日本人の英語・中国語担当教員
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7 福井県友好大使

これまでの委嘱者累計（平成３年度～）
   国・地域名 男 女 計    国・地域名 男 女 計
 中国 4 8 12  留学生 16  中華人民共和国 27 35 62
 インドネシア 1 1  国際交流員  8  インドネシア 15 1 16
 マレーシア 3 1 4  民間研修生  1  マレーシア 16 2 18
 オーストラリア 1 1  外国語指導助手  6  オーストラリア 5 6 11
 大韓民国 2 2  公務員研修員  2  大韓民国 5 3 8
 フィリピン 2 2  台湾 2 3 5
 ミャンマ－ 2 2  バングラデシュ 6 6
 シンガポール 1 1  ニュージーランド 2 4 6
 バングラデシュ 2 2 　　地域計 33  フィリピン 4 1 5
 シリア 1 1  タイ 1 1 2
 ヨルダン 1 1  シンガポール 1 1
 ラオス 1 1  モンゴル 1 1 2
 パレスチナ 1 1  ミャンマ－ 1 4 5
 ニュージーランド 1 1 2  パキスタン 2 2
 南アフリカ共和国 3 3  外国語指導助手  3  ベトナム 1 1 2

 カンボジア 1 1
　　地域計 3  ラオス 1 1

 英国 1 1  外国語指導助手  2  シリア 2 2
 ドイツ 1 2 3  留学生  4  ヨルダン 1 1
 フィンランド 1 1  イエメン 1 1
 ポーランド 1 1 地域計 6  イラン 1 1
 アメリカ合衆国 4 7 11  外国語指導助手  8  パレスチナ 1 1 159
 キューバ 1 1  国際交流員  2  南アフリカ 3 1 4

 留学生  2  エジプト 1 1
　　地域計 12  モロッコ 1 1

 ブラジル 1 1  留学生  3  ザンビア 1 1 7
 メキシコ 1 1  英国 15 9 24
 ペルー 1 1     地域計 3  ドイツ 2 7 9

合
計  24か国 33 24 57  ロシア 3 4 7

 フランス 4 4
 オランダ 1 1 2
 イタリア 4 4
 フィンランド 1 2 3
 アイルランド 2 2
 スエーデン 1 1
 デンマーク 1 1
 ベルギー 1 1
 ルーマニア 1 1
 ベラルーシ 1 1
 ポーランド 1 1 2 62
 アメリカ合衆国 33 29 62
 カナダ 10 9 19
 キューバ 1 1 82
 ブラジル 4 7 11
 アルゼンチン 4 4
 メキシコ 3 3
 コスタリカ 1 1
 ベネズエラ 1 1

 ペルー 2 2 22
合
計  49か国 182 150 332 332

現在の友好大使（平成年１８年７月～平成２３年３月）

中
南
米

ア
フ
リ
カ

欧
州
・
ロ
シ
ア

福井県での職業等

欧
州
・
ロ
シ
ア

北
米

中
南
米

北
米

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

ア
フ
リ
カ

本県の情報を世界に発信するとともに、海外の情報を積極的に収集するため、国際交流員、外国語指導助手、留本県の情報を世界に発信するとともに、海外の情報を積極的に収集するため、国際交流員、外国語指導

本県の情報を世界に発信するとともに、海外の情報を積極的に収集するため、国際交流員、外国語指導

助手、留学生または研修生として本県に滞在している外国人を離県時に友好大使として委嘱している。友

好大使に、海外における本県のＰＲ、海外情報の本県への紹介、友好大使在住地域と本県との交流の仲介

などの海外と本県のかけ橋となる役割を果たしていただくことにより、本県を中心としたネットワ－クを

つくることを目的としている。
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Ⅱ 国際協力 

 

 

 

 

 

 

 



（様式７）1 技術研修員等の受入

(１)海外技術研修員

分類

年度

ブ

ラ

ジ

ル

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

中

国

バ

ン

グ
ラ

デ

シ
ュ
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ホ
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タ

ン

ザ

ニ

ア

エ

チ

オ

ピ

ア

繊

維

･

服

飾

デ

ザ

イ

ン

眼

鏡

電

気

・

機

械

自

動

車

整

備

I
T

医

療

歯

科

医

療

看

護

畜

産

農

業

窯

業

管

理

・

経

営

建

築

・

土

木

教

育

学

料

理

・

栄

養

貿

易

金

融

マ

ス

コ

ミ

美

容

環

境

・

衛

生

印
　
刷
　
業

販
　
売
　
業

旅

行

業

ホ

テ

ル

業

S55 6 1 3 2 1 1 7
S56 7 2 1 1 2 1 7
S57 5 1 1 2 1 1 1 1 1 7
S58 4 1 1 1 1 1 2 1 1 1 7
S59 5 2 1 1 1 5
S60 5 1 1 2 1 1 1 1 1 7
S61 5 1 1 1 1 2 1 1 1 7
S62 6 1 2 1 1 1 1 1 7
S63 5 1 2 2 2 1 1 2 8
H元 6 1 2 1 1 2 1 2 1 1 9
H2 6 1 3 1 1 2 1 1 1 2 1 10
H3 7 1 2 2 2 1 2 1 1 1 10
H4 9 1 3 1 1 2 1 1 1 10
H5 9 1 1 2 1 2 1 1 1 1 10
H6 9 1 1 2 1 1 2 1 1 1 10
H7 8 1 2 1 1 1 1 1 1 1 9
H8 9 1 1 1 2 1 3 1 1 10
H9 9 1 2 3 2 1 1 1 10
H10 8 1 4 2 1 1 1 9
H11 7 1 1 2 1 1 1 2 8
H12 7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 8
H13 6 1 2 1 1 1 1 1 7
H14 7 1 2 2 1 1 1 1 8
H15 7 1 2 1 1 1 2 1 8
H16 3      2 1  3
H17 2 1 1     1 1  3
H18 3 1 1 1 1 1 4
H19 3 1 1 1 1 1 4
H20 2 1 1 1 1 3
H21 2 1 1 1 1 3
H22 2 1 1 1 1 3
計 179 27 9 2 1 1 1 1 22 2 6 8 3 29 14 13 6 6 20 2 10 24 8 11 6 1 3 9 2 2 6 3 5

(２)浙江省技術研修員

繊
維
・
服
飾

電
気
･
機
械

自
動
車
整
備

I
T

医

療

看

護

畜

産

農

業

林

業

水

産

業

建

築

・

土

木

環

境

･

衛

生

文

化

行

政

貿

易

マ

ス

コ

ミ

販

売

業

旅

行

業

ホ

テ

ル

業

飲

食

業

5 5
5 1 1 1 1 1
4 1 1 1 2 1
2 1 2 1 2

3 1 2 2 1 4
4 1 2 1 1

1 3 2 1 1 1 1
1 2 1 1 1 3 1

1 2 1 1 1 3 1
2 1 2 1 1 1 2
0 3 1 1 1 1 1 2

1 1 1 1 1 1 1 2 1
2 2 2 2 1

1 1 1 2
　 　 　 2 2
　 　 　 1 2 2

2 3
1 1 2

1 2 1
1 1 1

14 21 5 4 5 4 7 21 5 5 15 6 2 3 24 1 2 14 1

5
4

9

合
　
　
計

221

10

5

10

10H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10

合
　
　
計

年度

10

10

10

9

159

10

10
10
8

13

国          別

H13
H14
H15

H11
H12

分類 研修分野別

研修分野別

H16

H18
H17

5
H20 4
H21 4

H19

計
3H22

国の国際協力推進政策に基づき、本県においても、昭和５５年から開発途上国等の国民の中から技術研修員を受け

入れ、その国の経済開発に必要な技術を習得させるとともに、県民との交流を通して国際的友好関係の増進に寄与す

る人材を養成してきた。平成２２年度までの実績は８か国から２２１名である。

県と友好提携協定を締結している

中国浙江省の産業経済の発展に寄与

し、県民との幅広い交流を通じて両

県省の相互理解を促進することを目

的として、平成３年度から技術研修

員を受け入れている。平成２２年度

までの実績は１５９名である。
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（様式７）(３)外国農業実習生

S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 元 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

5 4 4 4 4 5 2 2 2 4 9 9 9 9 9 9 9 9 8 7 7 7 6 5 6 5 5

1

1

5 5 5 5

2 1

2 1 5 4 4 4 4 7 7 7 7 9 9 9 9 9 9 9 9 9 8 7 7 7 6 5 6 5 5

(４)浙江省高度医療技術研修員

　平成７年度から９年度まで毎年２名ずつ浙江省の医療関係者を県立病院で受入れ。

(５)浙江省留学生

　平成５年度から平成１６年度まで福井県立大学で浙江省留学生を受入れ。

(６)県費留学生

S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 元 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1

1

(７)ロシア沿海地方研修生

(８)ロシア沿海地方日本語研修生

(９)海外自治体協力交流研修員

189

合計

164

1

1

20

3

13 10

2

平成１０年度

435

平成１１年度

5 4
平成14年度

平成18年度

合計

13

1

1

1（商工労働）

平成17年度

1（農業）

H16

2

5

57
合計

2

1（一般行政） 1（一般行政）

23

中国

ベトナム

マレーシア

ミャンマー

大韓民国

インドネシア

平成４年度 平成６年度 平成７年度

5
平成6年度

5
平成7年度

4 4 4

5
平成8年度

ボリビア

アルゼンチン

H5 H6

ブラジル

1 2

H7 H8 H9 H10 合　　計H11

5

2 2 2 2

平成11年度

20
平成９年度

1（保健衛生）

平成12年度平成11年度平成10年度 平成16年度平成8年度
1（都市計画）

平成9年度
1（工業技術）

1（都市計画）

1（工業技術）

平成14年度 平成19年度

2

1（窯業技術）1（工業技術）

H15H14H13

平成13年度

2

平成８年度

4
平成9年度 平成10年度

H12

　昭和５１年から平成１７年度まで、本国、本県の文化、産業、教育、社会の実態を就学する機会を持たせるた
め、ブラジル等に移住した福井県出身の移住者の子弟を留学生として受入れ。１年間。

2

2

オランダ

1（一般行政） 1（一般行政）1（一般行政）

平成12年度 平成13年度

平成15年度

合計

合計

インドネシア

西ドイツ

タイ

スイス

平成６年度から平成１４年度まで、ロシア沿海地方から日本語研修生を受け入れ、県と沿海地方の経済交流および

友好関係の促進を図った。

平成８年度から平成１９年度まで、県の持つノウハウ技術等を取得させることにより「ひとづくり」の面での国際協

力を推進するとともに、研修員が県の国際化施策事業等に協力することで地域の国際化を推進することを目的として、

海外自治体の職員を受け入れた。

平成４年度から平成１１年度まで、ロシア沿海地方から研修生を受け入れ、県と沿海地方の経済交流および友好関係

の促進および人材ネットワーク作りを図った。平成4年度は1年間、6年度から8年度までは6ヶ月間、9～11年度は17～20

日間（簿記会計講座、県内企業視察）の受入れ。

開発途上国等の農業振興と相互理解を進めるため、昭和57年度からアセアン諸国等の農業実習生を受け入れている。

（社）福井県国際農業者交流協会が受入主体となり、県は、農業試験場など農業関係試験研修機関において研修受入し、

先進技術の概要説明、作業体験等を行っている。平成22年度までの実績は189名である。
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≪福井県　JICAボランティア　国別派遣実績≫   (網掛け：平成２３年３月末現在派遣中の国) 単位：人

派遣隊次年度  S60

区分 地域 国   名 S40～  ～元  Ｈ２  Ｈ３  Ｈ４  Ｈ５  Ｈ６  Ｈ７  Ｈ８  Ｈ９  Ｈ10  Ｈ11  Ｈ12  Ｈ13  Ｈ14  Ｈ15  Ｈ16  Ｈ17  Ｈ18  Ｈ19  Ｈ20  Ｈ21  Ｈ22 計

  バングラデシュ 3 2 1 1 1 2 1 1 12
  ブータン 1 2 3
  中 国    1 1 1 1 4
  インド 2 2
  インドネシア   1 1 1 3 1 1 1 9
  ラオス 1 1 1 1 4
  マレーシア 3 1 4
  ネパール 3 2 1 1 1 1 1 10
  フィリピン 5 1 1 1 1 9
  スリランカ 1 1 1 1 4
  タイ           1 1 1 3
　カンボジア 1 1 2
　キルギス 1 1 2
　ベトナム 1 1
　モルディブ 1 1

小      計 18 5 2  3 2 5 1 6 2 1 4 2 1 2 3 1 3  2 1 3 3 70
  ヨルダン 1 1
  モロッコ 3 1 2 1 1 8
  シリア 1 1 1 3
  エジプト 1 1 2

小      計 3  1   3  1 1  1    1  1  1  1   14
  ガーナ 2 1 1 1 1 1 1 8
  ケニア 4 2 1 1 1 9
  リベリア 1 1
  マラウｲ 7 1 1 1 10
  ニジェール           1 1 1 1 1 1 6
  ルワンダ           1 1 2
  セネガル 1 1 1 1 4
  タンザニア 1 1 1 1 1 1 2 2 1 11
  ザンビア 3 1 1 1 1 1 1 9
  ジンバブエ 2 1 1 4
　ボツワナ 1 1 2
　ベナン 1 1 2
　エチオピア 1 1 2
　マダガスカル 1 1
　モザンビーク 1 1
　ナミビア 1 1
　ブルキナファソ 1 1
　カメルーン 1 1

小      計 18 5 2 3 4 1 1 3 2 3   5 4 1 1 2 2 3 2 5 5 3 75
  コロンビア           2 2
  コスタリカ 1 1
  エクアドル  2 1 1 1 5
  エルサルバドル 1  1 1 3
  グアテマラ           1 1 1 3
  ホンジュラス 2 2 2 1 1 1 9
  ジャマイカ    1 1 1 3
  ニカラグア                        1 2 1 1 1 1 1 1 9
  パラグアイ 2 3 2 2 1 10
  ペルー           1 1
  セントルシア                                                     1 1
　ボリビア 2 1 3
　ドミニカ共和国 1 1 2
　ドミニカ国 1 1
　ベネズエラ 1 1
　ベリーズ 1 1
　パラグアイ 1 1

小      計 5 10  4   3 2 2 3 4 1 2 2 1 1 2 2 4 2 2 3 1 56
  フィジー    1 1 2
  パプアニューギニア 1 1 2
  トンガ 1 1 1 1 1 5
  ソロモン諸島     1  1
  バヌアツ 1 1 1 3
　ミクロネシア 1 1 2
　パラオ 2 1 1 1 5
　サモア 1 1

小      計 1 1 1     2  2 1   1 1   4 1 1 1 3 1 21
  ルーマニア 1  1
　ブルガリア 1 1

小      計           1 1  2
協力隊合計 45 21 6 7 7 6 9 9 11 10 8 6 9 8 6 5 6 11 9 7 10 14 8 238

（女性隊員内数） (9) (4) (1) (1) (4) (1) (5) (4) (5) (2) (4) (5) (6) (4) (5) (4) (1) (9) (5) (5) (5) (8) (5) (102)
（派遣中隊員内数） (12) (8) (20)

　ブラジル 1 1 1 1 4
 （女性内数） (1) (1) (1) (1) (4)
　インドネシア 2 2
　ラオス 1 1
　ブータン 1 1
  ヨルダン 1 1
　チュニジア 1 1

中南米   アルゼンチン 1 1
オセアニア 　フィジー 1 1 2

1 3 2 1 1 1 9
　（女性内数） (1) (1) (2)
　（派遣中内数） (1) (1) (2)
　アルゼンチン 1 1
 （女性内数） (0)

全体合計 45 21 6 7 7 6 9 9 12 10 8 7 12 8 6 8 6 13 9 7 11 15 10 252
（女性内数） (9) (4) (1) (1) (4) (1) (5) (4) (6) (2) (4) (6) (7) (4) (5) (5) (1) (10) (5) (5) (5) (8) (6) (108)
（派遣中内数） (13) (10) (23)

２　JICAボランティア

　JICAボランティアとは、開発途上国の国づくりや日系人社会の発展に寄与するため派遣されるボランティアのことで、独立行政法人国際協
力機構（JICA）が、政府機関、地方自治体、民間、NGO等の協力を得て事業を展開している。20才から39才までの青年を対象とした青年海外
協力隊・日系社会青年ボランティアと、40才から69才までの方を対象にしたシニア海外ボランティア・日系社会シニアボランティアがある。

欧
州

ア
　
ジ
　
ア

中

近

東

中
　
南
　
米

オ
セ
ア
ニ
ア

ア
　
フ
　
リ
　
カ

青

年

海

外

協

力

隊

全
体

シニア合計

日系
青年

中近東
シ
ニ
ア

中南米

日系
シニア

中南米

アジア
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≪青年海外協力隊≫ 
 

青年海外協力隊事業とは、開発途上にある国々へ技術・技能を持った日本の青年ボラン

ティアを派遣し、その国々の国づくり、人づくりに協力することを目的として、昭和４０

年に発足した政府事業（外務省所管）である。 

国際協力機構（ＪＩＣＡ）青年海外協力隊事務局が業務を担当しており、事業発足以来

隊員が派遣された国の数は計８８か国（アジア、アフリカ、中近東、中南米、オセアニア、

ヨーロッパ）、参加した隊員の数は延べ３５，９０６人にのぼっている。 

（平成２３年３月３１日現在） 

 

  (１)  派遣職種 

約１２０種あり、農林水産、加工、保守操作、土木建築、保健衛生、教育文化、スポー

ツ、計画・行政の８部門に分類される。 

 

  (２)  募  集 

毎年、春と秋の２回募集している。 

募集する職種、人数、派遣国などは、受入国からの派遣要請に基づいて決定されるので、

毎回変動がある。 

 

  (３)  資  格 

①  年令    原則として、満２０歳以上３９歳まで（応募時）の日本国籍を有する者 

②  学歴    特に問わない。ただし、職種により任務遂行上必要とされる学歴が求めら

れることがある。 

③  技術    受入国の要請に適応する知識、技能を持つ者 

④  語学    基本的な英語ができ、任務遂行上必要な言葉が一定期間の訓練で習得でき

る能力のある者 

⑤  健康    任務に耐えられる健康な身体と、現地の環境に順応できる精神を持つ者 

 

  (４)  選  考 

応募者が、それぞれの受入国からの協力要請に対し適性があるかどうか判断するための

選考を行う。 

第１次選考：書類審査（技術試験、健康診断） 

第２次選考：人物面接、技術面接、語学試験、健康診断（問診） 

 

  (５)  派遣前訓練 

現地での任務を遂行できる能力と自信を培うため、健康の増進と異なる環境への適応力

及び語学力の強化を重点に、約２か月間の派遣前訓練を行う。 

 

  (６)  派  遣 

派遣は、日本国政府と受入国政府との間で結ばれた「青年海外協力隊の派遣に関する取

極め」に基づき行われる。 

派遣期間は原則として２年間であるが、必要と認められた場合は延長することも可能。

派遣期間が１か月～１０か月の短期ボランティア制度もある。 

また、現職参加制度（勤務先に身分を残したまま参加する制度）および現職教員特別参

加制度（現職教員が教育委員会に身分を残したまま参加する制度で１次試験は免除）も設

けられている。 

 

  (７)  派遣実績等 

本県からは、これまで６３か国へ２３８名が協力隊員として派遣され、現在も２０名（平

成２３年３月３１日現在）が活躍中である。 
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                   福井県青年海外協力隊員職種別派遣実績

職　業 内　　訳 人数 職　業 内　　訳 人数

 食用作物・稲作栽培 7  経済市場調査 1

 野菜栽培 10  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ技術 9

 農業土木 4  ﾊﾟｿｺﾝｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 3

 農業機械 1  青少年活動 5

農林水産  家畜飼育 2  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｵﾌｨｻｰ 3

 獣医・衛生 2  環境教育 1

 村落開発普及員 12  映像 1

 食品加工 1  視聴覚教育 1

 農畜産物加工 1 教育文化  音響 1

 生態調査 1  手工芸 1

 農林統計 1  服飾 4

 植林 1  料理 2

小　計 43  音楽 1

 繊維 2  写真 1

加工  陶磁器 1  日本語教師 13

小　計 3  理数科教師 23

 自動車整備 14  小学校教諭 9

 海運・航海 1  幼児教育 4

保守操作  船舶機関 1  植物学 1

 電気通信 6  地質学 1

 電気・電子設備 4 小　計 85

小　計 26  体育 11

 土木 6  エアロビクス 1

 上下水道 1  陸上競技 1

土木建築  測量 5 スポーツ  体操競技 1

 建築 5  バレーボール 2

 造園 1  ソフトボール 1

小　計 18  柔道 1

 看護師 13  野球 1

 保健師 4 小　計 19

保健衛生  助産師 1 調整員 8

 臨床検査技師 2

 薬剤師 1 総　　　計 238

 鍼灸ﾏｯｻｰｼﾞ師 1

 作業療法士 2

 理学療法士 3

 養護 2

 栄養士 3

 感染症対策 3

 医療機器 1

小　計 36

《福井県青年海外協力隊員職種別派遣実績：S40－H22》
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≪シニア海外ボランティア≫ 
 

シニア海外ボランティア事業は、近年ますます増えつつある開発途上国からの技術援助

の要請に応えることと、中高年の方々の途上国の発展のために貢献したいという強い希望

を実現させることを目的に、外務省と国際協力機構（ＪＩＣＡ）によって平成２年度より

制度化されたボランティア支援事業の一つである。 

シニア海外ボランティアの業務は、派遣先国の公的機関等に所属し、指導、助言、調査

等を通じて途上国の人材に技術移転を図ることにより、人づくりひいては国づくりに協力

するもので、相手国の人々と密着した草の根レベルの協力姿勢が求められる。 

事業発足以来派遣実績は、６７か国４，６３２人にのぼっている。 

（平成２３年３月３１日現在） 

 

  (１)  指導分野 

指導分野は次の９分野に分類しているが、途上国からの要請は指導科目として具体的職

種が明記されている。 

１.計画・行政  ２.公共・公益事業  ３.農林水産  ４.鉱工業  ５.エネルギー 

６.商業・観光  ７.人的資源  ８.保健・医療  ９.社会福祉 

 

  (２)  資格要件 

        次の全ての条件を満たすこと。 

① 日本国籍を有する者 

② 満４０歳以上満６９歳以下（応募時）の者 

③ ボランティア精神をもち、自発的に参加する意志を有する者 

④ 人格に優れ、心身ともに健康である者 

⑤ 開発途上国の経済社会の発展に貢献し得る技術、知識、経験を有する者 

⑥ 技術移転に必要な一定レベルの語学力を有する者 

 

  (３)  派遣対象国 

派遣対象国は６０か国（平成２３年３月３１日現在） 

 

  (４)  派遣期間 

原則として１年間もしくは２年間（１ヵ月～１０ヵ月の短期ボランティア制度もあり） 

 

  (５)  募  集 

年に２回（春と秋）協力対象国からの派遣要請に応じて募集を行う。 

 

  (６)  選  考 

第１次選考：書類審査（技術審査、健康診断） 

第２次選考：人物面接、語学試験、健康診断 

 

  (７)  派遣前訓練 

語学訓練を中心に、合宿形式で約２か月間の派遣前訓練を行う。 

 

  (８)  派遣実績等 

本県からは、これまで７か国へ９名が派遣され、現在も２名（平成２３年３月３１日現

在）が活躍中である。 
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≪日系社会ボランティア≫ 
 

日系社会ボランティアは、日系社会を形成している中南米地域の移住者および日系人が

その国づくりのために大きな力になっていることを踏まえ、その一層の発展を支援するこ

とを目的に、国際協力機構（ＪＩＣＡ）が実施しているものである。 

派遣先が中南米途上国の日系社会に限定されるが、制度の趣旨は青年海外協力隊、シニ

ア海外ボランティアと全く同じであり、それぞれに対応するものとして、日系社会青年ボ

ランティア（昭和６０年度発足）と日系社会シニアボランティア（平成２年度発足）があ

る。 

募集資格、選考方法等、それぞれ青年海外協力隊、シニア海外ボランティアとほぼ同じ

内容であるが、募集の時期・分野等異なる点もある。また、地域が限定されることから、

募集規模は比較的小さい。 

事業発足以来、参加したボランティアの数は、日系社会青年ボランティア１，０５３人、

日系社会シニアボランティア３９１人（平成２３年３月３１日現在）となっている。 

 

  (１)  派遣国 

＜日系社会青年ボランティア＞ 

アルゼンチン、ブラジル、ボリビア、チリ、コロンビア、ドミニカ共和国、メキシコ、

パラグアイ、ペルーの９か国 

＜日系社会シニアボランティア＞ 

アルゼンチン、ブラジル、ボリビア、チリ、コロンビア、ドミニカ共和国、メキシコ、

パラグアイ、ペルー、カナダの１０か国 

 

 (２)  分野 

日系社会青年ボランティアは、教育文化、保健衛生、福祉部門が中心に約１０職種。 

 日系社会シニアボランティアは、教育文化、保健衛生、福祉部門が中心で、特に日本語

教育分野が大半を占めている。 

 

  (３)  募  集 

ともに毎年１回の募集となっている。 

日系社会青年ボランティアは、青年海外協力隊と同時に募集しており、日系社会シニア

ボランティアは、シニア海外ボランティアと同時に募集しているが、併願はできない。 

募集する職種、人数などは、派遣要請に基づいて決定されるため毎回変動がある。 

 

  (４)  派遣実績等 

本県からは、これまで日系社会青年ボランティアとしてブラジルに４名、日系社会シニ

アボランティアとしてアルゼンチンに１名が派遣された。 
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3 福井県国際協力大使　

平成２３年３月３１日現在
Ｈ13年度 Ｈ14年度 Ｈ15年度 Ｈ16年度 Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 合計

アフリカ ケニア 1 1
ニジェール 1 1 1 3
タンザニア 2 2 1 5
ボツワナ 1 1 2
モロッコ 1 1
ガーナ 1 1 2
ベナン 1 1 2
エチオピア 1 1
マダガスカル 1 1
モザンビーク 1 1
ナミビア 1 1
ザンビア 1 1 2
セネガル 1 1 2 4
カメルーン 1 1

中南米 ニカラグア 2 1 3
ジャマイカ 1 1 2
アルゼンチン 1 1
エクアドル 1 1
グアテマラ 1 1
ホンジュラス 1 1
ボリビア 2 1 3
ドミニカ共和国 1 1 2
ドミニカ国 1 1
エルサルバドル 1 1
ベネズエラ 1 1
ベリーズ 1 1
パラグアイ 1 1
ブラジル 1 1

アジア インドネシア 1 1 2
カンボジア 1 1 2
ブータン 1 1
ネパール 1 1
フィリピン 1 1 2
中国 1 1 2
キルギス 1 1 2
バングラデシュ 1 1
ラオス 1 1
ベトナム 1 1
タイ 1 1
モルディブ 1 1

欧州 ロシア 2 2
大洋州 バヌアツ 1 1 2

パラオ 2 1 1 1 5
ミクロネシア 1 1 2
フィジー 1 1 2
サモア 1 1
トンガ 1 1
エジプト 1 1
チュニジア 1 1
シリア 1 1
トルコ 1 1

合計 8 8 9 1 11 8 7 12 9 10 83
※網掛けは大使が活動中の国

≪協力物資送付状況≫

平成１８年度 マダガスカルへ ソフトボール用のバット、グローブ、ボール等　約９００点

キルギスへ 着物、帯、地球儀、露和辞典等　約４００点

平成１９年度 ベリーズへ ソプラノリコーダー　４１点
平成２０年度 ジャマイカへ 絵の具、クレヨン、色鉛筆等　約４００点

平成２１年度 ニカラグアへ 布、バスタオル、手芸用品等　約１１０００点

中国へ 日本の書籍等　２３６冊

タンザニアへ タオル、バスタオル、おもちゃ　３２２点

平成２２年度 バヌアツへ ソプラノリコーダー　６０本、鍵盤ハーモニカ　１１１台

モルディブへ 縄跳び　１３６本、縄跳びの本　４冊

中近東

県民総参加の国際協力を推進するため、青年海外協力隊等、海外でボランティア活動をする福井県出身者を福井県国際協力大

使に委嘱し、現地において必要な協力物資等を県民から募集し、現地に届けることによって、県民の国際協力に対する理解を促

進し、もって世界が求める国際協力の推進に貢献することを目的としている。また、海外における本県のPR、海外情報の本県へ

の紹介を通し、県民と派遣国の人々との懸け橋となっていただく。
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Ⅲ 国際化に 

   かかる動き 

 

 

 

 

 

 



1 外国人登録状況

　

（１）　わが国の外国人登録者数の推移（毎年１２月末現在）

　

平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年

人数 1,973,747 2,011,555 2,084,919 2,152,973 2,217,426 2,186,121

出典：法務省「在留外国人統計」

（２）　福井県の外国人登録者数の推移（毎年１２月末現在）

平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

人数 14,273 14,183 14,104 13,634 12,716 12,359

1,800,000 

1,900,000 

2,000,000 

2,100,000 

2,200,000 

2,300,000 

平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年

1,973,747 2,011,555 
2,084,919 

2,152,973 
2,217,426 2,186,121 

人

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

14,000 

16,000 

平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

14,273 14,183 14,104 13,634 12,716 12,359 

人

外国人は、本邦入国後９０日以内または本邦出生などの後６０日以内に、市区町村に登録

しなければならない。ただし、入国後９０日以内に出国する場合などには登録しない場合が

多い。出国、帰化、死亡などによりその登録が閉鎖される。外国人登録者数は、

全国的には前年末に比べ１．４％減少し、我が国総人口の１．７１％を占めている。

福井県では前年末に比べ６．７％減少し、福井県総人口の１．５７％を占めている。

 
 
34



《国籍別外国人登録者数推移》（毎年１２月末現在）

単位：人

 年

平成12年 2,381 4,279 3,343 1,009 181 331 120 79 621 12,344

平成13年 3,044 4,208 2,699 1,197 179 308 112 124 659 12,530

平成14年 3,387 4,076 2,785 1,286 229 252 135 146 628 12,924

平成15年 3,838 3,899 2,726 1,480 223 221 134 158 639 13,318

平成16年 4,298 3,732 2,695 1,558 200 202 132 157 617 13,591

平成17年 4,777 3,619 3,172 1,391 220 177 136 155 626 14,273

平成18年 5,135 3,503 3,047 1,268 228 158 133 133 578 14,183

平成19年 5,151 3,427 2,975 1,310 212 141 151 138 599 14,104

平成20年 5,231 3,318 2,540 1,306 219 152 145 133 590 13,634

平成21年 4,804 3,158 2,338 1,255 205 146 144 118 548 12,716

平成22年 4,473 3,026 2,528 1,236 190 153 134 109 510 12,359

その他 計ﾍﾞﾄﾅﾑ 米国 ロシア韓国朝鮮 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ中 国 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ タ イ

-

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

人
福井県の国籍別外国人登録者数推移

韓国朝鮮 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 中 国 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

米国 タ イ ロシア ﾍﾞﾄﾅﾑ
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外
国
人
登
録
人
員
調
査
表
（
市
町
別
）
（
平
成
２
２
年
１
２
月
３
１
日
現
在
）

福
井
県

ア フ ガ ニ ス タ ン

ミ ャ ン マ ー

バ ン グ ラ デ シ ュ

カ ン ボ ジ ア

ス リ ラ ン カ

中 国
イ ン ド

イ ン ド ネ シ ア

イ ラ ン

イ ス ラ エ ル

韓 国 又 は 朝 鮮

ラ オ ス

マ レ ー シ ア

モ ン ゴ ル

ネ パ ー ル

パ キ ス タ ン

フ ィ リ ピ ン

シ リ ア

シ ン ガ ポ ー ル

タ イ
ト ル コ

ベ ト ナ ム

オ ー ス ト リ ア

ブ ル ガ リ ア

ベ ラ ル ー シ

チ ェ コ

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ド イ ツ

ア イ ル ラ ン ド

イ タ リ ア

キ ル ギ ス

カ ザ フ ス タ ン

モ ル ド ヴ ァ

オ ラ ン ダ

ノ ル ウ ェ ー

ポ ー ラ ン ド

ポ ル ト ガ ル

ル ー マ ニ ア

ロ シ ア

ス ペ イ ン

英 国
ウ ク ラ イ ナ

ウ ズ ベ キ ス タ ン

ス ロ バ キ ア

ア ル ジ ェ リ ア

エ チ オ ピ ア

ギ ニ ア

マ ダ ガ ス カ ル

セ ネ ガ ル

南 ア フ リ カ 共 和 国

バ ル バ ド ス

カ ナ ダ

コ ス タ リ カ

キ ュ ー バ

エ ル サ ド バ ド ル

ジ ャ マ イ カ

メ キ シ コ

パ ナ マ

ト リ ニ ダ ー ド ・ ト バ ゴ

米 国
ア ル ゼ ン チ ン

ブ ラ ジ ル

チ リ
コ ロ ン ビ ア

パ ラ グ ア イ

ペ ル ー

オ ー ス ト ラ リ ア

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

無 国 籍

合 計
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市
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≪在留資格別外国人登録者数推移≫　（毎年１２月末現在）

平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

永住者 286 416 668 945 1,344 1,587 1,882 2,202 2,521 2,783 3,072
特別永住者 3,735 3,612 3,504 3,338 3,166 3,054 2,911 2,813 2,706 2,559 2,352
技能実習 1,917
日本人の配偶者等 2,364 2,109 2,050 1,909 1,736 1,936 1,855 1,742 1,433 1,279 1,306
定住者 2,218 1,879 1,922 1,807 1,728 2,008 1,831 1,708 1,406 1,145 1,167
特定活動 977 1,206 1,548 1,759 1,842 2,051 2,486 2,393 2,402 2,400 1,086
留学 227 250 292 324 325 328 341 354 350 349 353
家族滞在 148 166 176 196 157 162 178 216 244 240 250
研修 1,108 1,456 1,305 1,355 1,651 1,786 1,681 1,702 1,692 1,208 169
人文知識･国際業務 114 120 143 158 142 151 139 150 149 135 122
教育 101 107 104 106 107 109 114 117 109 104 102
興行 498 660 687 889 907 563 241 203 156 105 79
永住者の配偶者等 39 41 29 38 37 42 44 54 58 65 62
短期滞在 93 115 142 124 157 166 154 116 88 81 59
技術 33 28 25 21 24 31 37 48 62 58 59
無資格･その他 267 219 178 156 124 143 126 112 93 58 56
技能 9 11 17 26 24 39 43 39 54 46 47
教授 37 37 46 48 47 47 45 49 35 28 30
宗教 20 17 17 19 16 17 17 17 19 17 17
就学 24 22 24 27 19 22 21 20 17 18 15
文化活動 23 27 17 31 21 15 17 21 18 17 13
投資･経営 0 0 1 2 3 4 6 10 9 13 11
企業内転勤 8 15 15 21 4 4 3 7 7 4 11
研究 13 16 13 19 9 7 10 11 6 4 4
芸術 2 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0
外交 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0
合計 12,344 12,530 12,924 13,318 13,591 14,273 14,183 14,104 13,634 12,716 12,359
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在留資格一覧表（出入国管理及び難民認定法）
別表第１

（１）
　在留資格

　外　交

　公　用

　教　授

　芸　術

　宗　教

　報　道

（２）

　在留資格

　投資･経営

　法律･
　会計業務

　医　療

　研　究

　教　育

　技　術

　人文知識･
　国際業務

企業内転勤

　興　行

　技　能

イ 本邦の公私の機関の外国にある事務所の職員又は本邦の公私の機関と法務
省令で定める事業上の関係を有する外国の公私の機関の外国にある事業所
の職員がこれらの本邦の公私の機関との雇用契約に基づいて当該機関の本
邦にある事業所の業務に従事して行う技能等の修得をする活動（これらの
職員がこれらの本邦の公私の機関の本邦にある事業所に受け入れられて行
う当該活動に必要な知識の修得をする活動を含む。）

ロ 法務省令で定める要件に適合する営利を目的としない団体により受け入れ
られて行う知識の修得及び当該団体の策定した計画に基づき、当該団体の
責任及び監理の下に本邦の公私の機関との雇用契約に基づいて当該機関の
業務に従事して行う技能等の修得をする活動

2

イ １号イに掲げる活動に従事して技能等を修得した者が、当該技能等に習熟
するため、法務大臣が指定する本邦の公私の機関との雇用契約に基づいて
当該機関において当該技能等を要する業務に従事する活動

ロ １号ロに掲げる活動に従事して技能等を修得した者が、当該技能等に習熟
するため、法務大臣が指定する本邦の公私の機関との雇用契約に基づいて
当該機関において当該技能等を要する業務に従事する活動（法務省令で定
める要件に適合する営利を目的としない団体の責任及び監理の下に当該業
務に従事するものに限る。）

　本邦において行うことができる活動 在留期間

　日本国政府が接受する外国政府の外交使節団若しくは領事機関の構成員、条
約若しくは国際慣行により外交使節と同様の特権及び免除を受ける者又はこれ
らの者と同一の世帯に属する家族の構成員としての活動

　外交活動の期間

　日本国政府の承認した外国政府若しくは国際機関の公務に従事する者又はそ
の者と同一の世帯に属する家族の構成員としての活動（この表の外交の項の欄
に掲げる活動を除く。）

　公用活動の期間

　本邦の大学若しくはこれに準ずる機関又は高等専門学校において研究、研究
の指導又は教育をする活動

　３年又は１年

　収入を伴う音楽、美術、文学その他の芸術上の活動（（２）の表の興行の項
の欄に掲げる活動を除く。）

　３年又は１年

　外国の宗教団体により本邦に派遣された宗教家の行う布教その他の宗教上の
活動

　３年又は１年

　外国の報道機関との契約に基づいて行う取材その他の報道上の活動 　３年又は１年

　本邦において行うことができる活動 在留期間

　本邦において貿易その他の事業の経営を開始し若しくは本邦におけるこれら
の事業に投資してその経営を行い若しくは当該事業の管理に従事し又は本邦に
おいてこれらの事業の経営を開始した外国人（外国法人を含む。以下この項に
おいて同じ。）若しくは本邦におけるこれらの事業に投資している外国人に代
わってその経営を行い若しくは当該事業の管理に従事する活動（この表の法
律・会計業務の項の欄に掲げる資格を有しなければ法律上行うことができない
こととされている事業の経営若しくは管理に従事する活動を除く。）

　３年又は１年

　外国法事務弁護士、外国公認会計士その他法律上資格を有する者が行うこと
とされている法律又は会計に係る業務に従事する活動

　３年又は１年

　医師、歯科医師その他法律上資格を有する者が行うこととされている医療に
係る業務に従事する活動

　３年又は１年

　本邦の公私の機関との契約に基づいて研究を行う業務に従事する活動
（（１）の表の教授の項の欄に掲げる活動を除く。）

　３年又は１年

　本邦の小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校、専修学校
又は各種学校若しくは設備及び編制に関してこれに準ずる教育機関において語
学教育その他の教育をする活動

　３年又は１年

　本邦の公私の機関との契約に基づいて行う理学、工学その他の自然科学の分
野に属する技術又は知識を要する業務に従事する活動（（１）の表の教授の項
の欄に掲げる活動並びにこの表の投資･経営の項、医療の項から教育の項まで、
企業内転勤の項及び興行の項の欄に掲げる活動を除く。）

　３年又は１年

　本邦の公私の機関との契約に基づいて行う法律学、経済学、社会学その他の
人文科学の分野に属する知識を必要とする業務又は外国の文化に基盤を有する
思考若しくは感受性を必要とする業務に従事する活動（（１）の表の教授の
項、芸術の項及び報道の項の欄に掲げる活動並びにこの表の投資･経営の項から
教育の項まで、企業内転勤の項及び興行の項の欄に掲げる活動を除く。）

　３年又は１年

　本邦に本店、支店その他の事業所のある公私の機関の外国にある事業所の職
員が本邦にある事業所に期間を定めて転勤して当該事務所において行うこの表
の技術の項又は人文知識・国際業務の項の欄に掲げる活動

　３年又は１年

　演劇、演芸、演奏、スポーツ等の興行に係る活動又はその他の芸能活動（こ
の表の投資・経営の項の欄に掲げる活動を除く。）

　１年、６月、３月
　又は１５日

　本邦の公私の機関との契約に基づいて行う産業上の特殊な分野に属する熟練
した技能を要する業務に従事する活動

　３年又は１年

　技能実習

１　次のイ又はロのいずれかに該当する活動 1 法別表第１の２の表
の技能実習の項の下
欄第１号イ又はロに
掲げる活動を行う者
にあつては、１年又
は６月

法別表第１の２の表
の技能実習の項の下
欄第２号イ又はロに
掲げる活動を行う者
にあつては、１年を
超えない範囲内で法
務大臣が個々の外国
人について指定する
期間

２　次のイ又はロのいずれかに該当する活動
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（３）

　在留資格

　文化活動

　短期滞在

（４）

　在留資格

　留　学

　研　修

　家族滞在

（５）

　在留資格

3

ハ イ又はロに掲げる活動を行う外国人の扶養を受ける配偶者又は子として行
う日常的な活動

ニ イからハまでに掲げる活動以外の活動

4 　１から３までに掲げる
活動以外の活動を指定さ
れる者にあっては、１年
を超えない範囲内で法務
大臣が個々の外国人につ
いて指定する期間

本邦において行うことができる活動 　在留期間

　収入を伴わない学術上若しくは芸術上の活動又は我が国特有の文化若しくは
技芸について専門的な研究を行い若しくは専門家の指導を受けてこれを修得す
る活動（（４）の表の留学の項から研修の項までの欄に掲げる活動を除く。）

　１年又は６月

　本邦に短期間滞在して行う観光、保養、スポーツ、親族の訪問、見学、講習
又は会合への参加、業務連絡その他これらに類似する活動

　９０日、３０日又は
　１５日

　本邦において行うことができる活動 在留期間

　本邦の大学、高等専門学校、高等学校（中等教育学校の後期過程を含む。）
若しくは特別支援学校の高等部、専修学校若しくは各種学校又は設備及び編制
に関してこれらに準ずる機関において教育を受ける活動

　２年３月、２年
　１年３月、
　１年又は６月

　本邦の公私の機関により受け入れられて行う技能等の修得をする活動
（（２）の表の技能実習の項の欄第１号及びこの表の留学の項の欄に掲げる活
動を除く。）

　１年又は６月

特定活動

法務大臣が個々の外国人について次のイからニまでのいずれかに該当するもの
として特に指定する活動

1 　法別表第１の５の表の
下欄（イ及びロに係る部
分に限る。）に掲げる活
動を指定される者にあっ
ては、５年

イ 本邦の公私の機関（高度な専門的知識を必要とする特定の分野に関する研
究の効率的推進又はこれに関連する産業の発展に資するものとして法務省
令で定める要件に該当する事業活動を行う機関であって、法務大臣が指定
するものに限る。）との契約に基づいて当該機関の施設において当該特定
の分野に関する研究、研究の指導若しくは教育をする活動（教育について
は、大学若しくはこれに準ずる機関又は高等専門学校においてするものに
限る。）又は当該活動と併せて当該特定の分野に関する研究、研究の指導
若しくは教育と関連する事業を自ら経営する活動

（１）の表、（２）の表又は（３）の表の欄の在留資格（外交、公用、技能実
習及び短期滞在を除く。）をもつて在留する者又はこの表の留学の在留資格を
もつて在留する者の扶養を受ける配偶者又は子として行う日常的な活動

　３年､２年３月、
　２年､１年３月、
　１年､６月又は３月

　本邦において行うことができる活動 　在留期間

2 　法別表第１の５の表の
下欄（ハに係る部分に限
る。）に掲げる活動を指
定される者にあっては、
５年、４年、３年、２年
又は１年

ロ 本邦の公私の機関（情報処理（情報処理の促進に関する法律（昭和45年法
律第90号）第2条第1項に規定する情報処理をいう。以下同じ。）に関する
産業の発展に資するものとして法務省令で定める要件に該当する事業活動
を行う機関であって、法務大臣が指定するものに限る。）との契約に基づ
いて当該機関の事業所（当該機関から労働者派遣事業の適正な運営の確保
及び派遣労働者の就業条件の整備等に関する法律（昭和60年法律第88号）
第２条第２号に規定する派遣労働者として他の機関に派遣される場合に
あっては、当該他の機関の事業所）において自然科学又は人文科学の分野
に属する技術又は知識を要する情報処理に係る業務に従事する活動

　法第７条第１項第２号
の告示で定める活動又は
経済上の連携に関する日
本国とインドネシア共和
国との間の協定若しくは
経済上の連携に関する日
本国とフィリピン共和国
との間の協定に基づき保
健師助産師看護師法（昭
和23年法律第203号）第5
条に規定する看護師とし
ての業務に従事する活動
若しくはこれらの協定に
基づき社会福祉士及び介
護福祉士法（昭和62年法
律第30号）第2条第2項に
規定する介護福祉士とし
て同項に規定する介護等
の業務に従事する活動を
指定される者にあって
は、３年、１年又は６月
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別表第２

　在留資格

　永住者

　日本人の
　配偶者等

　永住者の
　配偶者等

1 法第７条第１項第２号の
告示で定める地位を認め
られる者にあっては、３
年又は１年

2 １に掲げる地位以外の地
位を認められる者にあっ
ては、３年を超えない範
囲内で法務大臣が個々の
外国人について指定する
期間

（注）在留資格は、出入国管理及び難民認定法別表第１及び別表第２の上欄に掲げるものによる。

　本邦において有する身分又は地位 　在留期間

　定住者 　法務大臣が特別な理由を考慮し一定の在留期間を指定して居住を認める者

　法務大臣が永住を認める者 　無期限

　日本人の配偶者若しくは民法（明治２９年法律第８９号）第８１７条の２の
規定による特別養子又は日本人の子として出生した者

　３年又は１年

　永住者の在留資格をもって在留する者若しくは特別永住者（以下「永住者
等」と総称する。）の配偶者又は永住者等の子として本邦で出生しその後引き
続き本邦に在留している者

　３年又は１年
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2 旅券発行状況

《年次別発行件数》

年別

件  数  増減(％) 件  数  増減(％)

H元 26,777 6.7 4,241,783 8.2

2 29,608 10.6 4,697,047 10.7

3 27,334 △ 7.7 4,437,964 △ 5.5

4 31,459 15.1 4,677,020 5.4

5 27,146 △ 13.7 4,663,372 △ 0.3

6 30,291 11.6 5,210,727 11.7

7 34,706 14.6 5,825,404 11.8

8 37,748 8.8 6,236,438 7.1

9 36,446 △ 3.4 5,811,552 △ 6.8

10 30,068 △ 17.5 5,372,272 △ 7.6

11 30,757 2.3 5,611,979 4.5

12 34,201 11.2 5,857,835 4.4

13 26,455 △ 22.6 4,348,881 △ 25.8

14 22,348 △ 15.5 3,749,166 △ 13.8

15 15,027 △ 32.8 2,721,029 △ 27.4

16 20,054 33.5 3,485,325 28.1

17 20,509 2.3 3,612,473 3.6

18 22,974 12.0 4,301,793 19.1

19 22,655 △ 1.4 4,209,097 △ 2.2

20 19,273 △ 14.9 3,801,385 △ 9.7

21 19,307 0.2 4,015,470 5.6

22 21,352 10.6 4,185,080 4.2

福  井  県 全    国

旅券は、日本国政府が渡航者の国籍・身分を公に証明し、あわせて安全な旅行のために必

要があれば、渡航者の保護・扶助を外国政府に要請する公文書で、有効期間が１０年のもの

（２０歳以上の人に限る。）と５年のものとの２種類がある。
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福井県の一般旅券発行状況の推移
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《有効期間別発行件数》（平成２２年）

　

　

　

５年のうち未成年者は３，１７０件

《年代別発行件数》

単位：件

   0～19歳 4,028 (17.8%) 3,623 (18.8%) 3,011 (15.6%) 2,801 (14.5%) 3,170 (16.4%)

  20～29歳 5,442 (24.0%) 5,001 (25.9%) 4,546 (23.5%) 4,512 (23.4%) 4,655 (24.1%)

  30～39歳 3,514 (15.5%) 3,601 (18.7%) 3,122 (16.2%) 2,977 (15.4%) 3,377 (17.5%)

  40～49歳 2,922 (12.9%) 2,987 (15.5%) 2,428 (12.6%) 2,295 (11.9%) 2,674 (13.8%)

  50～59歳 3,803 (16.8%) 3,836 (19.9%) 3,116 (16.1%) 3,068 (15.9%) 3,324 (17.2%)

  60～69歳 2,301 (10.2%) 2,563 (13.3%) 2,157 (11.2%) 2,602 (13.5%) 3,061 (15.9%)

  70～79歳 846 (3.7%) 934 (4.8%) 797 (4.1%) 920 (4.8%) 970 (5.0%)

  80歳～ 118 (0.5%) 110 (0.6%) 96 (0.5%) 132 (0.7%) 121 (0.6%)

計 22,974 22,655 19,273 19,307 21,352

　５年有効

１０年有効

２１年

40.0

比率（％）

60.0
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3 海外渡航者状況（県内）

単位：人

渡航先 平成５年 平成６年 平成７年 平成８年 平成９年 平成10年 平成11年 平成12年

アメリカ 15,571 17,405 20,700 23,837 24,358 21,857 20,169 21,605

韓国 7,998 10,088 9,508 9,034 10,178 11,579 11,886 13,830

中国 4,914 5,171 5,906 7,193 7,116 6,839 8,486 11,322

タイ 1,611 1,936 2,496 3,371 3,412 3,552 3,771 4,233

台湾 4,302 5,587 5,424 4,975 5,682 4,113 3,494 3,836

香港 4,707 5,163 5,938 8,216 3,935 2,315 2,992 3,467

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 3,240 3,285 4,273 3,857 5,056 3,477 3,344 3,277

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1,497 2,038 1,444 1,639 2,305 1,214 1,498 2,775

その他 13,307 14,925 17,334 20,010 20,168 18,398 18,870 19,016

総数 57,147 65,598 73,023 82,132 82,210 73,344 74,510 83,361

※平成13年7月より法務省が日本人出・帰国記録を廃止したことにより、渡航先別渡航者数は12年まで。

単位：人

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

人数 75,423 74,728 53,654 72,097 74,405 73,563 71,785 63,333 57,563

     出典：法務大臣官房司法法制調査部編「出入国管理統計年報」
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4 高等教育機関における外国人留学生の受入状況

《経費別留学生数》(平成23年5月1日現在) 単位：人

区  分

26 4

ﾏﾚｰｼｱ政府派遣 27 4

その他政府派遣 1

福井県費

短期留学生 38

私費 122 52 3 0 6 1 1 22 3

214 52 3 0 6 9 1 22 3

《国別留学生数》(平成23年5月1日現在) 単位：人

地域 国名

中  国 131 (59) 43 (23) 2 (1) 1 20 (8) 2 199 (91)

マレーシア 28 (5) 4 (1) 32 (6)

ベトナム 13 (3) 7 (6) 1 (1) 21 (10)

大韓民国 5 (1) 2 (2) 1 1 9 (3)

バングラデシュ 7 (1) 1 8 (1)

フィリピン 3 (3) 5 (5) 8 (8)

インドネシア 7 (2) 7 (2)

モンゴル 1 4 5 0

台湾 4 (1) 1 5 (1)

タイ 2 (1) 2 (1)

ラオス 2 2 0

ミャンマー 1 (1) 1 (1)

パキスタン 1 1 0

イラク 1 1 0

カンボジア 0 0

インド 0 0

フランス 1 (1) 1 (1)

ドイツ 1 1 0

キルギス 0 0

エルサルバドル 1 1 0

アメリカ合衆国 3 (2) 3 (2)

ペルー 0 0

キューバ 1 1 0

シリア 1 1 0

パレスチナ 0 0

ギニア 0 0

マダガスカル 0 0

リビア 1 1 0

計 214 (80) 52 (31) 3 (1) 0 0 6 (5) 9 (1) 1 0 22 (8) 3 (1) 310 (127)

(  )内の数字は、女子数で内数

出典：福井県留学生交流推進協議会調べ
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5 外国人留学生数の推移

≪全国留学生数の推移≫(各年5月1日現在）

出典：独立行政法人日本学生支援機構調べ

≪県内留学生数の推移≫

出典：福井県留学生交流推進協議会調べ
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ジ
ア

市
場

販
路

開
拓

事
業

海
外

の
百

貨
店

等
に

お
け

る
販

売
促

進
活

動
の

実
施

（
福

井
県

食
品

輸
出

促
進

協
議

会
へ

の
負

担
金

）
1
,
1
5
0

園
芸

畜
産

課
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
農

業
研

修
生

(
社

)
福

井
県

国
際

農
業

者
交

流
協

会
が

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

か
ら

の
農

業
研

修
生

の
受

入
れ

を
実

施
－

高
等
学
校
生
徒
国
際
交
流
事
業

高
校
生
２
４
人
を
ド
イ
ツ
へ
派
遣
（
１
１
日
）
、
米
国
の
高
校
生
２
４
人
の
受
入
れ
（
８
日
）

5
,0
8
7

中
国
語
指
導
助
手
配
置

中
国
か
ら
１
人
を
招
致
し
、
県
立
足
羽
高
校
に
配
置

5
,1
0
5

英
語
指
導
助
手
配
置

米
国
等
か
ら
３
４
人
を
招
致
し
、
県
内
の
高
校
に
配
置

1
8
0
,2
2
4

義
務
教
育
課

英
語
指
導
助
手
配
置

米
、
英
、
豪
、
加
等
各
国
か
ら
計
４
８
人
を
県
内
各
学
校
に
配
置

2
5
8
,1
3
3

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流

（
財
）
日
本
体
育
協
会
が
主
催
し
、
ド
イ
ツ
青
年
の
受
入
や
少
年
団
を
ド
イ
ツ
に
派
遣
し
、
交
流
を
深
め
る
。
（
鯖
江
市
　
派
遣
2
人
、
受
入
れ

1
2
人
）

3
6
4

文
化
課

芸
術
文
化
活
性
推
進
事
業
補
助
金

県
内
で
文
化
活
動
を
行
う
団
体
が
外
国
の
芸
術
文
化
団
体
等
と
共
同
し
て
行
う
公
演
や
海
外
公
演
へ
の
参
加
等
に
対
す
る
助
成
（
左
記
補

助
金
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
部
）

1
5
,8
3
9

来
日

サ
ー

カ
ス

団
員

（
中

国
人

な
ど

）
へ

の
交

通
安

全
講

習
防

犯
指

導
及

び
歩

行
者

、
自

転
車

乗
り

と
し

て
の

交
通

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
の

指
導

と
事

故
に

遭
っ

た
際

の
措

置
要

領
に

関
す

る
講

習
の

開
催

－

中
国

人
研

修
生

へ
の

交
通

安
全

講
習

歩
行

者
、

自
転

車
乗

り
と

し
て

の
交

通
ル

ー
ル

・
マ

ナ
ー

等
の

指
導

の
実

施
－

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

防
犯

教
室

生
活

安
全

課
員

が
研

修
先

を
訪

問
し

、
日

本
の

法
律

の
説

明
、

防
犯

指
導

の
実

施
－

福
井

南
警

察
署

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

防
犯

・
交

通
安

全
教

室
防

犯
指

導
及

び
交

通
ル

ー
ル

の
講

習
の

開
催

－

大
野

警
察

署
中

国
人

研
修

生
に

対
す

る
防

犯
講

話
と

交
通

安
全

講
習

日
本

に
お

け
る

生
活

の
知

識
及

び
交

通
ル

－
ル

・
自

転
車

の
安

全
な

乗
り

方
の

指
導

の
実

施
－

来
日

外
国

人
に

対
す

る
防

犯
･
警

備
講

習
防

犯
･
警

備
講

習
の

開
催

－

来
日

外
国

人
に

対
す

る
交

通
・

防
犯

･
警

備
講

習
交

通
･
防

犯
･
警

備
講

習
の

開
催

－

坂
井

西
警

察
署

来
日

外
国

人
研

修
生

に
対

す
る

交
通

安
全

教
室

交
通

安
全

教
室

の
開

催
－

警 察

高
校
教
育
課

あ
わ

ら
警

察
署

福
井

警
察

署

農 林 部 教 育 庁
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１
－

１
　

福
井

県
の

平
成

２
３

年
度

国
際

化
事

業
計

画

部
局

課
 
 
名

事
業

名
事

 
 
 
業

 
 
 
概

 
 
 
要

 
 
 
等

予
算

額
（

千
円

）

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

生
活

安
全

講
習

生
活

習
慣

、
防

犯
等

の
指

導
の

実
施

－

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

交
通

安
全

講
習

交
通

ル
ー

ル
と

自
転

車
の

正
し

い
乗

り
方

の
指

導
の

実
施

－

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

防
犯

・
交

通
教

室
自

転
車

盗
な

ど
に

対
す

る
防

犯
教

室
の

実
施

及
び

交
通

ル
ー

ル
の

説
明

と
交

通
事

故
防

止
の

呼
掛

け
－

外
国

人
女

性
の

た
め

の
防

犯
教

室
ス

ト
ー

カ
ー

被
害

や
痴

漢
か

ら
身

を
守

る
た

め
の

防
犯

教
室

の
開

催
－

越
前

警
察

署

敦
賀

警
察

署
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１
－

２
　

福
井

県
の

平
成

２
２

年
度

国
際

化
事

業
実

績

部
局

課
 
 
名

事
業

名
事

 
 
 
業

 
 
 
概

 
 
 
要

 
 
 
等

決
算

額
（

千
円

）

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
地

域
情

報
発

信
事

業
英

語
・

中
国

語
・

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

で
県

の
概

略
に

つ
い

て
の

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

を
運

営
1
0
,
5
6
7

【
雇
用
基
金
】
福
井
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

英
語

情
報

発
信

事
業

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

新
着

情
報

の
英

訳
等

の
充

実
2
,
2
1
5

5
月

2
2
日

の
ふ

く
い

環
境

フ
ェ

ア
に

お
い

て
同

州
農

業
環

境
省

局
長

を
招

き
、

講
演

会
を

実
施

3
月

1
2
日

に
武

生
高

校
の

生
徒

1
2
名

が
環

境
教

育
の

一
環

で
同

州
を

訪
問

敦
賀

港
ポ

ー
ト

セ
ー

ル
ス

促
進

事
業

敦
賀

港
の

外
貿

ポ
ー

ト
セ

ー
ル

ス
活

動
を

促
進

14
,7
66

北
陸

国
際

投
資

交
流

促
進

会
議

負
担

金
北

陸
国

際
投

資
交

流
促

進
会

議
負

担
金

1,
80
0

海
外

眼
鏡

市
場

開
拓

推
進

事
業

（
社

）
福

井
県

眼
鏡

協
会

が
行

う
海

外
で

の
展

示
会

出
展

に
対

す
る

補
助

3,
76
3

繊
維

自
主

企
画

海
外

商
談

会
支

援
事

業
海

外
に

お
い

て
産

地
企

業
の

グ
ル

ー
プ

等
が

行
う

事
前

市
場
調

査
、

ア
フ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

を
組

み
入

れ
た

自
主

企
画

商
談

会
の

開
催

支
援

4,
98
9

テ
キ

ス
タ

イ
ル

製
品

中
国

市
場

販
路

確
立

促
進

事
業

北
陸

３
県

繊
維

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
の

上
海

常
設

展
示

出
展

を
契

機
に

、
中

国
販

路
の

拡
大

に
取

り
組

む
企

業
に

対
す

る
補

助
1,
75
5

外
国

人
等

対
象

技
能

検
定

試
験

実
施

技
能

検
定

試
験

（
外

国
人

等
対

象
・

基
礎

級
）

を
実

施
す

る
職

業
能

力
開

発
協

会
に

対
す

る
補

助
お

よ
び

合
格

証
書

交
付

30
,4
03

（
注

）
外

国
人

対
象

の
試

験
も

含
む

技
能

検
定

試
験

全
体

に
対

す
る

事
業

費

海
外

渡
航

旅
券

発
給

事
務

費
旅

券
発

給
事

務
2
6
,
1
4
4

海
外

技
術

研
修

員
受

入
事

業
南

米
(
海

外
移

住
者

子
弟

等
)
３

人
、

県
国

際
交

流
協

会
へ

委
託

(
渡

航
費

、
滞

在
費

、
研

修
費

)
期

間
８

か
月

8
,
4
4
5

移
住

関
係

団
体

支
援

事
業

海
外

移
住

団
体

へ
の

補
助

等
7
1
1

国
際

交
流

連
絡

事
務

費
来

庁
外

国
人

土
産

品
、

北
方

領
土

返
還

要
求

運
動

福
井

県
民

会
議

負
担

金
等

5
,
8
2
6

語
学

指
導

等
外

国
青

年
招

致
事

業
国

際
交

流
員

２
人

（
米

、
中

）
の

配
置

等
1
7
,
8
5
0

各
国

大
使

等
招

へ
い

事
業

各
国

の
大

使
等

を
本

県
に

招
へ

い
し

、
本

県
を

理
解

し
て

も
ら

う
と

と
も

に
県

民
の

国
際

理
解

の
促

進
を

図
る

。
4
9
1

福
井

県
友

好
大

使
設

置
事

業
本

県
に

滞
在

し
て

い
た

外
国

人
に

離
県

時
に

委
嘱

、
県

の
情

報
を

海
外

に
発

信
、

海
外

と
の

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

図
る

。
1
2
1

浙
江

省
相

互
交

流
事

業
中

国
浙

江
省

と
の

交
流

促
進

（
定

期
協

議
団

）
1
8
6

浙
江

省
技

術
研

修
員

受
入

促
進

事
業

浙
江

省
３

人
、

県
国

際
交

流
協

会
へ

委
託

（
滞

在
費

、
研

修
費

）
期

間
7
か

月
7
,
5
6
1

研
修

生
中

国
派

遣
促

進
事

業
中

国
語

、
中

国
美

術
、

中
国

医
学

を
学

ぶ
県

民
を

浙
江

省
に

派
遣

（
４

名
、

6
か

月
以

内
）

4
6
9

福
井

県
国

際
協

力
大

使
設

置
事

業
本

県
出

身
青

年
海

外
協

力
隊

員
等

に
委

嘱
、

派
遣

先
国

の
情

報
収

集
、

協
力

物
資

提
供

、
福

井
県

の
P
R

2
,
2
4
0

国
際

交
流

拠
点

施
設

管
理

運
営

事
業

福
井

県
国

際
交

流
会

館
お

よ
び

国
際

交
流

嶺
南

セ
ン

タ
ー

の
運

営
1
1
3
,
8
4
5

北
東

ア
ジ

ア
地

域
交

流
促

進
事

業
北

東
ア

ジ
ア

地
域

自
治

体
連

合
へ

の
参

加
4
3

地
域

国
際

化
情

報
発

信
強

化
事

業
多

言
語

Ｈ
Ｐ

（
英

語
、

中
国

語
、

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

）
の

翻
訳

お
よ

び
掲

載
情

報
の

内
容

更
新

3
,
9
8
9

在
住

外
国

人
共

生
推

進
事

業
市

町
や

外
国

人
支

援
団

体
を

対
象

と
し

た
研

修
の

実
施

8
8

AP
EC

エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
参
加
国
大

使
リ

レ
ー

講
演

会
開

催
事

業
会

合
参

加
国

の
駐

日
大

使
に

よ
る

高
校

生
を

対
象

と
し

た
講

演
会

の
開

催
1
,
1
8
8

福
井

県
紹

介
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
作

成
A
P
E
C
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

会
合

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

6
4
2

香
港

事
務

所
運

営
事

業
香

港
事

務
所

の
運

営
2
3
,
8
8
2

上
海

事
務

所
運

営
事

業
上

海
事

務
所

の
運

営
1
6
,
5
1
1

東
ア

ジ
ア

販
路

開
拓

促
進

事
業

上
海

・
香

港
事

務
所

の
機

能
強

化
（

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
配

置
等

）
1
1
,
8
0
5

総 合

政 策 部

安 環 部 産 業 労 働 部

情
報

政
策

課

　
国

際
・

　
マ

ー
ケ

ッ
ト

戦
略

課

観 光 営 業 部

企
業

誘
致

課

地
域

産
業

・
技
術

振
興

課

労
働

政
策

課

環
境

政
策

課
独

国
ザ

ク
セ

ン
・

ア
ン

ハ
ル

ト
州

と
の

環
境

交
流

1
5
7
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１
－

２
　

福
井

県
の

平
成

２
２

年
度

国
際

化
事

業
実

績

部
局

課
 
 
名

事
業

名
事

 
 
 
業

 
 
 
概

 
 
 
要

 
 
 
等

決
算

額
（

千
円

）

海
外

調
査

活
動

推
進

事
業

政
策

調
査

、
海

外
事

務
所

機
能

代
替

2
,
0
7
5

海
外

向
け

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
通

信
販

売
事

業
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
中

国
向

け
の

県
産

品
の

販
売

を
実

施
1
,
1
7
0

貿
易

促
進

事
業

日
本

貿
易

振
興

機
構

福
井

貿
易

情
報

セ
ン

タ
ー

が
行

う
貿

易
振

興
事

業
等

へ
の

支
援

1
3
,
0
4
0

中
国

経
済

交
流

促
進

支
援

事
業

中
国

と
の

経
済

交
流

に
関

す
る

啓
蒙

事
業

等
へ

の
支

援
1
,
2
0
0

地
域

国
際

化
協

会
等

先
導

的
施

策
支

援
事

業
（

財
）

福
井

県
国

際
交

流
協

会
が

実
施

す
る

地
域

の
国

際
化

を
推

進
す

る
事

業
に

対
す

る
助

成
2
,
5
0
0

国
際

観
光

振
興

機
構

負
担

金
海

外
か

ら
の

訪
日

旅
行

の
傾

向
等

の
情

報
提

供
7
0
0

海
外

観
光

展
参

加
事

業
関

西
広

域
機

構
が

主
催

す
る

海
外

観
光

展
な

ど
の

外
国

人
観

光
客

誘
致

の
た

め
の

事
業

に
参

画
2
,
9
0
0

関
西

国
際

空
港

内
観

光
案

内
所

整
備

運
営

関
西

国
際

空
港

内
の

観
光

案
内

所
の

運
営

負
担

金
、

外
国

語
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

の
作

成
2
,
4
4
1

中
部

国
際

空
港

に
お

け
る

観
光

案
内

所
整

備
運

営
事

業
中

部
国

際
空

港
内

の
観

光
案

内
所

の
運

営
負

担
金

、
外

国
語

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
の

作
成

3
,
8
3
8

北
陸

国
際

観
光

テ
ー

マ
地

区
整

備
国

土
交

通
省

に
指

定
さ

れ
た

北
陸

国
際

観
光

テ
ー

マ
地

区
に

よ
り

海
外

宣
伝

と
外

国
人

観
光

客
受

入
体

制
の

整
備

2
,
6
6
3

海
外

観
光

客
誘

致
促

進
事

業
海

外
旅

行
者

の
旅

行
商

品
造

成
促

進
、

海
外

誘
客

専
門

家
の

配
置

等
1
7
,
8
2
5

中
国

・
台

湾
観

光
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

現
地

の
旅

行
会

社
等

に
対

す
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

8
,
4
9
0

在
住

外
国

人
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
整

備
事

業
国

際
交

流
会

館
で

の
在

住
外

国
人

に
対

す
る

生
活

相
談

5
,
4
7
6

海
外

販
路

開
拓

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

設
置

事
業

県
内

企
業

の
輸

出
に

伴
う

業
務

に
関

す
る

助
言

指
導

3
,
0
1
3

販
売

開
拓

課
福

井
県

産
農

産
物

東
ア

ジ
ア

販
路

開
拓

事
業

海
外

の
百

貨
店

等
に

お
け

る
販

売
促

進
活

動
の

実
施

（
福

井
県

産
農

産
物

等
輸

出
促

進
研

究
会

へ
の

負
担

金
）

1
,
0
0
0

園
芸

畜
産

課
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
農

業
研

修
生

(
社

)
福

井
県

国
際

農
業

者
交

流
協

会
が

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

か
ら

の
農

業
研

修
生

の
受

入
れ

を
実

施
－

高
等

学
校

生
徒

国
際

交
流

事
業

高
校

生
１

７
人

を
中

国
浙

江
省

へ
派

遣
（

９
日

）
、

ド
イ

ツ
の

高
校

生
９

人
の

受
入

れ
（

９
日

）
2
,
2
8
3

中
国

語
指

導
助

手
配

置
中

国
か

ら
１

人
を

招
致

し
、

県
立

足
羽

高
校

に
配

置
4
,
9
9
8

英
語

指
導

助
手

配
置

米
国

等
か

ら
３

４
人

を
招

致
し

、
県

内
の

高
校

に
配

置
1
7
1
,
7
3
4

義
務

教
育

課
英

語
指

導
助

手
配

置
米

、
英

、
豪

、
加

等
各

国
か

ら
計

４
８

人
を

県
内

各
学

校
に

配
置

2
4
8
,
1
9
2

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課
日

独
ス

ポ
ー

ツ
尐

年
団

同
時

交
流

（
財

）
日

本
体

育
協

会
が

主
催

し
、

ド
イ

ツ
青

年
の

受
入

や
尐

年
団

を
ド

イ
ツ

に
派

遣
し

、
交

流
を

深
め

る
。

（
池

田
町

　
受

入
れ

1
2
人

）
4
0
5

中
国

人
研

修
生

へ
の

交
通

安
全

講
習

歩
行

者
、

自
転

車
乗

り
と

し
て

の
交

通
ル

ー
ル

・
マ

ナ
ー

等
の

指
導

を
実

施
（

５
回

、
延

べ
９

２
人

）
－

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

防
犯

教
室

生
活

安
全

課
員

が
研

修
先

を
訪

問
し

、
日

本
の

法
律

の
説

明
や

防
犯

指
導

を
実

施
（

７
回

、
延

べ
６

５
人

）
－

福
井

南
警

察
署

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

防
犯

・
交

通
安

全
教

室
防

犯
指

導
や

交
通

ル
ー

ル
の

講
習

を
開

催
－

永
平

寺
警

察
署

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

防
犯

・
交

通
講

習
会

盗
難

被
害

防
止

等
の

防
犯

指
導

及
び

交
通

安
全

ル
ー

ル
・

自
転

車
の

安
全

な
乗

り
方

の
指

導
等

の
講

習
会

を
開

催
－

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

防
犯

講
話

女
性

を
対

象
に

日
本

に
お

け
る

生
活

の
基

礎
知

識
等

の
講

習
を

開
催

－

中
国
人
研
修
生
に
対
す
る
防
犯
講
習
と
護
身
術
訓
練
教
養

一
技

護
身

術
を

教
養

－

外
国

人
受

入
企

業
防

犯
連

絡
協

議
会

に
対

す
る

講
習

勝
山

署
外

国
人

受
入

企
業

防
犯

連
絡

協
議

会
に

参
加

し
て

い
る

３
３

企
業

に
対

し
て

、
不

法
就

労
防

止
つ

い
て

の
講

習
を

開
催

－

来
日

外
国

人
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

人
）

研
修

生
に

対
す

る
講

習
会

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

人
研

修
生

に
対

し
、

日
本

に
お

け
る

生
活

の
基

礎
知

識
及

び
地

域
社

会
ル

ー
ル

と
常

識
に

つ
い

て
の

講
習

を
開

催
－

農 水 部 教 育 庁

福
井

警
察

署

高
校

教
育

課

警 察

大
野

警
察

署

勝
山

警
察

署

 
 
51



１
－

２
　

福
井

県
の

平
成

２
２

年
度

国
際

化
事

業
実

績

部
局

課
 
 
名

事
業

名
事

 
 
 
業

 
 
 
概

 
 
 
要

 
 
 
等

決
算

額
（

千
円

）

来
日

外
国

人
に

対
す

る
交

通
安

全
実

習
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
人

研
修

生
（

１
１

人
）

に
対

し
、

交
通

安
全

実
習

を
開

催
－

来
日

外
国

人
に

対
す

る
防

犯
講

習
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
人

研
修

生
（

４
人

）
、

中
国

人
研

修
生

（
４

９
人

）
に

対
し

て
自

転
車

の
ダ

ブ
ル

ロ
ッ

ク
等

の
防

犯
指

導
を

実
施

－

坂
井

西
警

察
署

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

交
通

安
全

講
習

会
主

な
交

通
ル

ー
ル

、
自

転
車

の
安

全
な

乗
り

方
の

指
導

を
実

施
（

５
回

、
延

べ
３

８
人

）
－

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

生
活

安
全

講
習

生
活

習
慣

、
防

犯
等

の
指

導
を

実
施

（
６

回
、

延
べ

６
３

人
）

－

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

交
通

安
全

講
習

交
通

ル
ー

ル
と

自
転

車
の

正
し

い
乗

り
方

の
指

導
を

実
施

（
２

０
回

、
延

べ
１

８
４

人
）

－

中
国

人
研

修
生

に
対

す
る

防
犯

・
交

通
教

室
自

転
車

盗
難

被
害

の
実

態
を

説
明

し
、

施
錠

の
呼

び
掛

け
交

通
ル

ー
ル

を
説

明
し

、
交

通
事

故
防

止
の

指
導

を
実

施
－

外
国

人
女

性
（

中
国

人
研

修
生

）
の

た
め

の
防

犯
教

室
ス

ト
ー

カ
ー

被
害

の
相

談
や

痴
漢

等
か

ら
身

を
守

る
た

め
の

防
犯

教
室

を
開

催
－

敦
賀

警
察

署

越
前

警
察

署

あ
わ

ら
警

察
署

 
 
52



２
－
１
　
　
市
町
の
平
成
２
３
年
度
国
際
化
事
業
計
画

（
単

位
：

千
円

）

市
町
名

事
  

業
  

名
事

業
概

要
等

予
算

額

福
井
市

姉
妹
友
好
都
市
交
流
事
業

1
5
,
3
2
5

　
韓
国
水
原
市
友
好
都
市
提
携
１
０
周
年
記
念
事

業
市

代
表

団
受

入
れ

（
８

月
）

・
派

遣
（

１
０

月
）

、
フ

ォ
ト

コ
ン

テ
ス

ト
、

モ
ニ

ュ
メ

ン
ト

寄
贈

等

　
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
事
業
（
派
遣
・
受
入
）

韓
国

水
原

市
受

入
（

８
月

）
、

米
国

ﾆｭ
ｰﾌ

ﾞﾗ
ﾝｽ

ﾞｳ
ｨｯ

ｸ市
受

入
（

１
０
月

）
、

Ｎ
Ｂ

市
派

遣
（

３
月

）

　
杭
州
市
行
政
代
表
団
受
入
事
業

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
代
表
者
交
流
事
業
（
派
遣
・
受

入
）

米
国

フ
ラ

ト
ン

市
と

作
品

交
換

に
よ

る
美

術
館

交
流

、
出

品
ア

ー
テ
ィ

ス
ト

の
相

互
交

流

ふ
く
い
市
民
国
際
交
流
協
会
支
援
事
業

1
4
,
0
0
0

　
韓
国
水
原
市
市
民
訪
問
団
交
流
事
業
（
派
遣
・

受
入

）
受

入
れ

（
８

月
）

、
派

遣
（

１
０

月
）

　
在
住
外
国
人
の
福
井
学
習
事
業

　
地
域
交
流
促
進
事
業

外
国

人
市

民
を

講
師

と
し

て
地

域
の

公
民

館
等

に
派

遣

　
姉
妹
友
好
都
市
青
尐
年
作
品
交
流
事
業

姉
妹

友
好

都
市

と
の

絵
画

・
書

道
・

漫
画

作
品

交
流

　
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業

日
本

語
指

導
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
た

め
の

研
修

会
の
実

施

　
技
能
実
習
生
支
援
事
業

福
井

県
外

国
人

研
修

生
・

実
習

生
受

入
れ

団
体

連
絡

協
議

会
と

協
働
し

た
技

能
実

習
生

へ
の

支
援

活
動

各
種
団
体
交
流
事
業
促
進
補
助
事
業

市
民

主
体

の
国

際
化

推
進

の
た

め
、

市
内

団
体

に
助

成
5
0
0

JI
CA
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
激
励
事
業

国
際

協
力

活
動

へ
の

市
民

参
加

促
進

の
た

め
、

JI
CA

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
に

対
し

激
励

を
行

う
。

7
0

多
文
化
共
生
推
進
事
業

4
,
4
0
0

　
行
政
通
訳
員
配
置
事
業

庁
内

窓
口

や
制

度
説

明
の

通
訳

及
び

通
知

等
の

翻
訳

を
行

う
行

政
通
訳

員
の

配
置

　
日
本
語
教
室
の
開
催

外
国

人
市

民
と

日
本

人
市

民
と

が
日

本
語

を
使

い
な

が
ら

交
流

す
る
交

流
型

日
本

語
教

室

　
庁
内
多
文
化
共
生
推
進
研
修
会
の
開
催

庁
内

の
多

文
化

共
生

意
識

の
啓

発
を

目
的

と
し

た
研

修
会

の
開

催

　
多
文
化
共
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

多
文

化
共

生
の

地
域

づ
く

り
の

推
進

役
育

成
の

た
め

、
市

民
を

対
象
と

し
た

講
座

を
実

施

　
多
文
化
共
生
推
進
懇
話
会
の
開
催

多
文

化
共

生
推

進
プ

ラ
ン

施
策

の
進

捗
状

況
の

評
価

や
見

直
し

の
提
言

を
行

う
市

民
に

よ
る

懇
話

会
開

催

　
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
・
派
遣
事
業

ふ
く

い
市

民
国

際
交

流
協

会
と

協
働

し
て

、
通

訳
ﾎﾞ

ﾗﾝ
ﾃｨ

ｱを
育

成
し
、

児
童

館
や

保
育

園
な

ど
に

派
遣

　
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
研
修
会
へ
の
参

加
多

文
化

共
生

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

養
成

コ
ー

ス
の

受
講

マ
ー
ケ
ッ
ト
開
発
支
援
事
業

中
小

企
業

者
又

は
中

小
企

業
団

体
等

が
行

う
、

県
外

若
し

く
は

国
外
に

お
い

て
開

催
さ

れ
る

展
示

会
へ

の
出

展
事

業
、

又
は

県
外

若
し

く
は

国
外

に
お

け
る

独
自

展
示

会
の

開
催

事
業

に
対

し
、

助
成

を
行

う
。

1
7
,
5
0
0

姉
妹
友
好
都
市
人
材
活
用
事
業

米
国

フ
ラ

ト
ン

市
か

ら
、

フ
ラ

ト
ン

文
化

交
流

大
使

と
し

て
２

名
採
用

し
、

小
学

校
３

・
４

年
生

を
対

象
と

し
た

国
際

理
解

活
動

と
、

市
民

を
対

象
と

し
た

国
際

理
解

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

向
上

の
た

め
の

各
種

講
座

等
を

実
施

6
,
7
3
5

小
中
学
生
国
際
交
流
作
品
展
事
業

姉
妹

友
好

関
係

に
あ

る
国

内
外

６
都

市
の

幼
・

小
・

中
学

生
と

作
品
交

流
を

行
い

展
覧

会
開

催
2
,
1
0
0

中
学
校
英
語
合
宿
事
業

中
学

３
年

生
を

対
象

と
し

、
外

国
人

英
語

教
師

や
姉

妹
友

好
都

市
か
ら

の
夏

季
交

流
学

生
と

１
泊

２
日

の
生

活
の

中
で

、
様

々
な

活
動

を
通

し
て

英
語

を
実

際
の

場
で

使
う

体
験

を
す

る
。

9
0
0

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
事
業

中
学

生
を

対
象

と
し

た
ス

ピ
ー

チ
コ

ン
テ

ス
ト

1
5
0

小
学
校
英
語
集
会
推
進
事
業

小
学

６
年

生
を

対
象

と
市

、
Ａ

Ｌ
Ｔ

と
と

も
に

屋
外

で
英

語
を

使
っ
て

活
動

す
る

。
3
6
0

小
学
校
英
語
活
動
推
進
事
業

市
が

雇
用

し
た

外
国

青
年

６
名

が
、

小
学

校
を

順
番

に
訪

問
し

、
外
国

の
文

化
・

習
慣

・
言

葉
な

ど
に

関
す

る
国

際
理

解
教

育
を

支
援

す
る

。
3
2
,
8
7
5

外
国
人
・
帰
国
児
童
生
徒
の
日
本
語
指
導

福
井

市
小

中
学

校
へ

編
入

学
し

た
外

国
人

児
童

生
徒

や
帰

国
児

童
生
徒

に
対

し
て

、
ふ

く
い

市
民

国
際

交
流

協
会

よ
り

日
本

語
指

導
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

学
校

へ
派

遣
し

、
個

々
の

児
童

生
徒

に
即

し
た

日
本

語
指

導
を

行
う

。
2
,
2
0
0
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２
－
１
　
　
市
町
の
平
成
２
３
年
度
国
際
化
事
業
計
画

（
単

位
：

千
円

）

市
町
名

事
  

業
  

名
事

業
概

要
等

予
算

額

敦
賀
市

敦
賀
市
職
員
東
海
市
派
遣
研
修
事
業

H
.2

3.
4.

7～
10

.6
　

1名
派

遣
1
,
7
5
0

東
海
市
友
好
親
善
使
節
団
受
入
事
業

姉
妹

都
市

締
結

30
周

年
記

念
事

業
 H

23
.9

月
上

旬
3
,
3
6
5

敦
賀
市
訪
韓
親
善
使
節
団
派
遣
事
業

姉
妹

都
市

締
結

30
周

年
記

念
事

業
 H

23
.1

0月
中

旬
4
,
3
4
3

ナ
ホ
ト
カ
市
友
好
親
善
使
節
団
受
入
事
業

H
23

.9
.1

～
9.

6 
5名

受
入

1
,
5
4
1

敦
賀
市
訪
中
児
童
親
善
使
節
団
派
遣
事
業

H
23

.7
.2

1～
7.

28
 1

2名
派

遣
2
,
1
3
8

台
州
市
児
童
親
善
使
節
団
受
入
事
業

H
23

.8
.4

～
8.

9 
14

名
受

入
2
,
0
9
1

敦
賀
市
訪
中
親
善
使
節
団
派
遣
事
業

姉
妹

都
市

締
結

10
周

年
記

念
事

業
 H

23
.7

.2
1～

7.
26

 1
6名

派
遣

2
,
2
4
7

台
州
市
友
好
親
善
使
節
団
受
入
事
業

姉
妹

都
市

締
結

10
周

年
記

念
事

業
 H

23
.8

.4
～

8.
9 

14
名

受
入

1
,
5
1
3

小
浜
市

小
浜
市
国
際
交
流
協
会
支
援
事
業

1
4
8

　
　
国
際
交
流
協
会
　
在
住
外
国
人
と
の
料
理
講

習
会

市
民

と
在

住
外

国
人

と
の

料
理

講
習

会

　
　
国
際
交
流
協
会
　
七
夕
の
つ
ど
い

市
民

と
在

住
外

国
人

と
の

交
流

会

　
　
マ
リ
ン
カ
の
会
　
外
国
人
へ
の
生
活
支
援
事

業
市

民
と

在
住

外
国

人
と

の
交

流
会

　
　
若
狭
日
本
語
の
会
　
交
流
会

市
民

と
在

住
外

国
人

と
の

交
流

会

　
　
若
狭
日
本
語
の
会
　
日
本
語
講
座

在
住

外
国

人
へ

の
日

本
語

指
導

姉
妹
・
友
好
都
市
交
流

　
　
小
学
生
国
際
交
流
作
品
展

姉
妹

友
好

都
市

に
あ

る
国

内
外

の
都

市
の

小
学

生
の

作
品

(絵
画

・
書
道

)を
集

め
展

覧
会

を
開

催
5
2
0

　
　
国
際
教
育
交
流
高
校
生
の
受
入
及
び
派
遣
事

業
友

好
都

市
西

安
市

か
ら

の
留

学
生

の
受

入
(5

名
)お

よ
び

派
遣

事
業

3
7
5

大
野
市

国
際
交
流
団
体
補
助

民
間

国
際

交
流

団
体

へ
の

運
営

費
補

助
6
0
0

国
際
交
流
事
業

民
間

団
体

の
交

流
を

目
的

に
外

国
へ

の
訪

問
及

び
受

入
に

係
る

経
費
の

補
助

等
1
,
9
8
1

国
際
理
解
教
育
推
進
員
配
置
事
業

幼
児

や
児

童
に

国
際

感
覚

の
基

礎
を

育
て

る
た

め
、

国
際

理
解

教
育
推

進
員

を
配

置
し

、
小

学
校

・
幼

稚
園

を
順

番
に

訪
問

す
る

。
7
,
9
7
2

勝
山
市

勝
山
市
ア
ス
ペ
ン
市
青
尐
年
交
流

勝
山

市
の

中
高

校
生

を
ア

メ
リ

カ
・

ア
ス

ペ
ン

市
へ

約
１

４
日

間
派
遣

7
0
0

ア
ス
ペ
ン
市
視
察
派
遣

ア
ス

ペ
ン

市
と

の
友

好
関

係
を

強
化

す
る

た
め

ア
ス

ペ
ン

市
を

視
察

1
,
2
7
4

国
際
交
流
員
設
置

友
好

都
市

と
の

連
絡

調
整

や
国

際
理

解
推

進
の

た
め

ア
メ

リ
カ

国
際
交

流
員

１
名

の
配

置
5
,
3
6
2

英
会
話
ク
ラ
ス

国
際

交
流

員
に

よ
る

英
会

話
教

室
（

週
１

回
）

国
際
交
流
サ
ロ
ン

国
際

交
流

員
に

よ
る

国
際

交
流

イ
ベ

ン
ト

（
年

４
回

程
度

）

日
本
語
学
習
広
場

市
内

に
住

む
外

国
人

を
対

象
に

、
日

本
語

の
学

習
・

生
活

上
の

困
っ
た

こ
と

の
解

決
・

相
互

の
交

流
を

目
的

に
学

習
広

場
を

月
２

回
実

施
1
3
7

鯖
江
市

多
文
化
共
生
推
進
事
業

学
校

・
保

育
所

・
幼

稚
園

な
ど

に
お

け
る

国
際

理
解

教
育

や
地

域
に
お

け
る

生
涯

学
習

の
場

に
、

「
市

民
国

際
交

流
員

」
と

し
て

外
国

人
市

民
を

派
遣

す
る

。
ま

た
外

国
人

市
民

か
ら

の
生

活
相

談
に

対
し

通
訳

等
を

派
遣

し
支

援
す

る
。

（
委

託
）

2
2
0

鯖
江
市
国
際
交
流
協
会
運
営
補
助
事
業

鯖
江

市
国

際
交

流
協

会
の

活
動

を
支

援
す

る
た

め
事

務
費

相
当

分
を

補
助

2
,
8
0
0

鯖
江
市
日
中
友
好
協
会
補
助
事
業

鯖
江

市
日

中
友

好
協

会
の

活
動

を
支

援
す

る
た

め
の

補
助

（
30

周
年

記
念

事
業

分
を

加
算

）
9
2
0

鯖
江
市
国
際
友
好
広
報
員
制
度

国
際

交
流

員
等

に
退

職
時

、
国

際
友

好
広

報
員

と
な

っ
て

も
ら

い
、

友
好

交
流

の
推

進
に

寄
与

し
て

も
ら

う
。

0

海
外
眼
鏡
販
路
開
拓
事
業

海
外

で
開

催
さ

れ
る

眼
鏡

の
国

際
展

示
会

へ
の

出
展

視
察

事
業

に
対

す
る

補
助

3
,
0
0
0

1
0
0
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２
－
１
　
　
市
町
の
平
成
２
３
年
度
国
際
化
事
業
計
画

（
単

位
：

千
円

）

市
町
名

事
  

業
  

名
事

業
概

要
等

予
算

額

繊
維
海
外
販
路
開
拓
＆
製
品
情
報
収
集
事
業

繊
維

産
業

の
海

外
戦

略
と

し
て

海
外

最
新

情
報

収
集

・
販

路
開

拓
の

た
め

の
海

外
展

示
会

出
展

・
視

察
に

対
す

る
補

助
1
,
0
8
0

地
域
産
業
振
興
補
助
事
業

海
外

市
場

で
の

販
路

拡
大

等
の

た
め

の
事

業
に

対
す

る
補

助
　

１
１

事
業

有
7
,
7
0
0

多
文
化
共
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

庁
内

の
多

文
化

共
生

関
係

の
課

に
よ

る
連

絡
会

の
開

催
お

よ
び

Ｎ
Ｐ
Ｏ

・
外

国
人

市
民

・
行

政
関

係
者

の
三

者
が

参
加

す
る

多
文

化
共

生
の

ま
ち

づ
く

り
に

向
け

て
の

懇
話

会
の

開
催

0

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
に
よ
る
多
言
語
情
報
発
信
事
業

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

FM
を

活
用

し
、

生
活

に
役

立
つ

町
の

話
題

・
行

政
情

報
番

組
「

ニ
イ

ハ
オ

さ
ば

え
」

を
中

国
語

で
発

信
1
3
3

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
の
多
言
語
化
訓

練
総

合
防

災
訓

練
時

に
あ

わ
せ

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
等

の
多

言
語

化
の

た
め

の
訓

練
を

、
鯖

江
市

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

連
絡

会
お

よ
び

鯖
江

市
国

際
交

流
協

会
と

連
携

し
実

施
0

外
国
人
マ
マ
の
た
め
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
事
業

子
育

て
中

の
外

国
人

市
民

の
母

親
の

情
報

交
換

の
た

め
の

サ
ー

ク
ル
を

、
鯖

江
市

国
際

交
流

協
会

と
協

働
事

業
と

し
て

開
催

し
、

必
要

な
行

政
情

報
等

も
発

信
す

る
。

0

外
国
人
市
民
へ
の
災
害
時
に
お
け
る
情
報
提
供
事

業
総

合
防

災
訓

練
時

に
あ

わ
せ

、
大

規
模

災
害

時
に

外
国

人
市

民
に

携
帯

電
話

等
で

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
情

報
を

提
供

す
る

た
め

の
モ

デ
ル

事
業

を
実

施
0

外
国
籍
児
童
・
生
徒
サ
ポ
ー
ト
事
業

外
国

籍
児

童
・

生
徒

専
門

の
学

習
サ

ポ
ー

タ
ー

を
鯖

江
市

国
際

交
流
協

会
内

に
確

保
し

、
小

中
学

校
等

の
要

請
に

応
じ

て
派

遣
す

る
。

（
委

託
）

5
,
0
4
0

あ
わ
ら
市

市
日
本
中
国
友
好
協
会
活
動
事
業

紹
興

市
を

始
め

中
国

か
ら

の
各

種
訪

問
団

を
受

け
入

れ
、

両
都

市
の
交

流
促

進
と

日
中

友
好

の
発

展
に

資
す

る
。

4
0
0

第
26
次

あ
わ
ら
市
日
本
中
国
友
好
親
善
尐
年
団
派

遣
事
業

芦
原

中
学

校
2年

生
16

名
を

紹
興

市
へ

派
遣

3
0
2
2

第
14
回
金
津
中
学
校
国
際
交
流
派
遣
事
業

金
津

中
学

校
2年

生
16

名
を

ア
メ

リ
カ

・
オ

レ
ゴ

ン
州

ユ
ー

ジ
ン

市
へ
派

遣

第
3次

金
津

高
等
学
校
日
本
中
国
友
好
親
善
使
節
団
派

遣
事

業
金

津
高

等
学

校
2年

生
８

名
を

紹
興

市
へ

派
遣

5
5
2

越
前
市

越
前
市
国
際
交
流
協
会
補
助
金

越
前

市
国

際
交

流
協

会
が

行
う

国
際

交
流

・
調

査
研

究
事

業
に

対
し
補

助
2
,
8
8
0

越
前
市
広
報
外
国
語
版
の
作
成

越
前

市
広

報
を

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

と
中

国
語

に
翻

訳
し

て
、

発
行

1
,
2
9
7

外
国
人
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

在
住

外
国

人
の

生
活

全
般

を
支

援
す

る
と

伴
に

、
児

童
生

徒
が

在
籍
す

る
学

校
に

お
い

て
、

学
校

生
活

及
び

学
習

等
の

指
導

補
助

や
相

談
に

あ
た

る
。

1
1
,
3
4
4

坂
井
市

国
際
交
流
事
業

7
月

に
H2

4年
度

事
業

の
事

務
協

議
団

を
嘉

興
市

に
派

遣
す

る
。

（
3泊

4日
）

3
9
3

1
2月

に
嘉

興
市

長
を

団
長

と
す

る
訪

問
団

を
迎

え
る

。
（

総
勢

12
名
、

2泊
3日

）
8
3
4

永
平
寺
町

国
際
文
化
交
流
協
会

永
平

寺
町

国
際

文
化

交
流

協
会

補
助

金
5
0

池
田
町

英
語
に
親
し
む
事
業

幼
稚

園
・

池
田

小
学

校
の

児
童

を
対

象
に

し
た

、
外

国
人

講
師

に
よ
る

英
語

学
習

事
業

7
3
1

越
前
町

国
際
音
楽
祭
補
助
金

国
際

交
流

、
音

楽
文

化
交

流
、

町
づ

く
り

を
目

的
と

し
た

国
際

音
楽
祭

事
業

に
対

し
て

補
助

5
8
0

国
際
交
流
員
の
配
置
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）

国
際

交
流

室
に

国
際

交
流

員
を

1名
配

置
4
,
9
5
5

国
際
交
流
事
業

職
員

旅
費

6
8

越
前
町
国
際
交
流
協
会
補
助
金

5
,
5
0
0

　
　
在
住
外
国
人
と
の
文
化
交
流

国
際

交
流

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
、

町
を

旅
す

る
、

国
際

理
解

講
座

、
研
修

事
業

　
　
生
活
支
援
事
業

生
活

支
援

バ
ザ

ー
ル

、
在

住
外

国
人

と
の

茶
話

会
実

施
、

イ
ベ

ン
ト
会

場
案

内
、

外
国

人
相

談
窓

口
設

置

　
　
語
学
講
座
開
設
事
業

英
語

講
座

、
外

国
語

講
座

（
英

語
以

外
）

、
日

本
語

指
導

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
養

成
講

座

　
　
国
際
交
流
事
業

米
国

、
タ

イ
と

の
国

際
交

流
（

派
遣

・
招

聘
）

事
業

　
　
広
報
事
業

Ｅ
Ｉ

Ａ
新

聞
の

発
行

（
年

3回
）

、
全

戸
配

布
新

聞
（

年
1回

）

美
浜
町

小
学
校
英
語
活
動
推
進
事
業

英
語

教
育

の
充

実
を

図
る

た
め

、
各

小
学

校
に

AL
Tを

派
遣

し
国

際
理
解

を
図

る
。

4
,
8
3
0
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２
－
１
　
　
市
町
の
平
成
２
３
年
度
国
際
化
事
業
計
画

（
単

位
：

千
円

）

市
町
名

事
  

業
  

名
事

業
概

要
等

予
算

額

高
浜
町

中
学
生
海
外
派
遣

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
へ

１
０

名
を

１
０

日
間

、
韓

国
保

寧
市

へ
１

０
人
を

５
日

間
中

学
生

を
派

遣
7
,
0
5
0

韓
国

保
寧

市
か

ら
の

中
学

生
海

外
派

遣
団

の
受

入
3
4
0

国
際
交
流
協
会
補
助

高
浜

国
際

交
流

協
会

へ
の

補
助

金
2
5
0

国
際
交
流
員
の
配
置

講
演

・
講

座
や

国
際

理
解

教
育

な
ど

町
内

国
際

化
推

進
の

た
め

韓
国
保

寧
市

か
ら

国
際

交
流

員
を

１
名

配
置

3
,
9
7
2

友
好
都
市
交
流
事
業

韓
国

保
寧

市
と

の
相

互
訪

問
等

2
,
0
0
0

お
お
い
町

外
国
語
指
導
助
手
招
致
事
業
（
AL

T）
外

国
語

教
育

の
充

実
と

国
際

理
解

を
深

め
る

た
め

、
ア

メ
リ

カ
青

年
を

2名
配

置
1
0
,
2
4
2

中
学
生
海
外
派
遣
事
業

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

へ
町

内
中

学
生

17
名

（
予

定
）

を
派

遣
、

引
率
4名

、
15

日
間

派
遣

9
,
8
8
7

お
お
い
町
国
際
交
流
協
会
事
業

お
お

い
町

国
際

交
流

協
会

の
実

施
事

業
に

対
す

る
補

助
3
,
0
0
0

【
お

お
い

町
国

際
交

流
協

会
の

事
業

内
容

】

　
町

内
在

住
外

国
人

と
住

民
の

交
流

、
会

員
の

海
外

派
遣

（
詳

細
未
定

）

　
ド

イ
ツ

ノ
イ

マ
ル

ク
ト

派
遣

、
町

民
に

対
す

る
国

際
理

解
の

啓
発
活

動
な

ど

若
狭
町

20
12
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣
研
修
事
業

ｵ
ｰｽ

ﾄﾗ
ﾘｱ

（
ﾆｭ

ｰｻ
ｳｽ

ｳｪ
ｰﾙ

ｽﾞ
州

）
へ

成
年

5名
、

中
高

生
25

名
程

度
を
派

遣
（

ﾎｰ
ﾑｽ

ﾃｲ
、

ﾊｲ
ｽｸ

ｰﾙ
訪

問
）

5
,
1
8
0
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２
－

２
　

　
市

町
の

平
成

２
２

年
度

国
際

化
事

業
実

績
（

単
位

：
千

円
）

市
町

名
事

 
 
業

 
 
名

事
業

概
要

等
決

算
額

福
井

市
姉

妹
友

好
都

市
交

流
事

業
フ

ラ
ト

ン
市

と
の

提
携

2
0
周

年
記

念
事

業
及

び
青

尐
年

交
流

、
杭

州
市

職
員

の
研

修
受

入
れ

等
を

実
施

す
る

。
6
,
0
9
2

国
際

交
流

協
会

支
援

事
業

市
民

が
主

体
と

な
っ

た
地

域
の

国
際

化
推

進
の

た
め

、
ふ

く
い

市
民

国
際

交
流

協
会

を
支

援
1
2
,
2
0
7

各
種

団
体

交
流

事
業

促
進

補
助

事
業

市
民

主
体

の
国

際
化

推
進

の
た

め
、

市
内

団
体

に
助

成
2
8
3

J
I
C
A
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
激

励
事

業
国

際
協

力
活

動
へ

の
市

民
参

加
促

進
の

た
め

、
J
I
C
A
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
し

激
励

を
行

う
。

6
0

多
文

化
共

生
推

進
事

業
福

井
市

多
文

化
共

生
推

進
プ

ラ
ン

を
基

に
、

全
て

の
市

民
が

共
に

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

地
域

づ
く

り
の

た
め

の
事

業
を

実
施

す
る

。
6
8
3

行
政

通
訳

員
配

置
事

業
行

政
情

報
の

多
言

語
化

を
実

施
す

る
た

め
、

通
訳

員
３

名
（

英
・

中
・

ポ
）

を
配

置
2
,
5
5
1

国
際

交
流

団
体

負
担

金
・

補
助

金
各

国
際

交
流

団
体

と
連

携
し

て
国

際
交

流
事

業
を

推
進

す
る

た
め

、
各

団
体

の
会

費
を

負
担

1
4
5

全
国

市
町

村
国

際
文

化
研

修
所

の
海

外
研

修
へ

の
参

加
国

際
化

に
対

応
で

き
る

職
員

を
育

成
す

る
た

め
に

、
海

外
派

遣
を

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
含

む
研

修
に

参
加

6
0
4

中
国

残
留

邦
人

等
支

援
事

業
中

国
残

留
邦

人
の

生
活

安
定

を
支

援
す

る
事

業
を

実
施

1
2
,
8
1
2

外
国

人
高

齢
者

福
祉

手
当

給
付

大
正

１
５

年
４

月
１

日
以

前
に

生
ま

れ
た

無
年

金
の

外
国

人
に

月
額

２
万

円
を

年
３

回
に

分
け

て
支

給
2
8
0

マ
ー

ケ
ッ

ト
開

発
支

援
事

業
中

小
企

業
者

又
は

中
小

企
業

団
体

等
が

行
う

、
県

外
若

し
く

は
国

外
に

お
い

て
開

催
さ

れ
る

展
示

会
へ

の
出

展
事

業
、

又
は

県
外

若
し

く
は

国
外

に
お

け
る

独
自

展
示

会
の

開
催

事
業

に
対

し
、

助
成

を
行

う
。

1
4
,
6
0
3

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
魅

力
情

報
発

信
福

井
市

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

外
国

語
版

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
掲

載
し

、
情

報
を

発
信

5
0
0

外
国

人
漁

業
研

修
生

受
入

事
業

日
本

の
先

進
的

な
漁

業
の

技
術

移
転

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

人
6
名

を
越

廼
地

区
に

受
け

入
れ

る
。

2
,
1
0
0

姉
妹

友
好

都
市

議
会

議
員

福
井

市
訪

問
団

受
入

姉
妹

友
好

都
市

議
会

議
員

福
井

市
訪

問
団

受
入

(
杭

州
市

、
水

原
市

、
フ

ラ
ト

ン
市

、
熊

本
市

、
結

城
市

）
6
5
6

水
原

市
交

流
（

議
会

）
水

原
市

と
の

交
流

親
善

を
図

る
た

め
、

９
名

（
議

員
８

名
、

随
行

１
名

）
で

訪
問

予
定

3
2
4

フ
ラ

ト
ン

市
交

流
（

議
会

）
フ

ラ
ト

ン
市

と
の

交
流

親
善

を
図

る
た

め
、

１
０

名
（

議
員

９
名

、
随

行
１

名
）

で
訪

問
予

定
2
,
4
9
7

熊
本

市
、

結
城

市
交

流
（

議
会

）
熊

本
市

、
結

城
市

と
の

交
流

親
善

を
図

る
た

め
、

各
２

名
（

議
長

１
名

、
随

行
１

名
）

で
訪

問
予

定
3
4
5

小
中

学
生

国
際

交
流

作
品

展
福

井
市

と
姉

妹
友

好
関

係
に

あ
る

国
内

外
の

６
都

市
の

幼
・

小
・

中
学

生
と

作
品

交
流

を
行

い
展

覧
会

開
催

2
,
1
0
0

中
学

生
英

語
サ

マ
ー

キ
ャ

ン
プ

福
井

市
内

の
中

学
３

年
生

が
、

外
国

人
英

語
教

師
や

姉
妹

友
好

都
市

か
ら

の
夏

季
交

流
学

生
と

１
泊

２
日

の
生

活
の

中
で

、
様

々
な

活
動

を
通

し
て

英
語

を
実

際
の

場
で

使
う

体
験

を
す

る
。

9
0
0

小
学

校
英

語
活

動
推

進
事

業
市

が
雇

用
し

た
外

国
青

年
６

名
が

、
小

学
校

を
順

番
に

訪
問

し
、

外
国

の
文

化
・

習
慣

・
言

葉
な

ど
に

関
す

る
国

際
理

解
教

育
を

支
援

す
る

。
2
6
,
0
8
2

外
国

人
・

帰
国

児
童

生
徒

の
日

本
語

指
導

福
井

市
小

中
学

校
へ

編
入

学
し

た
外

国
人

児
童

生
徒

や
帰

国
児

童
生

徒
に

対
し

て
、

ふ
く

い
市

民
国

際
交

流
協

会
よ

り
日

本
語

指
導

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
学

校
へ

派
遣

し
、

個
々

の
児

童
生

徒
に

即
し

た
日

本
語

指
導

を
行

う
。

2
,
0
4
1

敦
賀

市
東

海
市

職
員

受
入

事
業

H
2
2
.
5
.
2
3
～

1
1
.
2
2
 
東

海
市

職
員

　
　

1
名

受
入

1
,
9
0
0

東
海

市
友

好
親

善
使

節
団

受
入

事
業

H
2
2
.
9
.
5
～

9
.
7
 
6
名

　
東

海
市

か
ら

受
入

8
6
8

東
海

市
友

好
親

善
使

節
団

受
入

事
業

H
2
3
.
1
.
1
9
～

1
.
2
2
　

1
0
名

　
東

海
市

か
ら

受
入

1
,
1
2
4

敦
賀

市
訪

ロ
児

童
親

善
使

節
団

派
遣

H
2
2
.
7
.
2
2
～

7
.
2
9
 
 
1
4
名

　
ナ

ホ
ト

カ
市

を
訪

問
2
,
5
3
0

ナ
ホ

ト
カ

市
児

童
親

善
使

節
団

受
入

事
業

H
2
2
.
7
.
2
9
～

8
.
5
 
 
1
3
名

　
ナ

ホ
ト

カ
市

か
ら

受
入

2
,
3
0
8

敦
賀

市
訪

ロ
親

善
使

節
団

派
遣

事
業

H
2
2
.
8
.
2
2
～

8
.
2
5
 
 
5
名

　
ナ

ホ
ト

カ
市

を
訪

問
1
,
1
2
4

台
州

市
友

好
親

善
使

節
団

受
入

事
業

H
2
3
.
1
.
1
1
～

1
.
1
5
 
（

敦
賀

市
受

入
　

H
2
3
.
1
.
1
3
～

1
.
1
4
）

5
名

　
台

州
市

か
ら

受
入

4
2
4
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２
－

２
　

　
市

町
の

平
成

２
２

年
度

国
際

化
事

業
実

績
（

単
位

：
千

円
）

市
町

名
事

 
 
業

 
 
名

事
業

概
要

等
決

算
額

小
浜

市
小

浜
市

国
際

交
流

協
会

支
援

事
業

2
4
5

 
 
国

際
交

流
協

会
　

在
住

外
国

人
と

の
料

理
講

習
会

市
民

と
在

住
外

国
人

と
の

料
理

講
習

会

 
 
国

際
交

流
協

会
　

七
夕

の
つ

ど
い

市
民

と
在

住
外

国
人

と
の

交
流

会

 
 
マ

リ
ン

カ
の

会
　

外
国

人
へ

の
生

活
支

援
事

業
キ

ム
チ

・
チ

ヂ
ミ

作
り

と
バ

ザ
ー

 
 
若

狭
日

本
語

の
会

　
交

流
会

今
ま

で
に

日
本

語
指

導
を

行
っ

た
生

徒
た

ち
と

の
交

流
会

 
 
若

狭
日

本
語

の
会

　
日

本
語

講
座

在
住

外
国

人
へ

の
日

本
語

指
導

姉
妹

・
友

好
都

市
交

流

 
 
小

学
生

国
際

交
流

作
品

展
姉

妹
友

好
都

市
に

あ
る

国
内

外
の

都
市

の
小

学
生

の
作

品
(
絵

画
・

書
道

)
を

集
め

展
覧

会
を

開
催

1
5
0

 
 
国

際
教

育
交

流
高

校
生

の
受

入
及

び
派

遣
事

業
友

好
都

市
西

安
市

か
ら

の
留

学
生

の
受

入
(
5
名

)
お

よ
び

派
遣

事
業

7
8
5

 
 
外

国
人

生
活

支
援

事
業

 
在

住
外

国
人

向
け

に
生

活
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
を

作
成

2
4
1

大
野

市
国

際
交

流
団

体
補

助
民

間
国

際
交

流
団

体
へ

の
運

営
費

補
助

5
0
7

国
際

交
流

事
業

民
間

団
体

の
交

流
を

目
的

に
外

国
へ

の
訪

問
及

び
受

入
に

係
る

経
費

の
補

助
等

0

国
際

理
解

教
育

推
進

員
配

置
事

業
幼

児
や

児
童

に
国

際
感

覚
の

基
礎

を
育

て
る

た
め

、
国

際
理

解
教

育
推

進
員

を
配

置
し

、
小

学
校

・
幼

稚
園

を
順

番
に

訪
問

す
る

。
6
,
0
3
4

勝
山

市
勝

山
市

ア
ス

ペ
ン

市
青

尐
年

交
流

ア
メ

リ
カ

・
ア

ス
ペ

ン
市

か
ら

中
学

生
4
名

を
1
1
日

間
受

入
れ

4
7
0

国
際

交
流

員
設

置
友

好
都

市
と

の
連

絡
調

整
や

国
際

理
解

推
進

の
た

め
ア

メ
リ

カ
国

際
交

流
員

１
名

の
配

置
4
7
4
9

英
会

話
ク

ラ
ス

国
際

交
流

員
に

よ
る

英
会

話
教

室
（

週
１

回
）

国
際

交
流

サ
ロ

ン
国

際
交

流
員

に
よ

る
国

際
交

流
イ

ベ
ン

ト
（

年
３

回
）

日
本

語
学

習
広

場
市

内
に

住
む

外
国

人
を

対
象

に
、

日
本

語
の

学
習

・
生

活
上

の
困

っ
た

こ
と

の
解

決
・

相
互

の
交

流
を

目
的

に
学

習
広

場
を

月
２

回
実

施
1
3
1

鯖
江

市
多

文
化

共
生

推
進

事
業

学
校

・
保

育
所

・
幼

稚
園

な
ど

に
お

け
る

国
際

理
解

教
育

や
地

域
に

お
け

る
生

涯
学

習
の

場
に

、
「

市
民

国
際

交
流

員
」

と
し

て
外

国
人

市
民

を
派

遣
す

る
。

ま
た

外
国

人
市

民
か

ら
の

生
活

相
談

に
対

し
通

訳
等

を
派

遣
し

支
援

す
る

。
（

委
託

）
2
2
0

在
住

外
国

人
生

活
情

報
支

援
事

業
在

住
外

国
人

生
活

の
実

態
調

査
を

行
い

、
生

活
に

密
着

し
た

情
報

を
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

、
マ

ッ
プ

に
し

た
事

業
の

う
ち

、
印

刷
物

の
増

刷
を

予
定

0

鯖
江

市
国

際
交

流
協

会
運

営
補

助
事

業
鯖

江
市

国
際

交
流

協
会

の
活

動
を

支
援

す
る

た
め

事
務

費
相

当
分

を
補

助
2
,
8
0
0

鯖
江

市
日

中
友

好
協

会
補

助
事

業
鯖

江
市

日
中

友
好

協
会

の
活

動
を

支
援

す
る

た
め

の
補

助
（

3
0
周

年
記

念
事

業
分

を
加

算
）

2
7
0

鯖
江

市
国

際
友

好
広

報
員

制
度

国
際

交
流

員
等

に
退

職
時

、
国

際
友

好
広

報
員

と
な

っ
て

も
ら

い
、

友
好

交
流

の
推

進
に

寄
与

し
て

も
ら

う
。

0

海
外

眼
鏡

販
路

開
拓

事
業

海
外

で
開

催
さ

れ
る

眼
鏡

の
国

際
展

示
会

へ
の

出
展

視
察

事
業

に
対

す
る

補
助

3
,
2
0
0

繊
維

海
外

販
路

開
拓

＆
製

品
情

報
収

集
事

業
繊

維
産

業
の

海
外

戦
略

と
し

て
海

外
最

新
情

報
収

集
・

販
路

開
拓

の
た

め
の

海
外

展
示

会
出

展
・

視
察

に
対

す
る

補
助

5
0
2

中
国

市
場

販
路

開
拓

支
援

事
業

中
国

市
場

で
の

販
路

拡
大

の
た

め
の

事
業

に
対

す
る

補
助

1
,
8
7
6

多
文

化
共

生
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
庁

内
の

多
文

化
共

生
関

係
の

課
に

よ
る

連
絡

会
の

開
催

お
よ

び
Ｎ

Ｐ
Ｏ

・
外

国
人

市
民

・
行

政
関

係
者

の
三

者
が

参
加

す
る

多
文

化
共

生
の

ま
ち

づ
く

り
に

向
け

て
の

懇
話

会
の

開
催

0

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
に

よ
る

多
言

語
情

報
発

信
事

業
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
F
M
を

活
用

し
、

生
活

に
役

立
つ

町
の

話
題

・
行

政
情

報
番

組
「

ニ
イ

ハ
オ

さ
ば

え
」

を
中

国
語

で
発

信

9
5
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町
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平
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年
度

国
際

化
事

業
実

績
（

単
位

：
千

円
）

市
町

名
事

 
 
業

 
 
名

事
業

概
要

等
決

算
額

外
国

人
市

民
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
事

業
（

紹
介

記
事

の
掲

載
）

市
広

報
誌

に
市

内
に

在
住

す
る

外
国

人
市

民
を

紹
介

す
る

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

記
事

「
夢

・
ド

リ
ー

ム
　

こ
の

ま
ち

に
生

き
る

」
を

連
載

し
、

と
も

に
生

き
る

隣
人

と
し

て
の

意
識

を
高

め
る

。
0

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

等
の

多
言

語
化

訓
練

総
合

防
災

訓
練

時
に

あ
わ

せ
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

等
の

多
言

語
化

の
た

め
の

訓
練

を
、

鯖
江

市
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
連

絡
会

お
よ

び
鯖

江
市

国
際

交
流

協
会

と
連

携
し

実
施

0

外
国

人
マ

マ
の

た
め

の
子

育
て

サ
ー

ク
ル

事
業

子
育

て
中

の
外

国
人

市
民

の
母

親
の

情
報

交
換

の
た

め
の

サ
ー

ク
ル

を
、

鯖
江

市
国

際
交

流
協

会
と

協
働

事
業

と
し

て
開

催
し

、
必

要
な

行
政

情
報

等
も

発
信

す
る

。
0

外
国

人
市

民
へ

の
災

害
時

に
お

け
る

情
報

提
供

事
業

総
合

防
災

訓
練

時
に

あ
わ

せ
、

大
規

模
災

害
時

に
外

国
人

市
民

に
携

帯
電

話
等

で
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

情
報

を
提

供
す

る
た

め
の

モ
デ

ル
事

業
を

実
施

0

外
国

籍
児

童
・

生
徒

サ
ポ

ー
ト

事
業

外
国

籍
児

童
・

生
徒

専
門

の
学

習
サ

ポ
ー

タ
ー

を
鯖

江
市

国
際

交
流

協
会

内
に

確
保

し
、

小
中

学
校

等
の

要
請

に
応

じ
て

派
遣

す
る

。
（

委
託

）
5
,
0
4
0

あ
わ

ら
市

市
日

本
中

国
友

好
協

会
活

動
事

業
紹

興
市

を
始

め
中

国
か

ら
の

各
種

訪
問

団
を

受
け

入
れ

、
両

都
市

の
交

流
促

進
と

日
中

友
好

の
発

展
に

資
す

る
。

4
8
4

第
2
5
次

あ
わ

ら
市

日
本

中
国

友
好

親
善

尐
年

団
派

遣
事

業
芦

原
中

学
校

2
年

生
1
6
名

を
紹

興
市

へ
派

遣
2
,
7
7
8

第
1
3
回

金
津

中
学

校
国

際
交

流
派

遣
事

業
金

津
中

学
校

2
年

生
1
5
名

を
ア

メ
リ

カ
・

オ
レ

ゴ
ン

州
ユ

ー
ジ

ン
市

へ
派

遣

第
2
次

金
津

高
等

学
校

日
本

中
国

友
好

親
善

使
節

団
派

遣
事

業
金

津
高

等
学

校
2
年

生
6
名

を
紹

興
市

へ
派

遣
4
1
5

中
国

紹
興

市
建

城
2
5
0
0
周

年
記

念
訪

問
団

市
長

他
４

名
6
7
5

越
前

市
越

前
市

国
際

交
流

協
会

補
助

金
越

前
市

国
際

交
流

協
会

が
行

う
国

際
交

流
・

調
査

研
究

事
業

に
対

し
補

助
2
,
8
8
0

越
前

市
広

報
外

国
語

版
の

作
成

越
前

市
広

報
を

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

と
中

国
語

に
翻

訳
し

て
、

発
行

1
,
2
9
7

外
国

人
生

活
サ

ポ
ー

ト
事

業
在

住
外

国
人

の
生

活
全

般
を

支
援

す
る

と
伴

に
、

児
童

生
徒

が
在

籍
す

る
学

校
に

お
い

て
、

学
校

生
活

及
び

学
習

等
の

指
導

補
助

や
相

談
に

あ
た

る
。

1
1
,
3
4
4

坂
井

市
国

際
交

流
事

業
旧

春
江

町
と

友
好

交
流

協
定

を
結

ん
で

い
た

中
国

浙
江

省
嘉

興
市

と
の

交
流

を
再

開
す

る
た

め
に

7
月

1
9
日

～
2
2
日

ま
で

副
市

長
を

団
長

と
す

る
先

遣
隊

（
総

勢
３

名
）

を
派

遣
2
,
1
8
6

1
0
月

2
5
日

～
2
9
日

に
か

け
て

、
市

長
を

団
長

と
し

、
市

議
会

、
市

内
産

業
界

代
表

等
と

訪
問

団
を

組
織

（
総

勢
1
5
名

）
し

、
嘉

興
市

を
訪

れ
、

今
後

の
交

流
の

方
向

な
ど

を
確

認

1
2
月

1
3
,
1
4
日

に
は

嘉
興

市
か

ら
の

事
務

協
議

団
を

迎
え

、
平

成
2
3
年

度
の

事
業

に
つ

い
て

の
打

ち
合

わ
せ

を
実

施

永
平

寺
町

国
際

文
化

交
流

協
会

永
平

寺
町

国
際

文
化

交
流

協
会

補
助

金
5
0

池
田

町
英

語
に

親
し

む
事

業
幼

稚
園

・
池

田
第

一
小

学
校

・
第

三
小

学
校

の
児

童
を

対
象

に
し

た
、

外
国

人
講

師
に

よ
る

英
語

学
習

事
業

1
,
2
9
2

南
越

前
町

今
庄

そ
ば

ま
つ

り
5
月

2
3
日

1
0
7

文
化

祭
1
1
月

9

国
際

交
流

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
3
月

3
4

越
前

町
外

国
青

年
招

致
（

Ａ
Ｌ

Ｔ
）

英
語

教
育

推
進

の
た

め
、

英
語

圏
青

年
を

1
名

配
置

1
,
4
1
5

国
際

音
楽

祭
補

助
金

国
際

交
流

、
音

楽
文

化
交

流
、

町
づ

く
り

を
目

的
と

し
た

国
際

音
楽

祭
事

業
に

対
し

て
補

助
5
8
0

国
際

交
流

員
の

配
置

（
Ｃ

Ｉ
Ｒ

）
国

際
交

流
室

に
国

際
交

流
員

を
1
名

配
置

4
,
7
7
2

外
国

人
相

談
窓

口
設

置
事

業
外

国
人

相
談

窓
口

を
設

置
し

、
相

談
員

1
名

を
配

置
1
,
8
0
0

米
国

姉
妹

都
市

国
際

交
流

派
遣

事
業

米
国

モ
ン

テ
バ

ロ
市

と
の

国
際

交
流

　
H
2
2
.
1
0
 
　

8
名

派
遣

1
,
6
4
1
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実

績
（

単
位

：
千

円
）

市
町

名
事

 
 
業

 
 
名

事
業

概
要

等
決

算
額

国
際

交
流

事
業

職
員

旅
費

6
9

越
前

町
国

際
交

流
協

会
補

助
金

4
,
1
5
0

　
　

在
住

外
国

人
と

の
文

化
交

流
国

際
交

流
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

、
町

を
旅

す
る

、
国

際
理

解
講

座

　
　

生
活

支
援

事
業

生
活

支
援

バ
ザ

ー
ル

、
在

住
外

国
人

と
の

茶
話

会
実

施
、

イ
ベ

ン
ト

会
場

案
内

　
　

語
学

講
座

開
設

事
業

英
語

講
座

、
日

本
語

指
導

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

　
　

国
際

交
流

事
業

米
国

、
タ

イ
、

豪
州

と
の

国
際

交
流

（
派

遣
・

招
聘

）
事

業

　
　

広
報

事
業

Ｅ
Ｉ

Ａ
新

聞
の

発
行

（
年

3
回

）
、

全
戸

配
布

新
聞

（
年

1
回

）

美
浜

町
小

学
校

英
語

活
動

推
進

事
業

英
語

教
育

の
充

実
を

図
る

た
め

、
各

小
学

校
に

A
L
T
を

派
遣

し
国

際
理

解
を

図
る

。
4
,
3
8
5

姉
妹

都
市

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

訪
問

事
業

美
浜

中
学

生
(
1
6
名

)
が

台
湾

新
北

市
石

門
区

に
訪

問
し

、
地

元
中

学
生

と
交

流
を

深
め

る
。

2
,
5
4
6

姉
妹

都
市

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

受
入

事
業

台
湾

新
北

市
石

門
区

の
中

学
生

(
1
6
名

)
を

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

に
受

入
れ

交
流

を
深

め
る

。
5
,
0
3
2

高
浜

町
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

へ
１

０
名

を
１

０
日

間
、

韓
国

保
寧

市
へ

１
０

人
を

５
日

間
中

学
生

を
派

遣
6
,
6
9
0

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

韓
国

保
寧

市
か

ら
の

中
学

生
海

外
派

遣
団

の
受

入
3
5
2

外
国

青
年

招
致

（
Ａ

Ｌ
Ｔ

）
英

語
教

育
の

充
実

と
国

際
理

解
を

深
め

る
た

め
、

英
語

圏
の

青
年

を
１

名
配

置
1
,
6
5
9

国
際

交
流

協
会

補
助

高
浜

国
際

交
流

協
会

へ
の

補
助

金
2
5
0

国
際

交
流

員
の

配
置

講
演

・
講

座
や

国
際

理
解

教
育

な
ど

町
内

国
際

化
推

進
の

た
め

韓
国

保
寧

市
か

ら
国

際
交

流
員

を
１

名
配

置
3
,
9
7
6

友
好

都
市

交
流

事
業

韓
国

保
寧

市
と

の
相

互
訪

問
等

1
,
1
7
5

お
お

い
町

外
国

語
指

導
助

手
招

致
事

業
（

A
L
T
）

外
国

語
教

育
の

充
実

と
国

際
理

解
を

深
め

る
た

め
、

ア
メ

リ
カ

青
年

を
2
名

配
置

8
,
9
5
9

中
学

生
海

外
派

遣
事

業
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
へ

町
内

中
学

生
2
0
名

を
派

遣
、

引
率

4
名

、
1
5
日

間
派

遣
1
0
,
6
5
7

お
お

い
町

国
際

交
流

協
会

事
業

お
お

い
町

国
際

交
流

協
会

の
実

施
事

業
に

対
す

る
補

助
3
,
0
0
0

【
お

お
い

町
国

際
交

流
協

会
の

事
業

内
容

】

　
町

内
在

住
外

国
人

と
住

民
の

交
流

、
町

民
に

対
す

る
国

際
理

解
の

啓
発

活
動

な
ど

若
狭

町
2
0
1
1
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

派
遣

研
修

事
業

ｵ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾗ
ﾘ
ｱ
（

ﾆ
ｭ
ｰ
ｻ
ｳ
ｽ
ｳ
ｪ
ｰ
ﾙ
ｽ
ﾞ
州

）
へ

成
年

4
名

、
中

高
生

1
9
名

を
派

遣
（

ﾎ
ｰ
ﾑ
ｽ
ﾃ
ｲ
、

ﾊ
ｲ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
訪

問
な

ど
）

3
,
5
6
2

若
狭

町
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

交
流

2
0
周

年
記

念
事

業
ｵ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾗ
ﾘ
ｱ
か

ら
1
4
名

を
招

き
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
(
受

入
1
2
家

庭
)
・

交
流

会
(
町

民
1
0
0
名

)
を

実
施

5
9
0

中
学

生
海

外
派

遣
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３
　

外
国

語
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

資
料

一
覧

（
県

庁
等

）

県
機

関
名

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

･
資

料
名

英
中

韓
ポ

露
独

伊
ス

比
泰

ベ
内

容
や

目
的

配
布

場
所

男
女

参
画

・
県

民
活

動
課

Ｄ
Ｖ

防
止

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
○

○
○

○
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
相

談
機

関
の

紹
介

男
女

参
画

・
県

民
活

動
課

(
財

)
若

狭
湾

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

（
若

狭
湾

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
）

○
施

設
お

よ
び

事
業

概
要

の
紹

介
(
財

)
若

狭
湾

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
電

源
地

域
振

興
課

(
財

)
若

狭
湾

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

研
究

開
発

拠
点

化
計

画
）

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

研
究

開
発

拠
点

化
計

画
の

紹
介

(
財

)
若

狭
湾

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
電

源
地

域
振

興
課

政
策

統
計

課
福

井
県

勢
要

覧
○

本
県

の
統

計
デ

ー
タ

（
県

全
図

、
市

町
勢

、
産

業
別

グ
ラ

フ
等

）
政

策
統

計
課

県
立

病
院

診
療

申
込

書
○

診
療

の
申

込
書

県
立

病
院

県
立

病
院

県
立

病
院

外
来

の
ご

案
内

○
外

来
患

者
向

け
の

案
内

し
お

り
　

（
診

察
、

会
計

、
薬

の
手

順
）

県
立

病
院

県
立

病
院

陽
子

線
が

ん
治

療
施

設
○

陽
子

線
が

ん
治

療
施

設
の

紹
介

チ
ラ

シ
保

険
会

社
を

通
じ

て

児
童

科
学

館
A
N
G
E
L
 
L
A
N
D
 
F
U
K
U
I

○
○

施
設

案
内

児
童

科
学

館

企
業

誘
致

課
企

業
誘

致
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
○

企
業

誘
致

の
た

め
の

福
井

県
の

立
地

環
境

紹
介

企
業

誘
致

課

地
域

産
業

・
技

術
振

興
課

「
実

は
福

井
」

の
技

　
英

語
版

○
本

県
企

業
や

そ
の

優
れ

た
技

術
の

紹
介

地
域

産
業

・
技

術
振

興
課

ブ
ラ

ン
ド

営
業

課
ふ

く
い

ブ
ラ

ン
ド

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

○
○

○
ふ

く
い

ブ
ラ

ン
ド

の
紹

介
ブ

ラ
ン

ド
営

業
課

恐
竜

博
物

館
恐

竜
博

物
館

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
○

○
施

設
紹

介
恐

竜
博

物
館

恐
竜

博
物

館
恐

竜
博

物
館

紀
要

○
動

・
植

物
化

石
等

に
関

す
る

研
究

論
文

等
恐

竜
博

物
館

観
光

振
興

課
観

光
マ

ッ
プ

○
○

○
外

国
人

観
光

客
向

け
の

観
光

マ
ッ

プ
観

光
振

興
課

観
光

振
興

課
福

井
県

紹
介

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
○

福
井

県
の

概
要

紹
介

観
光

振
興

課

観
光

振
興

課
外

国
人

の
た

め
の

携
帯

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

○
○

○
外

国
人

が
災

害
・

事
故

等
に

遭
遇

し
た

場
合

に
役

立
つ

情
報

を
掲

載
し

た
携

帯
用

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
観

光
振

興
課

英
:
英

語
、

中
:
中

国
語

、
韓

:
ハ

ン
グ

ル
、

ポ
:
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
、

露
:
ロ

シ
ア

語
、

独
:
ド

イ
ツ

語
、

伊
:
イ

タ
リ

ア
語

、
ス

:
ス

ペ
イ

ン
語

、
比

:
フ

ィ
リ

ピ
ン

語
、

泰
:
タ

イ
語

、
ベ

:
ベ

ト
ナ

ム
語
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県
機

関
名

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

･
資

料
名

英
中

韓
ポ

露
独

伊
ス

比
泰

ベ
内

容
や

目
的

配
布

場
所

県
立
図
書
館

利
用

案
内

○
○

○
○

県
立

図
書

館
の

施
設

概
要

、
利

用
案

内
等

を
紹

介
す

る
。

県
立

図
書

館

若
狭
図
書
学
習
セ
ン

タ
ー

利
用

案
内

○
施

設
利

用
案

内
若

狭
図

書
学

習
セ

ン
タ

ー

原
子

力
安

全
対

策
課

福
井

県
の

原
子

力
○

福
井

県
の

原
子

力
行

政
の

紹
介

原
子

力
安

全
対

策
課

県
立

美
術

館
県

立
美

術
館

紹
介

○
県

立
美

術
館

一
乗

谷
朝

倉
氏

遺
跡

資
料

館
一

乗
谷

朝
倉

氏
遺

跡
資

料
館

紹
介

○
一

乗
谷

朝
倉

氏
遺

跡
お

よ
び

資
料

館
の

紹
介

一
乗

谷
朝

倉
氏

遺
跡

資
料

館

県
立

音
楽

堂
福

井
県

立
音

楽
堂

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
施

設
の

紹
介

県
立

音
楽

堂

県
立

音
楽

堂
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
大

ホ
ー

ル
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

の
紹

介
県

立
音

楽
堂

若
狭
歴
史
民
俗
資

料
館

若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
紹
介

○
施
設
紹
介

若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館

福
井

県
立

大
学

大
学

案
内

○
○

○
福

井
県

立
大

学
の

概
要

紹
介

福
井

県
立

大
学

警
察

本
部

被
害

者
の

手
引

○
○

○
○

犯
罪

被
害

者
支

援
の

説
明

警
察

本
部

警
察

本
部

日
本

に
お

け
る

交
通

安
全

ガ
イ

ド
○

○
○

○
基

本
的

な
交

通
ル

ー
ル

の
説

明
免

許
セ

ン
タ

ー
、

各
警

察
署

福
井

警
察

署
日

本
の

交
通

ル
ー

ル
、

マ
ナ

ー
を

身
に

つ
け

ま
し

ょ
う

○
道

交
法

の
基

本
ル

ー
ル

、
歩

行
者

の
通

行
方

法
、

自
転

車
の

通
行

方
法

等
各

講
習

会
場

敦
賀

警
察

署
外

国
人

の
た

め
の

生
活

の
し

お
り

○
○

○
○

○
○

交
通

ル
ー

ル
の

説
明

、
日

本
で

生
活

す
る

上
で

の
注

意
点

と
主

な
禁

止
行

為
な

ど
を

掲
載

国
際

交
流

嶺
南

セ
ン

タ
ー

（
財

）
福

井
県

国
際

交
流

協
会

指
で

話
そ

う
 
災

害
・

緊
急

時
多

言
語

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

○
○

○
○

○
○

○
災

害
時

等
の

緊
急

時
に

指
を

さ
し

て
使

用
を

で
き

る
対

話
集

（
各

言
語

日
本

語
対

訳
付

き
）

(
財

)
福

井
県

国
際

交
流

協
会

（
財

）
福

井
県

国
際

交
流

協
会

多
文

化
共

生
冊

子
「

い
い

と
こ

福
井

」
○

○
福

井
お

よ
び

在
住

外
国

人
の

出
身

国
の

文
化

を
紹

介
(
財

)
福

井
県

国
際

交
流

協
会

（
財

）
福

井
県

国
際

交
流

協
会

外
国

人
生

活
支

援
ブ

ッ
ク

レ
ッ

ト
○

○
○

生
活

上
必

要
な

基
礎

的
な

情
報

の
提

供
(
財

)
福

井
県

国
際

交
流

協
会

（
財

）
福

井
県

国
際

交
流

協
会

日
本

語
教

材
生

活
会

話
「

ほ
や

ほ
や

」
○

○
○

福
井

の
文

化
・

情
報

を
盛

り
込

ん
だ

初
級

の
日

本
語

教
材

(
財

)
福

井
県

国
際

交
流

協
会

（
財

）
福

井
県

国
際

交
流

協
会

多
言

語
情

報
誌

｢
F
I
A
 
P
o
c
k
e
t
｣

○
○

○
協

会
事

業
や

県
内

の
行

事
案

内
、

生
活

情
報

(
財

)
福

井
県

国
際

交
流

協
会
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県
機

関
名

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

･
資

料
名

英
中

韓
ポ

露
独

伊
ス

比
泰

ベ
内

容
や

目
的

配
布

場
所

（
財

）
福

井
県

国
際

交
流

協
会

外
国

人
の

た
め

の
生

活
安

心
地

図
○

○
○

警
察

・
病

院
・

各
相

談
施

設
の

ほ
か

、
緊

急
時

の
連

絡
先

・
連

絡
方

法
等

も
記

載
(
財

)
福

井
県

国
際

交
流

協
会

（
財

）
福

井
県

国
際

交
流

協
会

福
井

県
国

際
交

流
会

館
（

ﾘ
ｰ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄ
）

○
会

館
の

施
設

、
機

能
の

紹
介

(
財

)
福

井
県

国
際

交
流

協
会

（
財

）
福

井
県

国
際

交
流

協
会

情
報

・
相

談
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
図

書
等

利
用

方
法

○
○

○
図

書
貸

出
利

用
案

内
、

情
報

コ
ー

ナ
ー

利
用

案
内

(
財

)
福

井
県

国
際

交
流

協
会

（
財

）
福

井
県

国
際

交
流

協
会

外
国

人
の

た
め

の
ラ

ジ
オ

番
組

｢
ち

ょ
っ

と
､
き

い
て

､
ふ

く
い

｣
C
D
(
H
2
0
版

)
○

○
○

○
日

本
語

学
習

、
出

産
・

子
育

て
、

地
震

へ
の

備
え

等
(
財

)
福

井
県

国
際

交
流

協
会

（
財

）
福

井
県

国
際

交
流

協
会

外
国

人
の

た
め

の
ラ

ジ
オ

番
組

｢
ち

ょ
っ

と
､
き

い
て

､
ふ

く
い

｣
C
D
(
H
2
1
版

)
○

○
○

○
災

害
Q
&
A
、

自
動

車
保

険
、

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

(
財

)
福

井
県

国
際

交
流

協
会

（
財

）
福

井
県

国
際

交
流

協
会

外
国

人
の

た
め

の
ラ

ジ
オ

番
組

｢
ち

ょ
っ

と
､
き

い
て

､
ふ

く
い

｣
C
D
(
H
2
2
版

)
や

さ
し

い
日

本
語

付
き

　
○

○
　

緊
急

地
震

速
報

、
自

治
会

・
町

内
会

、
医

療
機

関
で

の
受

付
等

(
財

)
福

井
県

国
際

交
流

協
会
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４
　

外
国

語
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

資
料

一
覧

（
市

町
）

市
町

名
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

資
料

名
英

中
韓

ポ
ス

露
比

内
　

　
　

容
配

布
場

所
福

井
市

避
難

所
案

内
掲

示
板

の
凡

例
○

公
民

館
等

避
難

所
に

掲
示

す
る

避
難

所
案

内
の

凡
例

危
機

管
理

室
避

難
者

カ
ー

ド
○

○
○

避
難

所
に

来
た

際
に

提
出

す
る

避
難

者
カ

ー
ド

の
記

入
例

危
機

管
理

室
避

難
所

生
活

ル
ー

ル
○

○
○

避
難

所
で

の
生

活
ル

ー
ル

の
説

明
危

機
管

理
室

自
治

会
加

入
の

お
す

す
め

○
○

○
○

行
政

管
理

課
原

付
バ

イ
ク

の
廃

車
書

類
送

付
書

○
○

○
市

民
税

課
軽

自
動

車
税

納
付

書
送

付
書

○
○

○
市

民
税

課
催

告
書

○
○

○
納

税
課

福
井

市
紹

介
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
○

○
○

観
光

名
所

、
イ

ベ
ン

ト
な

ど
市

概
要

説
明

市
民

協
働

・
国

際
室

福
井

市
生

活
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
○

○
○

○
○

福
井

市
で

の
生

活
に

必
要

な
基

本
的

な
情

報
を

紹
介

市
民

協
働

・
国

際
室

在
留

資
格

・
在

留
期

間
の

変
更

登
録

申
請

案
内

○
市

民
課

レ
ジ

袋
無

料
配

布
中

止
案

内
○

○
○

○
H
2
1
.
4
か

ら
の

レ
ジ

袋
無

料
配

布
中

止
に

関
す

る
案

内
文

環
境

課
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

の
正

し
い

分
け

方
・

出
し

方
○

○
○

○
案

内
チ

ラ
シ

清
掃

清
美

課
ご

み
分

別
表

○
○

○
ご

み
の

分
別

表
清

掃
清

美
課

ご
み

分
別

説
明

会
資

料
○

ご
み

の
分

別
例

、
出

し
方

な
ど

の
説

明
会

資
料

清
掃

清
美

課
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

　
ワ

ク
チ

ン
接

種
に

つ
い

て
○

○
○

ワ
ク

チ
ン

接
種

法
・

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

な
ど

（
H
P
掲

載
）

保
健

セ
ン

タ
ー

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
　

予
防

に
つ

い
て

○
○

○
予

防
法

の
案

内
（

H
P
掲

載
）

保
健

セ
ン

タ
ー

乳
児

健
康

診
査

の
問

診
票

（
1
･
3
･
6
ヶ

月
健

診
）

○
乳

幼
児

健
診

時
の

問
診

票
保

健
セ

ン
タ

ー
乳

児
健

康
診

査
案

内
・

再
通

知
（

1
.
5
、

3
歳

）
○

○
○

健
診

を
受

け
て

い
な

い
子

ど
も

の
親

へ
の

お
知

ら
せ

保
健

セ
ン

タ
ー

乳
幼

児
健

診
受

診
票

（
4
・

1
0
ヶ

月
、

1
.
5
、

3
歳

）
○

○
○

保
健

セ
ン

タ
ー

福
井

市
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（

ふ
く

い
あ

る
記

H
P
）

○
○

観
光

名
所

、
特

産
品

の
紹

介
等

観
光

開
発

室
福

井
市

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

（
ふ

く
い

あ
る

記
）

○
○

○
 
 
 
 
 
〃

観
光

開
発

室
外

国
語

観
光

指
差

し
会

話
集

○
○

○
○

指
差

し
で

会
話

で
き

る
会

話
集

（
A
P
E
C
対

応
用

）
観

光
開

発
室

愛
宕

坂
茶

道
美

術
館

○
○

○
館

内
案

内
愛

宕
坂

茶
道

美
術

館
橘

曙
覧

記
念

文
学

館
○

○
○

 
 
〃

橘
曙

覧
記

念
文

学
館

市
営

住
宅

入
居

申
し

込
み

案
内

○
○

○
住

宅
政

策
課

入
居

者
の

心
得

○
○

○
住

宅
政

策
課

外
国

語
に

よ
る

1
1
9
番

対
応

要
領

○
○

1
1
9
番

通
報

へ
の

対
応

会
話

集
消

防
局

総
務

課
消

防
の

会
話

集
○

○
道

案
内

、
1
1
9
番

通
報

対
応

、
火

災
原

因
調

査
等

の
会

話
集

（
英

ス
仏

）
消

防
局

総
務

課
メ

デ
ィ

カ
ル

カ
ー

ド
○

○
○

救
急

救
助

課
「

み
ん

な
の

水
道

」
　

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
○

料
金

課
ガ

ス
料

金
口

座
振

替
依

頼
書

記
入

内
容

説
明

○
○

○
料

金
課

ガ
ス

使
用

開
始

に
関

す
る

お
願

い
○

○
○

料
金

課
結

核
健

康
診

断
問

診
調

査
票

○
○

○
○

保
健

給
食

課
眼

科
保

健
調

査
票

○
○

○
○

保
健

給
食

課
結

核
健

康
診

断
の

お
知

ら
せ

○
○

○
○

保
健

給
食

課
中

学
１

年
生

の
血

液
検

査
の

実
施

に
つ

い
て

の
お

知
ら

せ
○

○
○

○
保

健
給

食
課

内
科

検
診

結
果

の
お

知
ら

せ
○

○
○

○
保

健
給

食
課

耳
鼻

咽
喉

科
保

健
調

査
票

○
○

○
○

保
健

給
食

課
眼

科
精

密
検

査
の

お
知

ら
せ

○
○

○
○

保
健

給
食

課
耳

鼻
咽

喉
科

精
密

検
査

の
お

知
ら

せ
○

○
○

○
保

健
給

食
課

歯
・

口
腔

健
康

診
断

結
果

の
お

知
ら

せ
○

○
○

○
保

健
給

食
課

結
核

健
康

診
断

二
次

問
診

調
査

票
○

○
○

○
保

健
給

食
課

心
臓

病
健

診
問

診
票

○
○

○
保

健
給

食
課

一
乗

谷
朝

倉
氏

遺
跡

ガ
イ

ド
シ

ス
テ

ム
○

○
朝

倉
氏

遺
跡

の
説

明
一

乗
谷

朝
倉

氏
遺

跡
遺

跡
内

案
内

板
・

説
明

文
○

○
○

一
乗

谷
朝

倉
氏

遺
跡

お
さ

ご
え

民
家

園
入

場
者

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
○

○
お

さ
ご

え
民

家
園

の
説

明
お

さ
ご

え
民

家
園

福
井

市
自

然
史

博
物

館
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
○

○
○

○
展

示
内

容
案

内
自

然
史

博
物

館

英
:英

語
、

中
:中

国
語

、
韓

:ハ
ン

グ
ル

、
ポ

:ポ
ル

ト
ガ

ル
語

、
ス

:ス
ペ

イ
ン
語
、
露
:ロ

シ
ア
語
、
比
:フ

ィ
リ
ピ
ン
語
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４
　

外
国

語
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

資
料

一
覧

（
市

町
）

市
町

名
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

資
料

名
英

中
韓

ポ
ス

露
比

内
　

　
　

容
配

布
場

所

英
:英

語
、

中
:中

国
語

、
韓

:ハ
ン

グ
ル

、
ポ

:ポ
ル

ト
ガ

ル
語

、
ス

:ス
ペ

イ
ン
語
、
露
:ロ

シ
ア
語
、
比
:フ

ィ
リ
ピ
ン
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井

市
美

術
館

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
福

井
市

美
術

館
の

説
明

、
案

内
市

美
術

館
郷

土
歴

史
博

物
館

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
○

○
館

内
案

内
郷

土
歴

史
博

物
館

郷
土

歴
史

博
物

館
常

設
展

音
声

ガ
イ

ド
○

○
○

 
 
 
 
 
〃

郷
土

歴
史

博
物

館
へ

ん
し

ん
越

前
屋

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
歴

史
体

験
ス

ペ
ー

ス
「

へ
ん

し
ん

越
前

屋
」

の
利

用
案

内
郷

土
歴

史
博

物
館

養
浩

館
庭

園
説

明
(
音

声
ｶ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
)

○
○

○
庭

園
内

説
明

養
浩

館
庭

園
養

浩
館

庭
園

入
園

者
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
○

 
 
 
 
 
〃

養
浩

館
庭

園
福
井
市
立
図
書
館

・
福

井
市

立
み

ど
り

図
書

館
・

福
井

市
立

桜
木

図
書
館
利
用
あ
ん
な
い

○
市

立
図

書
館

、
み

ど
り

図
書

館
、

桜
木

図
書

館
の

３
館

共
通

で
使

用
す

る
利

用
案

内
み

ど
り

図
書

館
プ

リ
ン

タ
利

用
案

内
・

操
作

手
順

○
○

有
料

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

用
パ

ソ
コ

ン
の

プ
リ

ン
タ

利
用

案
内

桜
木

図
書

館
敦

賀
市

敦
賀

市
観

光
ガ

イ
ド

○
○

○
敦

賀
市

の
観

光
地

の
紹

介
観

光
ま

ち
づ

く
り

課
敦

賀
市

観
光

パ
ン

フ
○

○
○

敦
賀

市
の

観
光

地
の

紹
介

観
光

ま
ち

づ
く

り
課

ゴ
ミ

収
集

案
内

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

○
○

○
○

○
ゴ

ミ
の

分
別

例
、

出
し

方
等

の
説

明
市

清
掃

セ
ン

タ
ー

敦
賀

市
産

業
団

地
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
○

○
○

敦
賀

市
産

業
団

地
の

紹
介

商
工

政
策

課
敦

賀
港

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
○

○
○

敦
賀

港
の

紹
介

国
際

交
流

貿
易

課
敦

賀
ム

ゼ
ウ

ム
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

○
敦

賀
ム

ゼ
ウ

ム
（

資
料

館
）

の
説

明
国

際
交

流
貿

易
課

小
浜

市
ゴ

ミ
分

別
カ

レ
ン

ダ
ー

○
○

ゴ
ミ

の
分

別
例

、
出

し
方

等
の

説
明

　
カ

レ
ン

ダ
ー

環
境

衛
生

課
施

設
案

内
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
○

施
設

利
用

の
注

意
点

温
水

プ
ー

ル
施

設
案

内
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
○

小
浜

市
食

文
化

館
　

施
設

の
紹

介
食

文
化

館
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
○

○
○

外
国

人
旅

行
者

向
け

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

観
光

交
流

課
大

野
市

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
○

市
内

の
観

光
地

、
市

の
紹

介
秘

書
課

市
勢

要
覧

(
英

語
、

中
国

語
に

よ
る

要
約

併
記

)
○

○
市

内
の

観
光

施
設

、
郷

土
芸

能
、

文
化

施
設

等
の

紹
介

情
報

広
報

課
観

光
案

内
標

識
○

観
光

案
内

標
識

や
説

明
板

の
一

部
に

採
用

観
光

振
興

課
ご

み
の

分
別

に
つ

い
て

（
チ

ラ
シ

）
○

○
○

ご
み

の
分

別
や

出
し

方
等

の
説

明
環

境
衛

生
課

勝
山

市
市

勢
要

覧
（

英
語

に
よ

る
要

約
併

記
）

○
市

の
観

光
、

産
業

、
歴

史
等

概
要

紹
介

未
来

創
造

課
ゴ

ミ
の

分
別

方
法

○
○

ゴ
ミ

の
分

別
方

法
の

説
明

分
別

例
生

活
環

境
課

観
光

マ
ッ

プ
（

平
泉

寺
）

○
平

泉
寺

観
光

案
内

等
観

光
政

策
課

恐
竜

渓
谷

ふ
く

い
勝

山
ジ

オ
パ

ー
ク

○
○

ジ
オ

サ
イ

ト
の

紹
介

等
未

来
創

造
課

鯖
江

市
市

勢
要

覧
○

○
市

勢
概

要
秘

書
広

報
課

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
○

市
の

観
光

地
な

ど
の

紹
介

商
業

観
光

課
ゴ

ミ
収

集
案

内
○

○
○

ゴ
ミ

の
分

別
、

出
し

方
等

の
説

明
環

境
課

外
国

人
の

ガ
イ

ド
シ

ー
ト

○
○

○
緊

急
時

の
連

絡
先

や
病

気
の

と
き

の
用

語
な

ど
生

活
に

必
要

な
情

報
を

コ
ン

パ
ク

ト
に

ま
と

め
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

市
民

協
働

課

外
国

人
の

た
め

の
鯖

江
な

ん
で

も
辞

典
○

○
市

内
に

居
住

す
る

外
国

人
市

民
が

必
要

な
生

活
情

報
を

ま
と

め
た

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

市
民

協
働

課
鯖

江
市

生
活

情
報

マ
ッ

プ
○

○
公

的
施

設
、

観
光

地
等

、
日

常
生

活
に

関
す

る
情

報
を

載
せ

た
マ

ッ
プ

市
民

協
働

課
あ

わ
ら

市
市

政
要

覧
○

○
市

の
概

要
紹

介
総

務
課

越
前

市
広

報
紙

（
毎

月
）

○
○

生
活

上
の

必
要

な
情

報
を

タ
イ

ム
リ

ー
に

提
供

市
民

課
・

秘
書

広
報

課
国

民
健

康
保

険
制

度
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
○

○
国

民
健

康
保

険
手

続
書

類
等

保
険

年
金

課
国

民
年

金
チ

ラ
シ

○
○

国
民

年
金

制
度

加
入

手
続

き
保

険
年

金
課

保
育

園
入

園
ガ

イ
ド

「
え

ち
ぜ

ん
し

の
保

育
園

」
○

保
育

園
入

園
の

た
め

に
必

要
な

情
報

の
提

供
児

童
福

祉
課

ゴ
ミ

の
正

し
い

分
け

方
と

出
し

方
チ

ラ
シ

○
○

○
ゴ

ミ
の

正
し

い
分

け
方

出
し

方
説

明
環

境
政

策
課

特
定

健
診

問
診
票
・
 が

ん
検
診
問
診
票

○
○

市
で

実
施

し
て

い
る

健
診

の
問

診
票

健
康

増
進

課
母

子
保

健
子

育
て

に
関

す
る

情
報

提
供

・
関

係
書

類
○

○
○

母
子

保
健

に
関

す
る

情
報

健
康

増
進

課
初

め
て

の
離

乳
食

○
○

○
離

乳
食

に
つ

い
て

の
説

明
健

康
増

進
課

子
ど

も
の

病
気

ガ
イ

ド
○

○
○

子
ど

も
が

病
気

に
か

か
っ

た
と

き
の

対
応

や
病

気
の

説
明

健
康

増
進

課
予

防
接

種
ガ

イ
ド

○
○

○
市

が
実

施
し

て
い

る
予

防
接

種
の

説
明

書
健

康
増

進
課

予
防

接
種

予
診

票
・

乳
幼

児
健

康
診

査
票

綴
○

○
○

予
防

接
種

の
予

診
票

お
よ

び
乳

幼
児

健
診

の
問

診
票

健
康

増
進

課
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

に
関

す
る

注
意

広
報

○
○

○
国

・
県

等
か

ら
の

周
知

及
び

注
意

広
報

健
康

増
進

課
滞

納
市

税
の

催
告

○
滞

納
市

税
の

催
告

納
税

課

 
 
65



４
　

外
国

語
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

資
料

一
覧

（
市

町
）

市
町

名
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

資
料

名
英

中
韓

ポ
ス

露
比

内
　

　
　

容
配

布
場

所

英
:英

語
、

中
:中

国
語

、
韓

:ハ
ン

グ
ル

、
ポ

:ポ
ル

ト
ガ

ル
語

、
ス

:ス
ペ

イ
ン
語
、
露
:ロ

シ
ア
語
、
比
:フ

ィ
リ
ピ
ン
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
○

○
河

川
の

氾
濫

に
よ

る
浸

水
域

や
避

難
場

所
、

避
難

情
報

等
を

掲
載

防
災

安
全

課
坂

井
市

坂
井

市
観

光
ガ

イ
ド

○
○

市
内

観
光

案
内

東
尋

坊
、

竹
人

形
の

里
越

前
町

越
前

町
概

要
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
○

越
前

町
の

概
要

紹
介

国
際

交
流

室
F
l
o
o
d
 
H
a
z
a
r
d
 
M
a
p

○
越

前
町

防
災

地
図

と
注

意
等

国
際

交
流

室
美

浜
町

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

○
美

浜
町

の
観

光
地

等
の

紹
介

美
浜

町
商

工
観

光
課

高
浜

町
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
○

町
内

の
観

光
地

な
ど

を
紹

介
ま

ち
づ

く
り

課
町

教
育

要
覧

○
教

育
に

関
す

る
概

要
紹

介
教

育
委

員
会

生
活

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

○
○

○
○

○
町

内
で

の
生

活
に

必
要

な
基

本
的

な
情

報
紹

介
住

民
課

・
教

育
委

員
会

若
狭

町
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
○

○
○

若
狭

町
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

外
国

語
列

記
バ

ー
ジ

ョ
ン

町
内

主
要

公
共

施
設

等
観

光
マ

ッ
プ

○
○

○
若

狭
町

観
光

マ
ッ

プ
の

外
国

語
列

記
バ

ー
ジ

ョ
ン

町
内

主
要

公
共

施
設

等
文

化
財

案
内

冊
子

○
英

語
に

よ
る

重
要

伝
統

的
建

造
物

群
保

存
地

区
「

熊
川

宿
」

の
案

内
町

内
主

要
公

共
施

設
等

 
 
66



 

Ⅴ 経済の動き 

 

 

 

 

 

 

 



  

１ 県内企業の輸出状況 

 

（図 1） 県内企業の地域（国）別輸出額（2009年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県「福井県の貿易」 

（表 1） 県内企業の品目別輸出額（2009 年） 

  項目 

 

品目 

 

輸出額 

（億円） 

 

構成比 

（％） 

 

主な仕向け地および輸出額（億円） 

 

繊 維 493 30.7 
①中国 281 ②香港 38 ③アラブ首長国連邦 32 

④ベトナム 24 ⑤ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ 17 

機 械 

（輸送機械除く） 
409 25.4 

①中国 133 ②ﾏﾚｰｼｱ 79 ③ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 74 

④米国 38 ⑤英国 17 

化 学 200 12.4 
①韓国 66 ②中国 49 ③米国 18 

④台湾 15 ⑤ﾀｲ 15 

眼 鏡 190 11.8 
①米国 63 ②ドイツ 26 ③香港 15  

④韓国 13 ⑤フランス 12 

（小 計） 1,293 80.4 
 

 

その他 315 19.6 
 

 

合計額 1,608 100 
 

 

 福井県「福井県の貿易」  

 
東アジアの国・地域は、中国、香港、マカオ、台湾、韓国、シンガポール、タイ、フィリピン、インドネシア、
マレーシア、ベトナム、インドとする。 

輸出額（世界）1,608億円 輸出額（東アジア）1,154億円 

その他, 40億
2%中東, 65億

4%

北米, 164億
10%

欧州, 185億
12%

東アジア, 1,154億
72%

 

その他, 76億
7%台湾 , 55億

5%

フィリピン , 78億
 7%

香港 , 86億
7%

マレーシア
101億
 9%

韓国 , 116 億
10%

タイ , 131億
11%

中国 , 511億
44%
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２ 県内企業の輸入状況 

 

（図 2） 県内企業の地域（国）別輸入額（2009年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県「福井県の貿易」 

（表 2） 県内企業の品目別輸入額（2009 年） 

  項目 

 

品目 

 

輸入額 

（億円） 

 

構成比 

（％） 

 

主な輸入相手国および輸入額（億円） 

 

機 械 
（輸送機械除く） 

176 26.5 
①中国 99 ②タイ 54 ③ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 8 

④ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 5 ⑤マレーシア 5 

化学品  139 20.9 
①中国 65 ②ｶﾅﾀﾞ 43 ③韓国 9 

④米国 7 ⑤タイ 4 

繊 維  136 20.5 
①中国 116 ②インドネシア 14  

③ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ 2 ④ドイツ 2 ⑤台湾 1 

卑金属 77 11.6 
①ｶﾅﾀﾞ 29 ②ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 28 ③ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ 6 

④ﾏﾚｰｼｱ 5 ⑤中国 4 

眼 鏡  34 5.2 
①中国 23 ②香港 10 ③ﾄﾞｲﾂ 0.8 

④韓国 0.8 ⑤ｲｽﾗｴﾙ 0.04 

（小 計） 562 84.7 
 

 

その他  101 15.3 
 

 

合計額   663 100 
 

 

 福井県「福井県の貿易」 

輸入額（世界）663億円 輸入額（東アジア）512億円 

東アジア, 512億

77%

北米, 83億

13%

欧州, 27億

4%

その他, 41億

6%

 

香港 ,  13億

3% ﾏﾚｰｼｱ ,  10 億

2%
その他, 19 億

4%

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ,  20億

4%

韓国 ,  34億

7%

タイ ,  59億

11%

中国 ,  357億

70%
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３　敦賀港コンテナ取扱状況（H２～H22）

H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17
輸入 41 244 295 266 583 1456 1304 2057 3851 5339 6445 9179 10880 9240 7783 6621
輸出 31 434 730 1594 1427 3172 2812 2467 2365 2180 2587 2995 3537 4402 4300 4859
計 72 678 1025 1860 2010 4628 4116 4524 6216 7519 9032 12174 14417 13642 12083 11480

H18 H19 H20 H21 H22
輸入 5194 3712 3574 3714 8032
輸出 2910 1843 2426 4277 7287
計 8104 5555 6000 7991 15319

４　敦賀港国際定期航路開設状況

（平成２３年６月現在）

便数

興亜海運 週１便

長錦商船 週１便

サンスターライン 週２便

釜山㈬－舞鶴㈭－敦賀㈮－金沢㈮-釜山㈯

釜山㈯－秋田㈪－新潟㈫－直江津㈫－富山㈬－敦賀㈭－釜山㈮

釜山㈪－敦賀㈫－釜山㈬－大阪㈭－釜山㈮－敦賀㈯－釜山㈰

運航スケジュール

韓　国

TEU

航　路 運航船社
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５ 福井県海外事務所の設置状況 

事務所名 駐在員 連絡先・住所等 

香 港 事 務 所          

（Ｈ3年 10月開設） 

時差：▲1時間 

西口 智則 

(Tomonori Nishiguchi) 

ｱｼｽﾀﾝﾄ：蘇美珊 

TEL  +852-2530-0815   FAX  +852-2530-0816 
E-mail   fukui@hk.ntt.net 
URL      http://www.fukui-kaigai.jp/hk/ 
 
Fukui Prefectural Government Hong Kong Office 
RM.2311,23/F,TOWER2, Lippo Centre, 
89 Queensway, Hong Kong 

上 海 事 務 所          

（H11年 6月開設） 

時差：▲１時間 

小淵 孝暁 

(Takaaki Kobuchi) 

ｱｼｽﾀﾝﾄ：周慧芳 

TEL  +86-21-6295-3322  FAX +86-21-6295-9922 
E-mail  fukuiken@fukui-sh.com.cn 
URL     http://www.fukui-kaigai.jp/sh/ 
 
中華人民共和国上海市延安西路 2201号  
上海国際貿易中心 2楼 212室 
福井県上海事務所 

 

（海外事務所の業務） 

 ・県内企業の販路開拓や海外進出をバックアップ 

   現地の制度・商習慣等に関する相談、販売代理店の発掘の支援等 

 ・海外見本市参加、視察ミッション派遣の支援 

   展示商談会のＰＲ，バイヤーの紹介、相手先との連絡取次等 

 ・海外各地域の経済、社会情勢等の最新情報を提供 

   マーケットトレンド情報、調査レポートの提供等 

 

■福井県上海事務所ビジネスコーディネーター 

 杜 軍 （と ぐん） 氏 （上海道嘉(どうか)商務諮詢有限公司総経理） 
〔略歴〕 

  1963年中国南京市生まれ 1986年浙江大学卒業後、上海医療器械公司へ入社 

  1989 年日本に留学し、1995 年 日本大学農獣医学部国際協力学科卒業 1995 年より横浜市上海事

務所で日本企業の中国進出支援を主に行い、2003 年からは杭州現代通信産業パーク開発有限公司

でハイテクパークへの企業誘致を経験、2004 年に上海道嘉(どうか)商務諮詢有限公司を設立し現

職 
職務 ・ビジネスマッチング ・相談対応 ・アテンド等 

  現地取引先（製品販売先、委託加工、材料調達等）の紹介、企業進出に関する開発区

情報の提供、中国提携先の紹介 など 

■福井県香港事務所ビジネスコーディネーター 

 ロディー フイ 氏（Sun Mega International Ltd. 常務取締役） 

〔略歴〕 

  1972 年香港生まれ  1991 年カナダ国籍取得 

高校時代に 1年間日本の高校に交換留学、大学時代に 1 年間日本企業でのインターンシップ 

カナダのウォータールー大学を卒業後、韓国延世大学国際大学院で MBA取得 

1998 年以降、日本や香港で日系企業での勤務を経て、2003 年アメリカのケネディ．ウエスタン

通信大学大学院で MSｃ取得、2008年から現職 

早 川 勝 也（はやかわ かつや）氏（キャンエイ S&T株式会社代表取締役社長） 

〔略歴〕 

1969年東京都生まれ 拓殖大学商学部を卒業後、中国西安外国語学院で中国語を学ぶ 

  1995年以降、香港／中国深セン市で、日系企業の現地法人勤務を経て、2007 年から現職 
職務 ・ビジネスマッチング ・相談対応 ・アテンド等 

  現地取引先（製品販売先、委託加工、材料調達等）の紹介、企業進出に関する開発区

情報の提供、中国提携先の紹介 など 
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６　県内企業海外進出状況

（図１）地域別県内企業の海外拠点数（２００７年－２００９年）

（表１）地域別県内企業海外拠点数（２００７年－２００９年）

国名 計
北米 34 拠点 アメリカ 29

カナダ 5
中南米 3 拠点 ブラジル 3
欧州 21 拠点 ドイツ 8

英国 4 中国内訳
フランス 2 遼寧省 4
イタリア 1 山東省 9
ベルギー 1 北京市 6
スイス 1 天津市 3
ポーランド 2 上海市 48
ロシア 2 江蘇省 24

東アジア 221 拠点 中国 168 浙江省 23
台湾 7 安徽省 1
韓国 9 陝西省 2
インドネシア 6 福建省 6
シンガポール 5 広東省 20
タイ 19 香港 21
ベトナム 3 マカオ 1
マレーシア 4

アジア・その他 2 拠点 インド 1
サウジアラビア 1

福井商工会議所調べ
（海外進出企業は、１か国に複数の工場や営業所を持っていることが多いため、その総数を拠点数
　として計算しています。）

地　　域

東アジア拠点数 221拠点

中国（香港、マカオ含む）

168拠点 76%

タイ 19拠点

9%

その他 12拠点 5%

海外拠点数 281拠点

東アジア

221拠点 79%

北米 34拠点

12%

欧州 21拠点 7%
その他 5拠点 2%

韓国 9拠点 4%

台湾 7拠点 3%

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 6拠点 3%
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Ⅵ 国際交流協会 

 

 

 

 

 

 

 



1 財団法人福井県国際交流協会の概要 

 

(１)  設立趣旨 

  幅広い県民の参加による全県的な国際交流を推進する。 

 

(２)  設立年月日 

  平成元年３月１５日 

 

(３)  基本財産 

  １，４９１，３５５千円（平成２３年３月３１日現在） 

 

(４)  設立の経緯と歩み 

昭和61年 1月 世界のふくいを築く懇話会から「世界に開かれた福井をめざして」－国際化への提言－提出 
昭和61年11月 県民会館２階に「国際文化交流センタ－」開設 

 （管理運営：（財）福井県文化振興事業団） 
昭和63年 3月 国際化推進委員会が、「国際化推進体制の整備について」の報告書提出 
平成元年 3月15日 財団法人福井県国際交流協会設立（知事認可） 
平成元年 4月 国際交流センタ－「国際文化交流センター」を「国際交流センター」に改称 

平成元年10月 事務所移転（県民会館６階） 

平成 2年 1月13日 自治省が「地域国際化協会」に認定 

平成 5年 5月12日 敦賀市に「国際交流嶺南センター」開設 

平成 6年 8月 1日 福井県知事が特定公益増進法人に認定 

平成 8年10月 5日 新たに設置された福井県国際交流会館に事務所を移転 

平成11年 3月 設立１０周年 

平成18年 4月 1日 福井県知事が福井県国際交流会館の指定管理者に指定（～平成20年度） 

平成21年 3月 設立２０周年 

平成21年 4月 1日 福井県知事が福井県国際交流会館の指定管理者に指定（～平成25年度） 

  

(５) 会長  栗田 幸雄 

 

(６) 事業概要 

○自主事業        ・国際交流ボランティア登録および活動推進 

             ・草の根の国際交流活動に対する助成 

・国際理解教育出張講座等の実施 

○指定管理者事業     ・福井県国際交流会館および国際交流嶺南センターの管理運営 

             ・日本語による国際交流広報誌や多言語情報紙の発行 

・外国人生活相談、日本語常設講座や日本文化・外国文化紹介 

講座の実施 

・県民への国際交流や国際協力推進に関する情報、外国語学習 

および留学情報の提供 

             ・国際交流・協力のつどいの開催 

○関係機関からの受託事業 
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2 福井県国際交流会館および国際交流嶺南センターの概要 

 
 福井県国際交流会館および国際交流嶺南センターの管理運営は、福井県から指定管理者の指定を
受けた(財)福井県国際交流協会が行っている。 
 
Ⅰ 福井県国際交流会館（鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造､地上 3 階地下 1階建､延床面積 6,449 ㎡） 
 

階 別 施 設 名 用     途     等 

 地下１階 多目的ホール    講演会、シンポジウム、国際会議、交流会等多目的に利用 
（最大３００人収容、５か国語対応の同時通訳設備あり） 

 １階    交流ラウンジ    県民や外国人が気軽に立ち寄り、交流できる場 

情報・相談コーナー 外国人や県民の相談に応じたり、CNN放送やビデオ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 通
信等による情報提供および海外の新聞、雑誌、図書や日本語学習
に関する図書、世界各国の地図等の閲覧・貸出 

旅券室       パスポートの発給、海外安全情報等の提供 

 ２階     第１～第３会議室  各種会議等の場 

研修室(1)､(2)    各種講座、研修会等開催の場 

語学研修室(1)～(5) 日本語の学習・外国語の学習等の個別学習の場 

 ３階     特別会議室     国際会議等の各種会議やパーティー等に利用 
（５か国語対応の同時通訳設備あり） 

第１・第２応接室  来賓の応接の場として利用 

和室・茶室     外国人等に日本的雰囲気を味わってもらい茶道、華道等日本文化
の紹介講座等に利用 

パントリー     パーティー等を開催する際の配膳室や料理講座等に利用 

 

  利用時間等 
 ①開館時間 9:00～21:00 
 ・情報相談コーナー 第２月曜日･水･金･土･日9:00～18:00、火・木9:00～20:00 

・旅  券  室  9:00～16:30（平日：受付･交付業務、日曜日：交付業務） 
 ②休 館 日 国民の休日および12月28日～1月4日 

・情報相談コーナー 月曜日（第２月曜日を除く）、国民の休日および12月29日～1月3日 
・旅  券  室  土曜日、国民の休日･および12月29日～1月3日 

 ③住   所 〒910-0004 福井市宝永３丁目1-1 
 ④電話番号 ０７７６－２８－８８００ 
 ⑤FAX番号     ０７７６－２８－８８１８ 
 
 

Ⅱ 国際交流嶺南センター（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造､地上 3階建､延床面積 295㎡） 
階 別 施 設 名 用     途     等 

 １階      
      

情報カウンター   国際交流・協力についての情報提供・相談、外国人や県民の相談対応 

図書資料コーナー  国際交流関係図書、各国紹介図書、日本紹介図書、外国語辞典、地図、
諸外国の新聞・雑誌、各国大使館提供資料等の閲覧・貸出 

ビデオ情報コーナー ビデオによる福井、日本、海外の生活や文化、当協会事業の紹介等 

交流コーナー    ＣＮＮ放送等を常時放映、来館者が自由な雰囲気で交流できる場とし
て利用 

 ２階 会議・研修室    国際理解講座、国際交流のためのミーティング等開催の場 

 

   利用時間等 
 ①開館時間 9:30～18:00(火・水・金・土曜日) 
          9:30～20:00(木曜日) 
  12:00～18:00(第1･第3日曜日) 
 ②休 館 日 第１・第３日曜日以外の日曜日、月曜日、国民の休日および12月29日～1月3日 
 ③住   所 〒914-0063 敦賀市神楽町1-4-26 
 ④電話番号 ０７７０－２１－３４５５ 
 ⑤FAX番号     ０７７０－２１－３４４１ 
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事
 
業

 
区

 
分

　
　

概
 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
1

協
会

年
報

発
行

事
業

　
　

　
　

　
平

成
２

２
年

度
の

協
会

活
動

を
ま

と
め

た
年

報
を

発
行

　
自
主
事
業

2
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
・

活
動

推
進

事
業

　
国

際
交

流
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
制

度
を

運
営

し
、

積
極

的
な

活
動

を
推

進

７
，
１
５
６
千
円

3
草

の
根

国
際

交
流

活
動

等
助

成
事

業
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
国

際
交

流
活

動
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
草

の
根

の
国

際
交

流
活

動
に

対
し

活
動

費
の

一
部

を
助

成

4
留

学
生

と
県

民
の

交
流

促
進

事
業

　
当

協
会

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

制
度

を
積

極
的

に
活

用
し

な
が

ら
留

学
生

と
県

民
の

相
互

理
解

を
促

進

5
国

際
理

解
教

育
出

張
講

座
開

催
事

業
　

国
際

理
解

の
た

め
の

授
業

、
イ

ベ
ン

ト
等

を
開
催

す
る

希
望

小
中

学
校

に
外

国
人

講
師

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
6

在
住

外
国

人
支

援
の

た
め

の
協

働
事

業
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
外

国
人

支
援

事
業

を
民

間
団

体
と

の
協

働
で

実
施

し
、

そ
の

支
援

活
動

費
を

一
部

負
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
7

フ
ィ

ン
ド

レ
ー

大
学

奨
学

生
推

薦
事

業
　

米
国

オ
ハ

イ
オ

州
フ

ィ
ン

ド
レ

ー
大

学
で

学
ぶ
奨

学
生

を
募

集
・

選
考

し
推

薦

8
外

国
人

に
よ

る
日

本
語

ｽ
ﾋﾟ

ｰﾁ
ｺﾝ

ﾃｽ
ﾄ開

催
事

業
　

福
井

で
生

活
す

る
中

で
感

じ
た

こ
と

を
日

本
語
で

話
し

て
も

ら
う

こ
と

に
よ

り
、

県
民

と
県

内
在

住
外

国
人

の
相

互
理

解
を

図
る

9
多

言
語

ラ
ジ

オ
番

組
放

送
事

業
　

在
住

外
国

人
が

日
常

必
要

と
す

る
生

活
情

報
や
防

災
情

報
等

を
多

言
語

で
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
災

害
発

生
時

に
お

け
る

情
報

伝
達

が
可

能
と

な
る

ラ
ジ

オ
放

送
に

つ
い

て
認

識
を
深

め
て

も
ら

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
10

外
国

籍
児

童
生

徒
へ

の
学

校
生

活
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

・
支

援
事

業
　

外
国

籍
児

童
生

徒
の

学
習

・
教

育
支

援
を

行
う
た

め
、

外
国

籍
児

童
生

徒
サ

ポ
ー

タ
ー

の
養

成
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
な

教
材

・
図

書
を

整
備

し
、

日
本

語
リ

ソ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
を
充

実

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
11

外
国

人
医

療
支

援
事

業
　

外
国

人
が

安
心

し
て

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る
こ

と
が

で
き

る
環

境
を

整
え

る
た

め
、

検
討

委
員

会
を

立
ち

上
げ

、
外

国
人

医
療

支
援

に
取

り
組

む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
1

施
設

設
備

管
理

運
営

事
業

指
定
管
理
者
事
業
　

2
国

際
交

流
広

報
誌

発
行

事
業

　
　

協
会

事
業

、
県

内
外

の
国

際
交

流
の

動
き

を
県
民

に
紹

介
す

る
た

め
の

広
報

誌
を

発
行

（
「

交
流

ふ
く

い
」

年
３

回
、

各
４

，
０

０
０

部
）

１
３
３
，
７
１
７
千
円

3
外

国
新

聞
・

図
書

等
常

備
事

業
　

　
外

国
の

新
聞

・
雑

誌
、

国
際

関
連

の
図

書
、

語
学

学
習

用
ビ

デ
オ

テ
ー

プ
等

を
、

国
際

交
流

会
館

お
よ

び
嶺

南
セ

ン
タ

ー
に

常
備

4
多

言
語

情
報

紙
発

行
事

業
　

　
協

会
事

業
を

は
じ

め
県

内
の

国
際

交
流

・
協

力
関

連
行

事
等

を
広

く
外

国
籍

住
民

を
含

む
県

民
に

紹
介

、
広

報
す

る
た

め
の

情
報

紙
を

発
行

  
（

「
Ｆ

Ｉ
Ａ

　
Ｐ

ｏ
ｃ

ｋ
ｅ

ｔ
」

、
隔

月
、

５
，

７
０

０
部

、
日

本
語

・
英

語
・

中
国

語
・

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

）

5
有

線
テ

レ
ビ

放
映

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
Ｃ

Ｎ
Ｎ

等
を

放
映

し
、

世
界

の
政

治
、

経
済

、
ス

ポ
ー

ツ
等

の
情

報
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
提

供

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
6

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

情
報

提
供

事
業

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

端
末

を
国

際
交

流
会

館
、

嶺
南

セ
ン

タ
ー

に
配

置
、

来
館

者
が

国
際

関
連

情
報

を
容

易
に

収
集

で
き

る
環

境
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

携
帯
電

話
に

よ
り

情
報

を
発

信

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
7

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

に
よ

る
広

報
事

業
　

　
　

　
　

　
　

　
  　
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

イ
ベ

ン
ト

情
報

、
国

際
関

連
情

報
を

タ
イ

ム
リ

ー
に

提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
8

外
国

人
生

活
相

談
事

業
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
外

国
籍

住
民

お
よ

び
そ

の
関

係
者

を
対

象
に

、
法

的
問

題
や

行
政

手
続

き
に

つ
い

て
の

無
料

相
談

会
を

開
催

9
福

井
県

国
際

交
流

関
係

団
体

連
絡

会
支

援
事

業
　

　
　

福
井

県
国

際
交

流
関

係
団

体
連

絡
会

の
活

動
を
支

援

事
業

名

３
　

平
成

２
３

年
度

事
業

計
画
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業

 
区

 
分

　
　

概
 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
要

事
業

名

（
指

定
管

理
者

事
業

の
つ

づ
き

）
10

嶺
南

地
域

国
際

交
流

推
進

連
絡

会
議

開
催

事
業

　
　

嶺
南

地
域

の
国

際
交

流
団

体
間

の
連

携
を

図
る
た

め
の

会
議

を
開

催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
11

日
本

語
常

設
講

座
開

催
事

業
　

 
　

　
　

　
外

国
籍

住
民

が
日

常
生

活
を

送
る

上
で

必
要

な
日

本
語

を
学

ぶ
た

め
の

講
座

を
開

催

12
日

本
語

指
導

者
養

成
講

座
開

催
事

業
　

　
　

　
　

　
新

規
の

日
本

語
指

導
者

の
養

成
お

よ
び

す
で

に
活

動
し

て
い

る
日

本
語

指
導

者
の

資
質

向
上

の
た

め
の

講
座

を
開

催

13
国

際
交

流
・

協
力

の
つ

ど
い

開
催

事
業

　
外

国
籍

住
民

を
含

む
県

民
の

協
力

の
も

と
、

国
際

交
流

・
協

力
に

関
す

る
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

14
外

国
語

に
よ

る
外

国
文

化
紹

介
講

座
開

催
事

業
　

　
　

　
　

　
外

国
人

講
師

の
出

身
国

に
つ

い
て

母
国

語
で

話
を

し
て

も
ら

い
、

語
学

を
学

び
な

が
ら

そ
の

国
の

文
化

を
学

ぶ
講

座
を

開
催

15
異

文
化

理
解

促
進

事
業

　
日

本
人

に
は

外
国

の
文

化
・

習
慣

を
在

住
外

国
人

に
は

日
本

文
化

を
紹

介
す

る
講

座
を

開
催

1
海

外
技

術
研

修
員

受
入

受
託

事
業

 
　

開
発

途
上

国
の

研
修

員
を

受
け

入
れ

、
県

機
関
お

よ
び

民
間

企
業

で
技

術
研

修
を

実
施

（
県

か
ら

受
託

）

　
 受

託
事
業
　

2
浙

江
省

技
術

研
修

員
受

入
受

託
事

業
 
 

　
中

国
浙

江
省

か
ら

研
修

員
を

受
け

入
れ

、
県

機
関

お
よ

び
民

間
企

業
で

技
術

研
修

を
実

施
（

県
か

ら
受

託
）

４
３
，
７
６
０
千

円
3

旅
券

発
給

事
務

受
託

事
業

　
　

　
　

　
　

旅
券

作
成

業
務

の
一

部
を

受
託

（
県

か
ら

受
託
）

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
4

地
域

国
際

化
情

報
発

信
強

化
受

託
事

業
　

多
言

語
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

内
容

変
更

の
翻

訳
お

よ
び

更
新

（
県

か
ら

受
託

）

5
研

修
生

中
国

派
遣

促
進

受
託

事
業

　
本

県
か

ら
中

国
浙

江
省

へ
研

修
生

の
派

遣
を

実
施

（
県

か
ら

受
託

）

6
国

際
友

好
･協

力
促

進
受

託
事

業
　

民
間

が
行

う
県

友
好

提
携

都
市

等
と

の
交

流
・

協
力

活
動

を
支

援
す

る
事

業
を

実
施

（
県

か
ら

受
託

）

7
福

井
県

国
際

協
力

大
使

設
置

受
託

事
業

　
国

際
協

力
大

使
（

派
遣

隊
員

等
）

か
ら

の
要

請
に

基
づ

き
物

資
を

公
募

し
、

県
民

か
ら

提
供

さ
れ

た
協

力
物

資
を

国
際

協
力

大
使

に
輸

送
し

、
開

発
途

上
国

の
住

民
に

提
供

す
る

（
県

か
ら

受
託

）

8
在

住
外

国
人

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

整
備

受
託

事
業

　
国

際
交

流
会

館
に

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

・
中

国
語

の
通

訳
を

常
駐

さ
せ

て
フ

リ
ー

ダ
イ

ヤ
ル

の
専

用
回

線
を

設
け

、
弁

護
士

・
行

政
書

士
と

連
携

し
て

随
時

在
住

外
国

人
の

生
活

相
談

に
対
応

（
県

か
ら

受
託

）
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4 福井県国際交流ボランティア登録制度

福井県国際交流ボランティア登録者数 単位：人

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

ホームスティ・ホームビジット 25 23 16 32 37

協会活動協力者 39 42 34 47 62

留学生協力家庭 16 21 24 26 27

日本語教師 71 72 64 65 74

通訳 162 197 138 146 162

計 313 355 276 316 362

新規登録者数 単位：人

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

ホームスティ・ホームビジット 5 1 7 4 4

協会活動協力者 21 5 9 17 15

留学生協力家庭 6 6 7 8 0

日本語教師 4 4 0 4 10

通訳 105 43 23 35 22

計 141 59 46 68 51

来県・在県の外国人に対する各種国際交流活動等に協力してもらうことを目的にして

（財）福井県国際交流協会が運営するボランティア登録制度である。
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Ⅶ 参考資料 

 



1 県内市町国際交流担当課・国際交流協会一覧

市町村名 担当課 TEL FAX

  福井市 　市民協働・国際室   0776-20-5300   0776-20-5391

  敦賀市   国際交流貿易課   0770-22-8129   0770-22-8184

  小浜市   観光交流課   0770-53-1111 (内線267)   0770-52-1401

  大野市 　秘書課   0779-66-1111 (内線222)   0779-65-2000

  勝山市   未来創造課   0779-88-1115   0779-88-1119

  鯖江市   市民協働課   0778-53-2215   0778-51-8156

  あわら市 　総務課   0776-73-8001   0776-73-1350

  越前市   市民自治推進課   0778-22-3293   0778-22-3264

  坂井市   総務課   0776-50-3010   0776-66-4837

  永平寺町   生涯学習課   0776-61-3942   0776-61-2434

  池田町   総務政策課   0778-44-8003   0778-44-6296

  南越前町   教育委員会   0778-47-8005   0778-47-7010

  越前町   国際交流室   0778-34-8713   0778-34-1236

  美浜町   企画政策課   0770-32-6701   0770-32-1115

  高浜町   教育委員会   0770-72-2888   0770-72-2889
  おおい町 　生涯学習課   0770-77-1150（内線435）   0770-77-1177

  若狭町 　教育委員会   0770-45-2222   0770-45-9116

　
《国際交流協会》

名      称 TEL
ふくい市民国際交流協会   0776-97-5020
敦賀対外友好協会   0770-22-8129
小浜市国際交流協会   0770-52-3558
勝山市国際交流協会   0779-88-3111
鯖江市国際交流協会   0778-54-0059
越前市国際交流協会   0778-24-3389
永平寺町国際文化交流協会   0776-61-3942
南越前町国際交流協会   0778-47-8005
越前町国際交流協会   0778-34-8713
高浜町国際交流協会   0770-72-2888
おおい町国際交流協会   0770-77-1150
若狭町国際交流協会 （若狭町教育委員会内）   0770-45-2222

２ 県内市町外国人登録事務担当課一覧

市町村名 担当課 TEL FAX

  福井市  市民課  0776-20-5286  0776-20-5736

  敦賀市  市民課  0770-22-8116  0770-22-5113

  小浜市  市民課  0770-53-1111 (内線267)  0770-53-1016

  大野市  市民課  0779-66-1111 (内線452)  0779-65-8371

  勝山市  市民課  0779-88-8102  0779-88-3856

  鯖江市  市民窓口課  0778-53-2206  0778-51-8152

  あわら市  市民生活課  0776-73-8014  0776-73-5688

  越前市  市民課  0778-22-3001  0778-24-5139

  坂井市  市民生活課  0776-50-3030  0776-68-0324

  永平寺町  住民生活課  0776-61-3945  0776-61-3464

  池田町  総務政策課  0778-44-8001  0778-44-8010

  南越前町  町民税務課  0778-47-8014  0778-47-3261

  越前町  住民課  0778-34-8708  0778-34-1235

  美浜町  住民安全課  0770-32-6703  0770-32-5885

  高浜町  住民課  0770-72-7703  0770-72-4100

  おおい町  住民福祉課  0770-77-1111（内線115）  0770-77-1289
  若狭町  税務住民課  0770-45-9101  0770-45-9107

（永平寺町生涯学習課内）

（越前町国際交流室内）

（おおい町教育委員会内）

（南越前町教育委員会内）

（高浜町教育委員会内）

 〒915-0071越前市府中1-2-3 センチュリープラザ2階

 〒910-0005福井市大手3-12-20
（敦賀市国際交流貿易課内）

所     在     地

 〒917-0092小浜市山手2-7-18  倉谷様方　
 〒911-0804勝山市元町2-19-8  乾様方
 〒916-0024鯖江市長泉寺町1-9-20 鯖江市民活動交流ｾﾝﾀｰ内
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（１）都道府県国際交流担当課
都道府県名 部(局)名 課(室)名 直通電話等 ＦＡＸ番号

1　 北海道 総合政策部知事室 国際課 011-231-4111 011-232-4303
2　 青　森 商工労働部 国際交流推進課 017-734-9218 017-734-8119
3　 岩　手 政策地域部 ＮＰＯ・文化国際課 019-629-5338 019-629-5339
4　 宮　城 経済商工観光部 国際経済・交流課 022-211-2972 022-268-4639
5　 秋　田 企画振興部学術国際局 国際課 018-860-1219 018-860-1225
6　 山　形 商工観光部観光交流局 経済交流課国際室 023-630-2116 023-630-2367
7　 福　島 生活環境部 国際課 024-521-7182 024-521-7919
8　 茨　城 生活環境部 国際課 029-301-2853 029-301-1375
9　 栃　木 産業労働観光部 国際課 028-623-2163 028-623-2199
10　群　馬 生活文化部 国際課 027-226-3394 027-221-0300
11　埼　玉 県民生活部 国際課 048-830-2700 048-824-4748
12　千　葉 総合企画部 国際室 043-223-2436 043-224-2631
13　東　京 知事本局外務部 外務課 03-5388-2222 03-5388-1215
14　神奈川 県民局くらし文化部 国際課 045-210-3752 045-212-2753
15　新　潟 知事政策局 国際課 025-280-5098 025-280-5126
16　富　山 観光・地域振興局 国際・日本海政策課 076-444-3156 076-432-5648
17　石　川 観光交流局 国際交流課 076-225-1381 076-225-1383
18　福　井 観光営業部 観光振興課・国際室 0776-20-0294 0776-22-1702
19　山　梨 観光部 国際交流課 055-223-1435 055-223-1438
20　長　野 観光部 国際課 026-235-7188 026-232-1644
21　岐　阜 総合企画部 国際課 058-213-3053 058-278-2603
22　静　岡 文化・観光部 国際課 054-221-3316 054-221-2542
23　愛　知 地域振興部 国際課 052-954-6180 052-951-2590
24　三　重 生活・文化部 国際室 059-222-5974 059-222-5984
25　滋　賀 商工観光労働部 観光交流局 077-528-3062 077-521-5030
26　京　都 国際課 075-414-4311 075-414-4314
27　大　阪 府民文化部 国際交流・観光課 06-6944-6439 06-6944-6622
28　兵　庫 産業労働部観光・国際局 国際交流課 078-362-3026 078-361-2540
29　奈　良 地域振興部文化観光局 国際観光課 0742-24-2485 0742-23-0620
30　和歌山 企画部 文化国際課 073-441-2054 073-433-1192
31　鳥　取 文化観光局 交流推進課 0857-26-7123 0857-26-2164
32　島　根 環境生活部 文化国際課 0852-22-5654 0852-22-6412
33　岡　山 県民生活部 国際課 086-226-7283 086-223-3615
34　広　島 政策企画部 国際課 082-228-2111 082-228-1614
35　山　口 地域振興部 国際課 083-933-2343 083-933-2358
36　徳　島 県民環境部文化スポーツ立県局 国際交流戦略課 088-621-2028 088-621-2819
37　香　川 総務部 国際課 087-832-3027 087-837-4289
38　愛　媛 経済労働部観光国際局 国際交流課 089-912-2310 089-921-5931
39　高　知 文化生活部 文化・国際課 088-823-9605 088-823-9296
40　福　岡 新社会推進部国際交流局 交流第一課 092-641-4013 092-643-3224
41　佐　賀 経営支援本部 国際課 0952-25-7004 0952-25-7084
42　長　崎 知事公室 国際課 095-895-2085 095-827-2487
43　熊　本 商工観光労働部 観光経済交流局 観光交流国際課 096-333-2157 096-381-3343
44　大　分 企画振興部 政策企画課国際政策室 097-506-2129 097-506-1723
45　宮　崎 県民政策部 文化文教・国際課 0985-26-7004 0985-28-4610
46　鹿児島 商工労働水産部観光交流局 国際交流課 099-286-2303 099-286-5522
47　沖　縄 観光商工部 交流推進課 098-866-2479 098-866-2765

（２）政令指定都市国際交流担当課
政令都市名 部(局)名 課(室)名 直通電話等 ＦＡＸ番号

  札幌市   総務局国際部   交流課   011-211-2032   011-218-5168
  仙台市   企画調整局総合政策部   交流政策課   022-214-1252   022-211-1917
　さいたま市 　経済局観光政策部 　国際課 　048-829-1236 　048-833-2050
  千葉市   総務局市長公室   国際交流課   043-245-5019   043-238-6677
  横浜市 　都市経営局国際政策室   国際政策課   045-671-3813   045-664-7145
  川崎市   総務局総務部   交流推進課   044-200-2366   044-200-3746
　相模原市 　渉外部 　渉外課 　042-769-8207   042-754-2280
　新潟市 　経済・国際部 　国際課 　025-226-1677 　025-225-3255
　静岡市 　生活文化局市民生活部 　国際課 　054-221-1372 　054-221-1518
　浜松市 　企画部 　国際課 　053-457-2359 　053-457-2362
  名古屋市   市長室   国際交流課   052-972-3062   052-962-7134
  京都市   総合企画局   国際化推進室   075-222-3072   075-222-3055
  大阪市 　政策企画室   国際交流担当   06-6208-7245   06-6227-9871
　堺市 　市長公室国際部 　国際課 　072-222-7343   072-228-7900
  神戸市 　国際文化観光局国際推進室 　国際交流推進部   078-322-5010   078-322-2382
　岡山市 　市町室 　国際課   086-803-1112   086-225-5408
  広島市   市民局国際平和推進部   国際交流課   082-504-2106   082-249-6460
  北九州市 　企画文化局   国際政策課   093-582-2146   093-582-2176
  福岡市   総務企画局国際部   国際課   092-711-4023   092-733-5597

3 都道府県・政令指定都市の国際交流担当課一覧
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 4 都道府県・政令指定都市地域国際化協会一覧

名          称 所     在     地 ＴＥＬ ＦＡＸ

 (社)北方圏センター  〒060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目 道庁別館12F  011-221-7840  011-221-7845

 (財)青森県国際交流協会  〒030-0803 青森市安方1-1-32 水産ﾋﾞﾙ5F  017-735-2221  017-735-2252

 (財)岩手県国際交流協会  〒020-0045 盛岡市盛岡駅西通1-7-1　いわて県民情報交流ｾﾝﾀｰ5F国際交流ｾﾝﾀｰ内  019-654-8900  019-654-8922

 (財)宮城県国際交流協会  〒981-0914 仙台市青葉区堤通雨宮町4-17 宮城県仙台合同庁舎7F  022-275-3796  022-272-5063

 (財)秋田県国際交流協会  〒010-0922 秋田市旭北栄町1-5 秋田県社会福祉会館6F  018-864-1181  018-864-0160

 (財)山形県国際交流協会  〒990-8580 山形市城南町1-1-1 霞城セントラル2F  023-647-2560  023-646-8860

 (財)福島県国際交流協会  〒960-8103 福島市舟場町2-1 福島県庁舟場町分館2F  024-524-1315  024-521-8308

 (財)茨城県国際交流協会  〒310-0851 水戸市千波町後川745 県民文化ｾﾝﾀｰ2F  029-241-1611  029-241-7611

 (財)栃木県国際交流協会  〒320-0033 宇都宮市本町9-14 とちぎ国際交流ｾﾝﾀｰ内  028-621-0777  028-621-0951

 (財)群馬県観光国際協会  〒371-0026 前橋市大手町2-1-1 群馬会館内  027-243-7273  027-243-7275

 (財)埼玉県国際交流協会  〒330-0074 さいたま市浦和区北浦和5-6-5 浦和合同庁舎3F  048-833-2992  048-833-3291

 (財)ちば国際コンベンションビューロー  〒261-7114 千葉市美浜区中瀬2-6 WBGﾏﾘﾌﾞｲ-ｽﾄ14F  043-297-0245  043-297-2753

　東京都国際交流委員会  〒163-8001 新宿区西新宿2-8-1　東京都生活文化スポーツ局都民生活部内  03-5320-7740  03-5388-1331

 (財)かながわ国際交流財団  〒247-0007 横浜市栄区小菅ｹ谷1-2-1神奈川県立地球市民かながわﾌﾟﾗｻﾞ1F  045-896-2626  045-896-2945

 (財)新潟県国際交流協会  〒950-0078 新潟市中央区万代島5-1　万代島ビル2F  025-290-5650  025-249-8122

 (財)とやま国際センター  〒930-0856 富山市牛島新町5-5 ｲﾝﾃｯｸﾋﾞﾙ4F  076-444-2500  076-444-2600

 (財)石川県国際交流協会  〒920-0853 金沢市本町1-5-3 ﾘﾌｧ-ﾚ3F　  076-262-5931  076-263-5931

 (財)福井県国際交流協会  〒910-0004 福井市宝永3-1-1 福井県国際交流会館内  0776-28-8800  0776-28-8818

 (財)山梨県国際交流協会  〒400-0035 甲府市飯田2-2-3 山梨県国際交流ｾﾝﾀ-内  055-228-5419  055-228-5473

 (財)長野県国際交流推進協会  〒380-8570 長野市南長野692-2　長野県庁東庁舎１Ｆ　  026-235-7186  026-235-4738

 (財)岐阜県国際交流センター  〒500-8384 岐阜市薮田南5-14-53 岐阜県県民ふれあい会館6F  058-277-1013  058-272-8839

 (財)静岡県国際交流協会  〒422-8067 静岡市駿河区南町14-1　水の森ビル２F  054-202-3411  054-202-0932

 (財)愛知県国際交流協会  〒460-0001 名古屋市中区三の丸2-6-1 県三の丸庁舎内  052-961-8744  052-961-8045

 (財)三重県国際交流財団  〒514-0009 津市羽所町700 ｱｽﾄ津３Ｆ  059-223-5006  059-223-5007

 (財)滋賀県国際協会  〒520-0801 大津市におの浜1-1-20 ピアザ淡海2F  077-526-0931  077-510-0601

 (財)京都府国際センター  〒600-8216 京都市下京区烏丸通塩小路下る 京都駅ﾋﾞﾙ9F  075-342-5000  075-342-5050

 (財)大阪府国際交流財団  〒540-0029 大阪市中央区本町橋2-5　マイドームおおさか5階 06-6966-2400 06-6966-2401

 (財)兵庫県国際交流協会  〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通1-5-1 国際健康開発ｾﾝﾀ-ﾋﾞﾙ2F  078-230-3260  078-230-3280

 (財)なら･ｼﾙｸﾛｰﾄﾞ博記念国際交流財団  〒630-8301 奈良市高畑町102　奈良国際研修館内  0742-27-2436  0742-27-2434

 (財)和歌山県国際交流協会  〒640-8319 和歌山市手平2-1-2 県民交流ﾌﾟﾗｻﾞ「和歌山ビッグ愛」8F  073-435-5240  073-435-5243

 (財)鳥取県国際交流財団  〒680-0947 鳥取市湖山町西4-110-5 鳥取空港国際会館1F  0857-31-5951  0857-31-5952

 (財)しまね国際センター  〒690-0887 松江市殿町8番地3 タウンプラザしまね3F  0852-31-5056  0852-31-5055

 (財)岡山県国際交流協会  〒700-0026 岡山市北区奉還町2-2-1 岡山国際交流ｾﾝﾀｰ内  086-256-2000  086-256-2226

 (財)ひろしま国際センター  〒730-0037 広島市中区中町8-18 広島ｸﾘｽﾀﾙﾌﾟﾗｻﾞ6F  082-541-3777  082-243-2001

 (財)山口県国際交流協会  〒753-0814 山口市吉敷下東4-17-1  083-925-7353  083-920-4144

 (財)徳島県国際交流協会  〒770-0831 徳島市寺島本町西1-61 ｸﾚﾒﾝﾄﾌﾟﾗｻﾞ6F  088-656-3303  088-652-0616

 (財)香川県国際交流協会  〒760-0017 高松市番町1-11-63 ｱｲﾊﾟﾙ香川内  087-837-5908  087-837-5903

 (財)愛媛県国際交流協会  〒790-0844 松山市道後一万1-1  089-917-5678  089-917-5670

 (財)高知県国際交流協会  〒780-0870 高知市本町4-1-37  088-875-0022  088-875-4929

 (財)福岡県国際交流センター  〒810-0001 福岡市中央区天神1-1-1 ｱｸﾛｽ福岡内  092-725-9204  092-725-9205

 (財)佐賀県国際交流協会  〒840-8570 佐賀市城内1-1-59 佐賀県庁新行政棟1F  0952-25-7921  0952-25-7417

 (財)長崎県国際交流協会  〒850-0862 長崎市出島町2-11  095-823-3931  095-822-1551

  熊本県国際協会  〒862-8570 熊本市水前寺6-18-1 熊本県観光交流国際課内  096-385-4488  096-277-7005

 (財)大分県文化スポーツ振興財団  〒870-0029 大分市高砂町2-33 OASISひろば21(B1F)国際交流プラザ  097-533-4021  097-533-4052

 (財)宮崎県国際交流協会  〒880-0805 宮崎市橘通東4-8-1　カリーノ宮崎８階  0985-32-8457  0985-32-8512

 (財)鹿児島県国際交流協会  〒892-0816 鹿児島市山下町14-50　かごしま県民交流センター１F  099-221-6620  099-221-6643

 (財)沖縄県国際交流・人材育成財団  〒901-2221 宜野湾市伊佐4-2-16  098-942-9215  098-942-9218

 (財)札幌国際プラザ  〒060-0001 札幌市中央区北1条西3 札幌MNﾋﾞﾙ3F  011-211-3670  011-211-3673

 (財)仙台国際交流協会  〒980-0856 仙台市青葉区青葉山 仙台国際ｾﾝﾀｰ内  022-265-2211  022-265-2485

（財）さいたま市国際交流協会  〒330-0055　さいたま市浦和区東高砂町11-1 ｺﾑﾅｰﾚ9F  048-813-8500  048-887-1505

 (財)千葉市国際交流協会  〒260-0013 千葉市中央区中央2-5-1　千葉中央ツインビル2号館8F  043-202-3000  043-202-3111

 (財)横浜市国際交流協会  〒220-0012 横浜市西区みなとみらい1-1-1ﾊﾟｼﾌｨｺ横浜　横浜国際協力ｾﾝﾀｰ５F  045-222-1171  045-222-1187

 (財)川崎市国際交流協会  〒211-0033 川崎市中原区木月祇園町2-2  044-435-7000  044-435-7010

 (財)浜松国際交流協会  〒430-0926 浜松市中区砂山町324-8 第一伊藤ビル9F  053-458-2170  053-458-2197

 (財)名古屋国際センター  〒450-0001 名古屋市中村区那古野1-47-1  052-581-5674  052-581-5629

 (財)京都市国際交流協会  〒606-8536 京都市左京区粟田口鳥居町2-1  075-752-3010  075-752-3510

 (財)大阪国際交流センター  〒543-0001 大阪市天王寺区上本町8-2-6  06-6772-5931  06-6772-7600

 (財)神戸国際協力交流センター  〒651-0087 神戸市中央区御幸通8-1-6　神戸国際会館20F  078-291-0641  078-291-0691

 (財)広島平和文化センター  〒730-0811 広島市中区中島町1-5 広島国際会議場3F  082-242-8879  082-242-7452

 (財)北九州国際交流協会  〒805-0062 北九州市八幡東区平野1-1-1  093-662-0055  093-662-6622

 (財)福岡国際交流協会  〒810-0001 福岡市中央区天神1-10-1 市役所北別館5F  092-733-5630  092-733-5635
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５ 海外福井県人会等 

 

名  称 代 表 者       所 在 地         

在伯福井県 

文化協会 

 

  有明 正一 

 

  Rua dos Estudantes, 15-8.0 and. –S/82 

  Liberdade-Sao Paulo - SP – Brasil  CEP  01505-001 

在亜福井県人会   中川 アレハンドロ 
  Garcia del Rio 2419 (1429) 

  Capital Federal, Buenos Aires – Argentina   

ニュ－ヨ－ク 

福井県人会 
  山田 和美   fukuikenjin@hotmail.com 

香港福井県人会    柳澤 一朗   福井県香港事務所内 

中国福井県人 

ビジネス交流会 
  加藤 勲   福井県上海事務所内 

バンコク 

福井県人会 
  坪田 政 

  Siam Textile Chemical Company Ltd.,8 Floor, 

  Boonmitr Building, 138 Silom Road, Bangkok 10500 
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